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美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ ッ ク 床 材

日 東

輩出重Z
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京
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東 京. 本 従 来 京 m中 央 区 八 屯 洲 6 ー 1 l[e (281)  0 2  1  1  大 阪 支 庖 大阪i I i 京区 73 侃僑 5 - 1 屯 (202) 1  3  0  1  

名古屋営撲所 名古屋市中区御幸本町通 り9- 8 l[e (23) 0945 '  4414 福 岡 出 張 所 福 岡 市 防 口 町 1 5 ー 1 泣 (74) 8 9  92 

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

• 

- 程よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

ピ= ヲート哩L開

各 種 製品 リノリユ ーム・ リ ノタイル ' Nタ イ ル ・ ス ポ ン ジ シ ー ト

美 し い 床 材 を つ く っ て 40年

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 ・大阪市南区順慶町通り 4 丁 口 ( 三和ピJ レ) T E L  271 - 5051  (I¥::) 

東京 ・ 東京庁ｾ中央区銀司， t I 了 o ( 三和ビ、ノレ) T EL  561ー 1701. 2お4



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る
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上枠 ・上扉 下枠 ・下扉

( ピポット ・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 施 市 仙 沼 町 l の 4 6  ｭ ｬ ｾ 布胞 ( 721) 7.7 .1 3 - 4  

東京邸千代田区神 田三崎町 2 の26 ｭ Ａｾ 東 京 ＨＳＳＲＩ ＵＳ ＱＰ ( 30I) (}1ω  

で
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あなたの工場での蒸気単価はいくらですか ?

M P ボイラでは560円/ T O Nを保証致します。

トダウン製品のコス
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赤土

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 の l

東 京 都 rド 央 区 八 重 洲 6 の 7

小 倉 市 街 野 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 T . 11 野 洲 町 三 上

本 社 ・工場

束京営業所

九州出張所

滋 賀 工 場

式本来

_.. 
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昌 明 也 ，
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型 状 優 賞

故 障 穏 無

. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイノ

日 本 金 異 製 作 所

観 造 元 ヂ'(/(1ヲ工業様式曾誌

，
、

.
，

アルミl トルタイル

ヤハズラス

木毛セ〆 〉ト板

力ラ- ^¥ストス

ポード スロー ｉｾ

ビニール加工板

メラミ〉加工板

ピ二床タイ ル

プリシト合板

30メ{ 力一代理詰

雲表t U- q. 建材記
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大阪出張所

大 森 工 場

• 
山 宗 化 学 株 式 会 社
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驚 異 的 伝 価 格

性能も乗心地もトップレベル

中 高 層 建 築 に 最 も 理 想 的 な

規格型乗客用昇降機

E ' ( 7" 1ぺ- 9

定 貝 6 人 用 . 8 人 用

述 転 条 件 交 流 可 変 速 度 4 5 m/ mi n
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自'J な; t 主計を，* ，) みれ而目 一 新 し ま し た .
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大 阪 市 西 区 京 町 i周 二 丁 目 三 十 番 地

'，1! : 話 441- 4748 ・ 0209 ‘ 7788 381- 0822 ・ 2686 ・ 4527

東 京 支 j苫 京 京 都 北 区 作 間T l - 9 T E L 束 京 (911) 4253 ・ (919)3062

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 区 東 l場 町 7 ー 2 T E L  名 古屋 (24) 0  3  7  2  

京 都 営 業 所 京 都 市 中 京 区二 条 通 酒 洞 院 西 入 T E L  京 都 (23) 3  5  6  0  
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日 本 ス ピ シ ド ル 製 造 株 式 会 社

金属成型事業部

電大阪 (231) 8088 ・7958

電茨木 (0262) 4741 ( 代)

電茨木 (0262)5065・5066

電大阪 (401) 555 1C代)

電東京 (201) 0875・3605

大阪市東区備後町( 綿業会館内)

大 阪 府 茨 木 市 太 田 新 田 6 0  

大 阪 府 茨 木 市 太 田 上 野

兵庫県尼崎市湖江( 国鉄尼崎駅北)

東京都千代問区( 丸ビノレ403号)

大 阪 営 業 所

茨木第一工場

茨木第二工場

本 社

東 京 事 務 所
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. 明 日 の 日 本f を礎く

H 汗多重岡 :，

-ー・・・

- 構造用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

、
l " 、

'cs
M冨

・ 基 礎 杭

・ 仮 設

・ 地 下 鉄

建 築

ピ J レ

工 場

発 電 所

学 校

そσ〉千也

- 隠 遁

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 桧

・j巷; 脅

・ 桟 橋

・ 船 舶

・ 機 械



地

アスヲアルト防水ほ年限保設す3

区

日本アスフアルト防水ヱ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 (イ ロノ、順)

会 ネ土 名 住 所 電 話

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー 卜 K K ｉ ｟ ｾｌ 幌市北三条東 Ｔ Ｍ Ｑ |②附 4 ω

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 1

1

伽 宵 二 日 間IJ l ー 2

... ｾ｜・
ー| ③7790・②閃

井 上 涯 青 工 業 K K 東京都中央区銀座東 2 - 13 ( 541) 1974- 5  

‘ 伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草田島町77 ( 871) 5311(841) 5729 

ｾｉ［＠ .条 涯 青 工 業 K K 東京都中央区淡町 3 ー 7 ( 551) 2676・4382

， 

，・

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172 ( 361) 5947・(371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代間区神田小川町 1 - 8 ( 251) 0161- 3・1301 、2

関 東 地 区

涯 青 建 材 K  K  東京都中央区銀座東 3 - 11 ( 541) 6945・7834

桑 原 建 材 K K  東京都文京区新諏訪町 6 ( 921) 0448・0647

. 大，
和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891)  1144- 6・7155- 7

マ サ ル 渥 育 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 (841) 8501・(871) 2851

藤 井 工 業 K  K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K 三 柏 商
420玄.  

東京都千代田区神田岡朋町 3 ( 251) 8867・7517

K  K 金 港 商 后 横浜市西区高島町 1 - 1 @7846・8476- 7

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12

i戸門@馴0附 206附叩… …6ω削 附 …6ω印 問8700

@6860・2574・0415

日 ー新 工 材 K  K  
大阪市西区新町北通島?蔚l ー17 ⑪3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市橋島区上穏 1 - 152  ⑮2360・2030

近 畿 地 区 K  K 新 光 商 庖 大阪市南区塩町通 2 ム 13 ⑫7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 _i 19 ⑪5976- 8  

i青 7.1< 輿 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 ⑪0251-3  

l 豊 永 建 材 K K | 一 個11I J

中 園 地 区 東 中 園 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22
③2211・6302

工 業 K  ｾ ｉ＠ 高 松 一IJ 7  

K  山 本 商 会 松山市萱町 2 - 95 ②2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 工 業 K  K  宮崎市橘通 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  エ 材 社 門司市大里束通10丁目 ⑧ 1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  福岡市大浜 1丁目新町95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之図町62 @0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1- 18 日新工業 K K大阪営業所 ⑬ 5281- 3  
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ドイ ツと HnJj :.'Hl により国ぽ化完成

Ｑｾ Ｎ ￬Ｎ￺Ｎ Ｉ ｌ＠ タキロ ン化うは式会社

ゆ

白旗綜合防 JI 【株式 S 社

取締役社長 1I1 附 似 ニ

本 社 東 京師 T 代田区神田 !l 恥. r 1 の 9 ( 太1' 1今ピル 2 r軒下

電 話 (201176引 ( 代M

Ｎｫｾ 正常 亀 岡大血 ｲ ｨ 魚 [! 16  ｾ ｬ 町 ＱＭ Ｔ ( Jf. JI ビ，，)

屯 叫 (202) 6 8 8 4

u 区々 f与所 象 恥r. t f J {I .it li tf(1島町 6 の 13唱 屯品 (961 明JR9

地 盤 の 注 入 に ・

特許 ＢＭＱＱ ・世 ＧＹｴ ｬＺｾＡ
• J世絵の回給と沈下l坊11:

・ 地下水の遮断阻止と漏j勇防止

. 隠j草地下毛 、貯水池ダム等の j府湖水防止



@

…一

槍

司

ι

P

・

E

・
--I

t
---

出

入

口

を

ま

も

る

/

欽

の

鉛

に

身

を

固

め

門

を

見

張

っ

た

の

は

廿

の

話

、

今

は

三

和

シ

ヤ

y

タ

l

が

川

入

口

を

ガ

ッ

チ

リ

と

ま

ち

り

ま

す

。

盗

難

、

火

災

、

天

災

に

は

心

配

は

も

う

い

り

ま

せ

ん
。

明

非

、

あ

け

し

め

が

簡

単

で

、

し

か

も

美

し

く

、

貯

一

代

感

覚

の

あ

ふ

れ

る

三

和

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

御

佐

用

く

だ

さ

い

。

ｾｾ［＠

自 由P..，'=I-

三 和 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 庖 l己崎市久々担11・コエ 2 3  '，le， ｩｾ＠ }< (401)  5  3  4  1  

l L l 受支1& tL  '* . 1 ; 午叫町 'チ 似 5 2  2 屯 ( 3 )7<38( 5  ) ' 5'9 '  6873 大 阻 宜 鹿 川 崎 ，" 久 々 加 。 十 コ 」 民 2 3  '，t: I ¥h (401)  5  3  4  1  

旭 川 曾 来 所' ，( J : 5  0  9  7  ) ，各広凶礎研屯 3856 ・3857 大阪商省易保所 屯 (711 ) 8  2" 7  大阻北曾集前 屯 (35' )  2  3  0  0  

東 北 3皮 膚 仙 台 .11 1 凶 ， ， 2  Ｇ ，ｾ＠ ( 3 )  3四6. 9618  

以 国 営 集 所' ，t : 2  7  8  3  踊. l I l 1 獲新世 ( 3 )  ' 4 4 3  縛 戸 宮 長 所 世 (22)  0  ， 8  9  京 総 世 議 所 世 (22)  0  9  0  0  

盛 岡 宮 集 wi '，" ( 2 )  7  4  0  7  平 官幾所 ，ｾ 3  3  0  3  金 沢 宮 集 所 屯 ( 3 )  3  ， 3  0  Il '民 営 . ，阿世 2  0  5  3  

m山 曾 張 所 世 2  7  6  6  

東 京 宜 広 崎L Jt;  r.Ji 11t 国 1<: I斤 1・1/: ' 町 3 8  'l: ft l， (933)  7  ， 5  6  高 松 宮 張 所，; : ( 3 )  4  2  9  0  高 知 営 業 所' ，; : ( 2 ) '  5  7  6  

訴 宿 曾 S民所 '，[ (341) m 8 描 78 j ・ 飽 曾 拠 所 唯 (25' )6278位91)3841 - 4  徳 島 宮 集 所 屯 ( 2 ) 0 6 5 9  広 忠 宮 来 所 屯 (，I )  3  7  5  6  

品 川 宮 銭 前 屯 ( . ・1) 1・3 0  0  機 浜 曾 孫 wi ・正 ( 2 )  7  2  7  8  

高 崎 密 集 前 世 2  ， 6  6  'l' 1S富宮呉研・; ; : 7  7  2  2  九州支五ｾ 1/. 1 凶 11. ｾ＠ j !1 必 5 r  11 9  2  屯 (75)5' 8' (75)690'  

甲 府 営 泉 所 i{t 2442. 6292 水 戸 宮 集 所 世 8  6  3  5  小 倉 宮 集 所 曜 ( 5 )  3  2  0  1  院 本 富 美 所 屯 ( 2 )  0  8  9  3  

名古慶支底 .t，8 Jtl;司j I J ' HI，{ 仏) " ・12 ' 日刊 / ¥/ 剣ピル 屯 ' 5' )2白 6 (55)9786 ，｟ ｟ＧＢ｟｟ ｾ＠ .. '  
線 開 曾 舞 踊 宜 ( 3  )211<6  ( 2  )693'  I良 野 宮 舞 踊 屯 ( 2 )  5 2 9 2  佐世保宮集析 も 5  5  1  3  成虫・1f 1長所 屯 ( 2 )  6  7  6  2  

松 本 出 5昼 前 官 2497 .  4744 曲目前幽銀jjj '01: 2  4  4  3  宮崎宮 張 所ｾ 2  3  1  "  

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

動 式 ー手 動 式 ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ヤ ， " ー 全 般



経室、議勾配尾根氏

軽快た道代建築枚

8i Jitヌー"0_;' ｉｾ ソイド

日jJi ｝Ｇｾｉｩ テン Ｒ レ Ｗ ィ ＩＧＱ
伸 縮 白 地 材 工 キ ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ支 シールセ〆ント

日 漉 化 学 工 業 株 式 会 桔

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  ( 271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6ー 101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区娼上通り 3 - 3 9

T  E  L  ( 391)  ＰＹ ＲＭＱ， ＭＵ ・ ｾＰ Ｇ Ｑ Ｕ ・ ｾＰＷ Ｙ



' OQ 新 春 発 売

新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タナ付洗面器

陶 器、金 具 セ ッ ト

l 級 ￥ 14，200

並 級 ￥ 12 ，700 

L  1306 

L  1223 

ヴ ィ ナ ス

前 丸 洗 面 詰

陶 器 、金 具 セット

ジュピター

タブ: 、ソデ付洗面器

陶 器 、 金 具 セ γ ト

l 級 ￥ 15 ，400

並 級 ￥ 13，900 

l 級 ￥ 15，000

並 級 ￥ 13 ，560 

一ノ

| 乗洋陶器株式会社E

本 社 / 小 倉 工 場 / 小倉、茅ケ崎、 滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高麗橋 Tel (231)4518 - 9  

1  4  2  4  

@  

川ロョぬ事事ｾ Ａ
川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会社

本社 ーヱ渇東 京締高飾区本田四 γ 木町 5 4  電話東京(697)6141 (代表)

蒲生工場 i古玉県越谷市大字蒲生 2 7  4  0  ; 昔話草加(04871)2033蒲生112

東京営業所 東京都千代田区神田鍛冶町 2ー 16 m話東京 (291)∞03- 十回38

大阪営業所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 33 m話大阪(271) 4 3 5 8 - 9

輸 出 ｾ 東京都千代田区神田鍛冶町 ＲＭ ＱＶ 電話 東 京 Ｈ ＲＹＱ ＩＳＵＸ Ｘ Ｍ Ｙ
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任選員f支度年和昭
昭 和 37 年 度 役 員 選 任

副会長 2昭和37年 3 月20日開催の定時評議員会において，会長 11に

名，理事 13名の改選を行い，次のとおりそれぞれ選任されましたので，
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ととに会告申し上げます。
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なお，評議員の互選によ り評議員会議長および副議長が次の とおり選

君

1At 君

事rr

辰

谷

hs 

布11

よ住

評議員会議長

岡 市IJ議長

任されました。

IIH平1i 37{1'. 4 ) J  1  H  

Il 木 建 築 協 会主1:卜JI 法人

本 会 物 故 会 員 に つ い て お 知 ら せ 方 お 願 い

として，来る 6 月 2 日lζ 物故会員の慰主祭を行創立45年記念行事の

なう予定であります。物故会員について本会に通知洩れの方も多数ある

のではなし、かと存ぜ られますので， 会員各位におかれて，会員で物故さ

れた方を ど1予知の方は，至急下記について本会までご通知下さいますよ

うζ 協力方お願い巾し上げます。

記

物故会員氏f ，および死亡作) J  11  

以上

ど遺族の住所氏名

本会事務局慰主祭係通知 l先



昭 和 3  7  年

会 告 2

度 収 支 予算

昭和37年 3 月初 日開催の定時評議員会において， 昭和37年度収支予算が次のとおり 承認議決されましたので. 乙乙 lζ

会告申し上げます。

一 般 勘 定

収 入 ノ 部

科 目 金 額 型l 額

正 会 員 5，580，∞o  

回1 体 会 貝 4，950，∞o  

会 問 収 入 l l，ω1.∞o  

地 刀 会 貝 225，000 

可{
1合、h  

.t t  336，∞o  

紙 総 収 入 12，740，。ω

，; /11担i消習会収入 360，∞o  

集 会 収 入 690，∞o  

事 業 収 入 16，660，∞o  

約款売上 収入 600，000 

/1¥ 版 収 入 2，220，000 

剖i 関，000

i蛤 rjl 腕

360，000 

制自 収 379，000 

そ の 他 雑 19，000 

ノi 、L  

計 I28，130，000 I  28，130，000 

会 館特 別 勘 定

E干 目 目 金 結l

支出ノ部

貸 笈 H  ｾ＠ 室 軍司 1，320，∞o  

繰 入 金 第二一般会計繰入金 1，200，000 

組B 収 入 雑 収 入 80，000 

剖

収入ノ 部

支 訂、 事I 1.¥ m入 金 利 子 625，000 

智主 7'1 位 主t n  1ω ，000 

瓦 J町 代 144，000 

水 氾 f1 10，800 

iti 世b 料 312，900 

火 災 保 険 料 16，000 

ｾ 、 ｾ＠ 178，000 

修 理 ｾ ｾ＠ 70，∞o  

給 手ヰ 162，000 

雑 E空 l20，000 

償 ｾ ｾ ｊ＠ 金 ru 物 償 却 金 部6，000

什 : >. l I 償却金 96，000 

法 引 剰 余 金 171. 300 

支 出 ノ 部

科 rfu ｾ＠ 額

会 ｾｩｬＡ＠ E生 1∞，0∞ 

部 会 E、i 30，∞o  

安員 会 ｾ ｾ 2∞，000  

維 ;主 ｴｾ＠ 13，500，000 

lJ l  '11 型I ]7，980，α10 ;澗冊i 滞留余波 450，000 

MJ  会 ‘自 1，000，000 

11¥ 1i'Z Ｇｊ ｾ＠ 1，600，000 

;羽 宅E 日‘  300，000 

雑 800，000 

| 支 部 交 付 金 |

330，000 

支 部 500，000 

支 部 補 助 金 170，000 

電 結- H  240，000 

通 {高 '1!1. 30，000 

族 型t 交 通 主主 120，000 

司I 務 'fi  1，712，∞o  m 金 E吐 950，000 

印 刷 物 質 144，000 

文 房具' 1 ! 1 . 72，000 

雑 ヨ旦 156，000 

給 事ヰ 3，942，∞o  

給 与 5，430，∞o  超 勤 手 当 200，000 

:w: 与 1，288，000 

健 康 保 険 料 144，000 

厚生年金保険料 72，∞o  

11 'T. 
Ｇｊｾ＠ 381，000 失 業 保 険 料 36，000 

労 災 保 険 料 9，000 

聡 只 福 利 政 120，000 

賦 :lll! 課 25，000 

会 館 開 入金 I 1. 200，000 I 会 館 山 入 金 I 1川

300，000 I 四 手当積立金 | 300，000 

償 却
お 000 I 刊 償 却 金 |

38，000 

予 <<Ii 術 路4，∞o

合 計 1 28， 削

、‘



会 告 3

細 則 一 部 改 定

創立45年記念事業資金

のお払込お願い

細 則 部 改 定 の 件

A

苦

.tI::. 

E ヨ

昭和37年 3 月20 11開催の定時評議員会K おいて，次のとおり本会細則

の一部改定の1 ' 1ニが決議されましたので ζ 乙lζ 会告申し上げます。

記

FI* 建築協会制U)'l Uの一部を次のとおりに改定する。

［［ｲ ｾ ＱＰ 条 11寸の会費は次のj辺りとし， ζ れを年 31nl以内に分納する

ζ とカf できる。

1. 正会凸 定款郊 95長第 1 号による者 (111.1人会員)

年額金 1，800円

但し遠隔の地で且つ支部のない地方の正会員は

年額金 1. 500円

定款 ｾ Ｙ 条第 Ｒ 号による者Ｈ団体会員Ｉ

年' 額金 3 ，000円

2 准会口 年額金 960円

第 11条 副 会 長，常務理事，理事及び監事の定数は通の通りとす

る。

副会長 3名

( 以下省略)

以 七は昭和37&:f三 4 月 1 円から実施する。

( 参照現行規定)

第 10条 1 口の会世は次の辺りとし，乙れを年 3 回以内に分納する

ζ とができる。

1. 正 会 日 定 款 第 9 条第 1 号による折( 個人会日)

年'&1i 金 1，200llJ

i I l . し述附のj也で且つ支部のないl也ブJ の正会員はuij ，i己の

10分の 8 とする。

定 j次第 9 条第 2 号による者( 日11 * 会員)

年初金 3 ，000円

2. 准会員 年額金 720pj

第 11条 副会長，常務理事，理事及び監事の定数は，次の通りとす

る。

副会長 2名

( 以下約略)

昭和37年 4 月 1 日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 尾 崎 久 助

創立45年記念事業資金のお払込についてお願い

創 立45年記念すI 業資金のど後援については，別記報告のとおり各)j j uj

より多大のど隊出をいただいて誠に感謝にたえません。記念事業はまだ

今後いろいろと執り行・なわれますので寄金お申込の取扱いを続けており

ます。まだお払込のない向は，会誌 3 月号 lζ 挟込の振替用紙をど利用の

上， なるべく早自にお lド込み下さるようお願い，Ij し上げます。



4  
主主

Eコ

A  

=  

(No. 2)  

創j [ 45年記念事業資金下認のとおり受領いたしました。ご後援のほどl享くお礼申し上げます。
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J ι 金資業事念コ」
-
吉

岡年45 立創

イ

清和建築設計

事務所殿

千 賀 正 人 殿

田 口 信 夫殿

田島応用化工KK

出張所殿

田中工業KK

出張所殿

田 中 屋 本 庖 殿

第 一 企 業 KK 殿

耐酸化学工業KK殿

大 仏 組 殿

太陽電設工業KK殿

大 和 工 業 KK 殿

高 原 道 夫 殿

竹 内 さ く 殿

竹中工務! 古

神戸山 ｾｾｦｩ ｊｲ殿

武 村 敏殿

玉 政 P.<< kili 殿

淡 陶 KK 支 J，s殿

千葉大ｉＴ ｲｾ 殿

中央福気工業KK搬

問中 プラスチック

工業KKs投

戸旧制 ｬｊ ぶＡ斗支 ｊ ， ｉ ｾ 殿

東 illi 工 業 KK LI!l):

東 海 支 邸 機

東京ボー リング

ｋｋ ｾ 営業所般

東光電気工業KK

支社殿

東 装 K K 殿

東洋シャツター

KK搬

東洋スレート KK殿

東 洋 洋 瓦 KK 殿

宮家' / f f ，泰殿

富 岡 工殿

内 外 工 業 KK 殿

中 11'， 商 会 敗

中 村 く並 立 jf句l苫殿

中村多ー出弥前iJ;sl般

j乏 野 I街 l占殿

長浜合板工業KK殿

浪 速 合 板 KK 殿

南 海 興 業 KK 殿

仁 張 市 朗殿

日亜金属興業KK殿

日昌1消子工業KK殿
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y  

記

関 西 電 力 KK 殿

関西電力KK

北支r.J:i殿

関東電気工I IJ KK

支社殿

菊水ベニヤ KK 殿

木 下 詮 三 商応殿

極東スレート KK殿

工 藤 電 気 KK 殿

久 保 商 庖 殿

久保田建材

工業KK支伐殿

久保田鉄工 KK 殿

熊 平 金 庫 応 殿

栗 原 工 業 KK 殿

桑 田 附 子 KK 殿

建 材 社 支 応 殿

小出荷 修殿

小山孝I 4 I i 殿

工 英 社 殿

江策電気工業KK殿

五興工芸有限会全l 殿

小 林 武 雄 i樹脂殿

ｾ久工業 ｋｋ 支出殿

斎 藤 工 業 所 殿

才 治 学殿

佐 野 俊 コ倣

佐 々 木 米 太 郎 殿

阪 根 鉄 之 助殿

坂 野 彦 市 殿

早 良 俊 夫 殿

三機工業KK支! 苫殿

三 晃 商 会 殿

三友工業KK支庖殿

三 和 商 工 KK 殿

三和電気土木

工事KK殿

四 力 的 郎 殿

μil lf ｈＺ 初 Ｎ ｾ ｆ KK H般

消 JK 栄 二l般

清 水 興 業 KK 殿

内 : 石 登 喜 男 殿

新興建材工業所搬

新 晃 工 業 KK 殿

須 賀 工 業 KK 殿

住 友 林 業 KK 殿

清 光 社 殿
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下王

相 原 弁 ー殿

秋元調理機KK

支庖殿

浅野スレート KK

支庖殿

浅 海 電 気 KK 殿

浅 田 源 三 郎 殿

朝 日 工 業 社 殿

ijycJ Iミ|石綿工業KK

営業所殿

朝日漉青KK支応殿

味の索 KK 支庖殿

アスニュー

工業KK殿

;)1 田 商 事 KK 殿

池 悶 商 事 KK 殿

池 田 総 一 郎 殿

池 田 達 tj( 殿

石井建材有限KK殿

石 倉 I樹 脂 殿

石 間 信 失 敗

:} I 手. i E I4Ii殿

;) 1' 上 rf. 夫 商 l苫殿

川 俊 郎 殿

稲 戸l 沌 彦 殿

狩城郁子KK支 J，Fi 殿

ｾｉ 判長セメント ｋｋ

予ｾＮ ; 住所l般

岩 崎 甚 太 郎 殿

宇 野 清 治 殿

宇部スレート

工業KK営業所殿

栴 本 石 itli KK 殿

永大ベニ ヤ KK 殿

エービー シー商会

出張所殿

大 倉 三 郎 殿

大 阪 瓦 斯 KK 殿

大 阪 硝 子 庖 殿

大 阪 鋼 材 KK 殿

大 阪 装 飾 KK 殿

大阪ワニス KK 般

大仏応用化学

工業KK殿

大鳥) 討工業所殿

大 鳥 居 満 也殿

尾 崎 久 助殿

岡 野 武 司 殿

大林組

神戸出張所殿

亀 井 KK 殿

紙 谷 清 太 郎 殿
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本 川 駒 三 郎 殿

安田レーノレ KK 殿

八千代屯設工業KK殿

八幡エコンスチ ーノレ

KK営業所殿

矢橋大理石商庖

出張所殿

ヤマト電気商会殿

山 川 工 業 所 殿

山武ハ ネウエノレ

計官* KK支庖殿

山 中 製 作 所 殿

山 本 m材 社 殿

山本窯業化工KK殿

ゆたか木材工業KK殿

ユ ニ オ ン 殿

吉野石' j " j " K K支庖殿

淀 川 製 鋼 所 殿

利 己 工 業 KK 殿

菱鹿スレート KK殿

和 歌 山 支 部 殿
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富士ポリエスチ Jレ

工業KK殿

藤 井 正 14t 殿

二茶屋装備工業KK殿

福 永 iJX殿

平 安 m材商! 古殿

平 和 建 設 KK 殿

ペンギン艶，'I_>， KK殿

紅 中 商 会 殿

紅 j昼 前 会 殿

星 屋 電 気 商 会 殿

松 下 電 工 KK 殿

必 至 電 機 商 庖 殿

松 田 工 業 KK 殿

松 本 金 物 KK 殿

マノレエス工業KK殿

万年スレート KK殿

水 野 組 殿

山 ft ，iJ ! ) 包二殿

'1dJ' J協 和 正 殿

ミ ラ ノ 工 務l占殿

室 谷 繭 j苫殿
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日本 エ レベ ー タ

工業KK殿

日本スタツコ KK殿

日本耐火ボー ドKK殿

日本電気装備は 殿

日本ノイ J レカー

工業KK殿

LI 本ビニタイノレ

工業KK殿

1-1 * ブロック

建設KK殿

1J 4: 油I1旨KK支社殿

山原術生工業所殿

野沢石綿セメント

KK殿
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八 回 実l般

林 太 一 殿

阪急電気工' j i : KK殿
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工業KK殿

IJ tri 4 : 社殿

半 川 鉄工所員主

主1<' 山 工 業 KK 殿
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5，315 ，500.  計累

月
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=  

昭 和 3 7 年

ぷ』

:z:sえ

舟M ‘

寸ー見場工
場

会

エ
川

学

古加

見

業工重崎

川 崎 重 工 業 株 式 会 社 加 古 川 工 場 見 学 会

4月28日( 土) 1211寺30分/- "，発時日

大阪駅西 口パス駐車場京| 波観光パス ・本会旗回収! 集合集 合 所

往復ハガキに|浪ります。定員501': ，を超えた場合は t111せ込申

んで参加者を決定いたします。

川 崎 重 工 業K.K. 加 古 川 工 場

11封和37年 2 凡lζ 川崎重工業株式会社鉄椛 ・i工業部の主ノJ 工場として新設

330，000m2  ( 10万坪) の敷地に新しいされた欽精製品専門工場である。

ｾＩ主 ＱＳＺ ・理方式』 ζ 基いたＳￆ恕的な工場レイアウ ト を行 な っている。

昭和34年に独特の技術で開発に成功した釧わ構造は，。陸自，強制， D巨

仰など有利性と近代感覚の夫側から ｊｉＧ ＮＧｬｾ［Ｈ こ好評を惜し ｉｊ 目先後 Ｒ ＢＭｲ で

30 ，000 t の受注を得ているが，乙ん ごは乙の新鋭工場からよ り俊秀な製

11古が生産される乙とになる。



6  告

A  

Z 玄

- 5 月 会 告 一

創 立 45 年 記 念

倉 敷 と 鞠 の タ イ 網 を

見 る 会

創立45年 記 念 事 業/ 特 別 見学 会 ( 1泊 の旅 )

4

2

 

5月19日( 土) 20日 ( [ 1)  

30名

Ｔ ， ＵＰＰ 円Ｈ往復旅 ｾｊｪ ， 17i i IWi ，昼食事 ，その他)

往復はがきに|絞ります。 4 ) J  30 日到着分で締切りま

す。申込が定nを超へた湯合は委員会で抽せんの上参

加者を決定いたします。参加者には別使で行程につい

ての詳細をお知らせいたしますp

る見を車問イタの柄と敷

時

員

費

込

倉

日

定

会

申

••• 
1

1

1

1

 

5月19日 ( 土) 大阪駅発8. 15 ( 急行 ・ぶんど) →倉

敷駅者 11. 24ー Ct ' i 切ノ、ス) →旅館くらしき( 昼食)

→民芸館→陶23館→大阪美術館 ・同分館→倉敷市庁舎

一 ( 貸 切パス) →柄の有li ・対山館宿泊

5月20 日 ( IJ ) 対山飴9. 00→タイ網および納の打li 遊

覧( 貸切船) →福山駅発 14 . 03 ( 急行 ・さつま) →大

阪駅若 17. 58 ( 解散)

程f寸

創 立 45 年 記 念

懇親 ソフトボール大会

創 立 45 年 記 念 事 業

懇 親 ソ フ ト
4

2

 

本会の役員，評議員，委口，グループ ill 話人の中より選抜して「官公

庁 ・公社述合J I建築事務所 ・会社営絡述合J I建設述合J i学校 ・設

ｾＱｉｩ ・ ｭ 材述 合」の Ｔ チーム ＱＰ 人 ＱＱ［ＱＩ で ， トーナメントにより優勝チームを

決定する。

日 時 5月2LI ( 水) 12 . 00→ 17 . 00 雨天は 4 11 

会 場 於大阪郵政局グランド「大阪市北区道本町)

. 縦覧および応媛に多数ど参加下さい。

大ルボ

11111111111111111111111111 111 111 111 11111 111111 111111 1111111 11111 111 111 11 11111111 111 1111111 1111 11111 11 11111111111111111 111 1111 11 11111111111111111111111111 11 1・111111111 1111111 11111111111 11111 1111111111111111111111111111111111111 1111 111111111111111・

本会 大阪府主主築士会

日本建築学会近滋支部

日本建築家協会関西支

部

大阪建設業協会

川崎製鉄株式会社

H 形 鋼 講 演 会

催

援

主

後

4

2

 

;買講るす関鋼ｦｦｾ＠H  

賛協

下記のとお りH 形鋼に 1)自する講演会をIJfl 他致します。多数会員の ど来

聴をど期待申します。

長II 三氏

潔氏

康夫氏

記

日 時 l昭和37{手4月17日( 火) 1  1時一- 5 11寺

会 場 大阪ガスビソレ諮掌( 大阪市東区平野町四似1) 御堂筋)

講師および演題

鋼構造の諸問題 大阪大学教俊

H 形鋼主主築 神戸大学教授

H 形鋼建築の実際設計 大阪 ｾｾＧｆ 務所

当 IJ 会場で資料をお放し致します。

鷲尾

ｦＧ Ｑｾ＠

高橋

工時

工i寺

社長

••

• 

1

1

1

 



会 告 7

青 年 建 築 家 候 補 者 の

すい せ ん に つ い て

本会誌 f 建築と社会J 7 月号は，

「青年建築家特集号」として企画し

ておりますが，青年建築家候補者を

ごすいせら下さる場合は， 1i 喝の

「青年建築家のみなさまへ」をど多

照の上，下記の要領でどすいせん下

さい。

① すいせん用紙lζ 記入の上，編

集委員会青年建築家特集号係までお

送り下さい。ただし，すいせん用紙

は，同係IC備えてありますから ，切

手貼付の返信封筒を同封の上， ど請

求下さい。

② すいせんは 1人 l 名にかぎりま

す。

① すいせんj羽目は来る 4 月30 1-1

までとします。

昭和37年 4 月

日本建築協会編集委員会

青 年 建 築 家 の み な さ ま ヘ

一一 「建築 と社会J 1962年 7月号

「青年建築家特集号」企画一一

将来の建築をになってたとうというはきに読んだ ｬｾ ｊｩｦＮ建築家 ， ｐ［望惨 な

3JEを描きだそうとしている青年建築家，デザインに構造に，創誌と工夫

をもっ青年建築家，劣悪な諸条件にもかかわらず，そ乙 l乙筋の一本通っ

たJ構想をもっ青年建築家 ... .. そういった新人の1 ] '，現乙そ，今日の建築

界にあたらしい ｾＡｉｊ 激を与えるものとして ， 大いに期待されるものであり

ます。

乙うした創意にみち，将来性のある青年建築家のために， 1建築と社

会J 7 月号を恒例のとおり「青年建築家特集号」として編集することに

なりました。木年は，その第 9 年自に当ります。ねがわくは，下" 己の規

定をど参照の上， ふるって応募されんととを，そして，D ¥築界に新風を

おくり乙まれん乙とを。

応 募 規 定

1  .  応募される人は， 35才ぐらいまでの青年建築家で，木会会員にかぎ

ります。

2.  なるべくすいせん者を通して応募されん乙とを希望しますが，その

すいぜん者の見当らない人は，直接当編集委員会にお申 ;t，下されば，

その任務を代行いたします。

3. 浸 出 資 料

(  i ) 本人の写真 ・氏名 ・生れ年 ・最終学歴 ・業廃 ・作品目栴歴( 簡単 IC)

( ii ) 実施作品の場合

共同設計による作品でも可。

0 ・ 鮮明なる写真

b. プラン( 黒インキング)

C.  概要( 所在地 ・設計・施工者名 ・規模 ・坪数 ・工期 ・主要仕上〉

d  設計者としての乙とば( 400 字ていど)

( ii i) 設計計画の場合

( 意匠計画 ・構造計画i ・施工計画 ・都市計画等〉

o  その案を表示する資料

b  その築の概説 ( 1000字ていど)

( fv) 建築評論の場合

建築に関連した評論でも可。

枚数 400 字詰原稿用紙20枚以内

4. 提 出 期 間 昭和37年 5月25日までに必者ねがいます。

5. 選 衡 の 上 掲 載

編集委員会で選衡の上， 20名以内を選び，掲載を決定いたします。

したがって，掲11車線およびディスプレイは本委日会に一任ねがいま

す。

6.  関税の分は，掲載誌および規定の稿料を呈上します。

7  促 tll l 先 大阪市東区北浜 3 ー37

11木建築協会編集委員会

青年建築家特集号係

昭和37年 4月

社団法人 日本建築協会編集委員会



ベ ネ シ ャ ン

ブ ラ イ ン ド

の

スタ

Uni  Co n  

手 、 ラ ッ ク ス

日米] . . ヲイ〉ド工業株式会自

本 社 東京都中央区日本橋江戸橋 3 ー 7 T  E  L  (272)  201l (代)

豊洲エ湯 東京都江東区深川位洲4- 2  T  E  L  (641) 5276 ・5722 ・8939

J  広 島工場 広島県安休部紙| 相町大字南下安 T E L  紙悶 2  1  6  

ア ル ミ ニ ウ ム 製 ス ラ

ッ ト に 気 品 の あ る 木

目 塗 装 な ど 豪 華 な

部 屋 に は ぜ ひ 欲 し い

ユ ニ コ ン デ ラ ッ ク

ス は ベ ネ シ ャ ン

ブ ラ イ ン ド の ス タ ー

で す

最 寄 り の 営 業 所 ・ 出

張 所 ・ 代 理 庖 で お 問

合 せ を 受 け て 居 り ま す

大 阪 営 業 所

阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 - 1449 

T  E  L  ( 641 ) 0495 ( 631) 3905 



l 誠 実 と 民 突 を モ -

; 的余 D佳 品n業の発民にi h 1

tj ーした 山 本 鉄 工 株 式 会 社

創 立 UR羽122年

資 本 金 2 位円( 全額十ム込済)

営業 品目

欽 f J / 鉄 筋/ 柿 梁/ 欽 地/ 各 種 鉄 椛 物

製作及ひ、エ マ ｝［Ｚｾ，Ｇ ￭Ｎｴｴ Ｏ 並 ｬζ 一般鋼材販ジム

国新名古屋 ビルデイング第二期工事

- 富士製鉄株式会社広畑製鉄所広巾厚板工場

- 倉敷レ ーヨン 株式会社岡山工場

. 最 近 の 工 事 経 歴/ 抄録( 昭和36年)

毎日テレビ千里丘総合社屋/ 朝日石綿水品工明/ 住

友屯工第二線材工場Ｏ関西鉄工佃 工 場Ｏ三 ｾｉＺ 銀行天

下茶屋支問Ｏ束 ｩＧＨ レ イ ヨン岡崎工場重合工場創三 ｊｾ ｊ

増築/ 必下屯然産業三国工場/ 鐙淵機械工業機械工

場/ 布11戸鋳鉄天満工場第一鋳造工場/ 佐々木プレス

工業/ 旭中古工塗装工場/ 東荷アルミ八J?: 工場/ 大阪

瓦斯尼的供給所第二圧送室/ 久保惣織布内田工場/

神戸鋳鉄天満工場第一鍛造工場/ 川崎製鉄千葉工場

第二製鋼工場/ 大幸銘銀高槻工場/ 村1南産業シャー

リング工場/ 神戸製鋼所灘浜工場第三分塊工場小型

工場/ 架問機械大東工場/ 東海製鉄冷延工場第二JUJ

ｾｅ 鉛鉱金工場Ｏ大阪製鋼西島工場小型工場

. 敷 地 及 び 建 家 一 一

@設

本 社 並 lζ 境 川 工 場 敷 地103ア ーノレ ( 3，100Tji.)

同 辿 家 総 | 同 点 37 1 /  (1，200 1 /  )  

八 尼 工 j品敷地

同 R t 家総而11'(

530 1 /  (16， 000 1 /  )  

415 1 /  (12， 550 1 /  )  

悶欽ｼ共 ｉ ｉ Ａ｟ￇｪ ｴｴｾ 目立粘 ｉｊ 1  j_6似 430 m 

備

境 川 工 場

契 約 1E 力 700K V A  

電 気 ホ イ ス ト 5T  l A  iコ

天 上 走 行 J包冒険
7. 5 1 /  1  Ｉ，ｾ＠

同
10 ノ/ 2  1/  

門 型 起 重 機
10 〆f 2  1/  

白 動 '1' 朴
20 1 /  

1  1/  

八 尾 工場

契 約 屯 力 トラ ンス 930K V A  

天 上 走 行 起 霊 機 5  T  x  15. 84m 2  U  

同
10 1 /  x  15.  84m 1  1 /  

同
5  1 /  X  20. 8  m 3γ 

同
10 1 /  X  20.  8  m 5  1 /  

同
20 1 /  X  20. 8  m 3  1/  

半 門 型 起 重 機
5  1 /  x  15. 84m 2  1/  

ガ イ デ レ ッ キ 10T  120ft .  30}P 1  1/  

ウイン チ付

自 1VJ  11 (  ff 30  1 /  



1誠 実 と 堅 実 を モ y トーに 30余 年 建 設 産 業 の 発 展 に 寄 与 し た 山 本 鉄 工 株 式 会 社 I

- 八尾工場全景

- 組立加工場

- 専用線鉄骨積込作業

. ユニ オンメルド ，容接作業

⑥ 

山 本 鉄 工 株 式 会 社

代表取締役 山 本 保

本 社 大 阪 市 西 区 北 境 川 町 1 - 5 4  

境 川 工 場

八 尾 工 場

山本鉄工会館

東 京 連 絡 所

( 大 阪 市 屯 境 川 交叉点東南/ ¥' 1 1 )

屯 話 大 阪 ( 541) 代表 6 2 2 1  

大 阪 市 西 区 北 境 川 町 1 - 5 4

八 尾 市 布11 武I l IJ 1  6  

( 八尾駅行 市ノミス 西側l武柿下車)

電話八屋(029)2局6612- 4・7001- 2

大 阪 市 港 区 南 境 川 町 2 - 7  

電 話 大 阪 ( 571) 0 9  6  3 ・0 9 6 4

東 京 都 新 宿 区 四 谷 4 - 1  8  

2五 話 東 京 (351) 5  6  7  6  
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C V2000 オミン rハ ー ド ボ ー ド 用

C H2  ポ ン ド用工木

そ の 他

1 7 0 種

G s  

G l OO  

冠王ンド

ポ ン ド

用

ビ ニ タ イ ル 回

→ナ ラ ン ' "

木 材 構 造 用

キ反粧ィーヒK  

C Z  

埼玉ンド

オミユ〆ド

テ ッ ク ス 閉

ボ ー ド 同

七 メ ン トモ ル タ ル

補 強 用

iZク 布 ト 用
K R  

22 小 西 儀 助 商 店 ボ ン ド 工 場

大 阪 市 東 区 道 f毎回1 2 丁 目 6 番 地 電 話 ( 231) 2047 .  2057 ( 代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 総 本 町 3 丁 目 1 番 地 電 話 (241 ) 5 5 2 4- 5 ，(直通)

分 室 ・東 京 都 中 央 区 日 本 仰 木 町 1 丁 目 7 番地 1'11話 (241) 2 1  9 1- 4  .  2  Ｕ Ｇ Ｔｾ ，＠

名 古 屋 市 西 区 西 郷 判 町 8 丁 目 3 番 地 屯話 ( 5 3 ) 8 1 3 1 - 4  

礼申見市北四 条束 ｝ 丁旬ｾ｛ｩＺ話 Ｈ Ｔ Ｉ 0 9 7 6  

工 場 大 阪 ・ m 京

オミユ/ ド
E  

製 造 元

営

業

所

オミユ〆ド

カ タ ロ グ 進 皇

陵MI C[珂する御相談及び製品 IC関

する御問い合せはポンドK ・S 係

迄御一報下さい。

I  (i) t是枝

、 ｰζ ｾ ｦｽ ｾ Ｚ Ｑｊ 々ル
''Ae 

干 章 式 会 社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 柄 通 5 ノ 3 5  

電話 (441) 5  4  0  8 ・5 4  8  6  

商 庖 ，

砂 町 5

1!l I，古 (341) 0207- 8 ・4836- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 羽 田 江 大 通 1 町 1 9  電 話 (541)・ 6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 孝 商 庖

大阪市南区長堀情筋2 ノ20 Gl 1<<i 明。1! l 停前)

地話 (211) 0  5  7  1  - 4  

京都営業所，京都市中京区河原町山川下ル 電 話 ⑧ 3 2 9 9

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 婿 筋 2 ノ 3 6  

電話伍31)0137 (641)3286・7335

建 材 有 限 会 社

市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電 話 ⑤ 2 6 9 7 ・ 2 1  4  0  

タ テ パ ヤ シ 商 広

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル ＱＡｬ Ｑｾ ⑧ Ｔ＠ 4  6  8  

岡 田 建 材 株 式 会 社

名 古 屋 市 西 区 西 清 井 町 2 ノ 1 2  

電 話 ③ 1021 ・2057 ・7464
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. 6-

てZ玄

株 式 会 社 久 保

大 阪 市 北 区 浪

石 井

神 戸

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社 ・名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  需 給 @ 6 f' 7 6 - 9

厳阜出張所 ・岐 阜 市 竹 屋 町 2 7  電話( 3 ) 2261 ・236a

青 盛 建 材 株 式。 会 社

本 社・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8 電 話 ② 228 1- 4

岡 山・ 岡 山 市 東 自 町 3 電話 ② 7911 ・8169

福 岡・ 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  電話 ② 12"55' - 6

関西三星タイル会員
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• 7 T シシーラフグ発売元一丸紅飯田( 株)
東レカーベフト発売 元 → 抹]辻回文平商底( 大阪市住吉区南住吉町 4 の 59)

近 代 建築に

もっ とも

ふ さ わ し い

ヲヲヨート

ｾ＠
事

日 ・米 ・英 等 17 カ 国 の 特

許 に 結 ば れ る 多 彩塗 料

華 や か な 多 彩 模 様 か ら

落 着 い た 和 壁 模 様 ま で

西 洋 建 築 に も 日 本 建 築

にもピ ッタ リの 塗 料 で す

関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社

本 ｴ ｊＺ Ｑ Ｉ￯ ｦｪｪｐＯ￭ 大 ｉ［ｽｾ "i1j( 1". (J; ｾ ｾ＠ 111 r  s丁r / 2i 1ft! 也

・ カタロク色見本ごめ ｾｴｬ の Ｉｪｬ よ立 ＨＱ［ ，［ ｾ Ｚ Z (，fへ



.  

建 築 と 社 会

4  

事 時 造 特 集

1  9  6  2 年 ・ 第 4 3  . ・ 4 月 号 ・ 目 次

作 品 作 風

ヤンマ一本社ピル……ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮ……・ ｩｬｬｴｾｴ : 臼建設計工務株式会社… 1

絡エ・株式会社大 林 組

' ! 恐門市民会館. . . . . . . ・ H ・. . . …. . . . . . . :Jt3t : 京 大 増 同 研 究 室 … 6

施工: 鹿島建設稔式会社

兵庫県信用金庫会館… … . " ・ H ・. . ………設計・株式会社竹中ヱ務応・ 9  

錨ヱ: 株式会社竹中工務J i 1 i

近畿コカコーラボトリング K K本社工場… mt : K K回中小西建築事務所一12

施工・株式会社戸 If l  総

建 築 の 眼 … . . . . ・ H ・- ………・…・…・. . . ・ H ・....・ H ・- ……. . . . ・ H ・.....14

相当50音I1頂 ; 赤 崎 尚 信 ・ 南 ーた・宮川吉夫・J l I中 孔

本 女

1. 新らしい構法の可能性

H 形鋼を使用した構法…. . ，・ H ・.......・ H ・- …・・伴 潔・ ｉｉｾ 回 総… 15

新らしい鋼管構造. . . . ・ H ・- ……. . . . ・ H ・- ……. . . ・ H ・....・ H ・. . . 鷲尾 健三・・・20

妓 近 の P C建築構造. . . . ・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・...… H ・H ・- …鈴木 計夫・・ 25

2. ｾ＠ 般会. . . . ・ H ・-…....・ H ・- ……. . . . ・ H ・........・ H ・.....・ H ・.......・ H ・....33

「鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規E手J をめぐる諸問題

出 席 者 伴 潔・活林 実・末永保美・i 11回 総

宮 川 達 郎 ・ 佐 々 木 保 ・ 長 田 正 雄 ・ 村 田 千 之 助

北 村 俊 男 ・ 久 保 田 哲 雄 ・ 木 田 幸 夫 ・ 倉 石 努 犬

小 阪 義 夫

3. 鎗造ずいひつ= 外遊漫鍍・…. . . . . . ・ H ・-…・・ 6・….....・ H ・...・ H ・.. . . . . . .… .47

1. 私の見たソ連. . . ・ H ・.......・ H ・...・ H ・......・ H ・. . …- ・・・…・・・寺沢 一夫・・ 48

2. 外遊して各国の建築構造を見るの記. . . . ・ H ・. . . ……・・・金多 潔… 51

3. 欧米見開記… ・… … … … … … . . . . . . ・ H ・. . . . . ……・奥島正一… 54

4. 椛造援の神経・…・・………・……・……. . . . ・ H ・- …・・馬場 善雄… 58

近代建築調査委員会報告 28 

ゴンドル博士関係の図面・… … H ・H ・. . . . . . . . ……. . . . ・ H ・- …近藤 竣 59

会 報 ( 2 月分) ……. . . . ・ H ・-…....・ H ・・・ H ・H ・....・ H ・..….... . . . . . . . . . . . .・ H ・64

3 月号の目 dz欄のうち作品作風の fjli 海銀行* 防 l の路工高が「担式会社竹中 3・務広 J とむっ

ているのはミスプリントで I f t1<"づき社大1+組J c  'f 正いたし事すe
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住;宅美濃エ事の創始- 一

木 造 建 築 洗 浄 :・美素仕上ヱ事

ピ J k ディ :ジグの j先浄エ事 ムヘ

雲乏美:素 工 業

( 登 ，録 商 標7 1

一、 大 阪 i I i 京 区 瓦 町 ー二丁目( 三和巳，1 -

ピルディング清掃- 一般管理 ー

美素建物管理株式会社

大 ，阪 帯 東 区 積 場 ニ 了 層 ニ + ー九

.  億 一(231) ，-8  .1 ' 3  .6  
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編 集 人ー 松 井 、 1悶 ， 光
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ヤ ン マ 一 本 社 ピ ル 段 計 者 の こ と ば 日建設計工務綜式会社

丙 n ICI . < l らされる壁面が大きい E と，ζ のl日l じぽ而が騒音の大きい沼市の複々々線

ｦＺｓｾｊ 線路 ｉｃｲ 面している ｅ とが ， 乙のｩｪ｝物の ｭＮｮ 条件のうちで特殊なものの一つであっ

た。乙れに対処するためサッシをニml C し外市サッシの硝子を宵色吸熱剤千とした。

結果は騒音の遮断IC対しては府規lであったといえるが，西日 IC対してはいまだ夏を経

ていないのでその効果を実証的に云々する時期 ICは至っていない。比較的IC奥行の深

い事務室が大部分なので ，外壁は迎統した繊窓にする乙とが自然であった。乙の水平

IC述統した背い硝子窓とアルミサッシ IC対し ，壁面の色彩は赤味のない板淡クリーム

色か1 ' / 系統の色か考えられたが，けっきょく . c の明るい淡背磁色ともいうべき i'l 色

ICf ，; ちついた。一階の列柱の LI いit li<l析とも対比できるいくらか色彩的といえる主II 物

をと期待したのであった。壁商の材料をタイルにしたととは，その発色の効* とその

効果を長く保持できる乙とを盟んだからである。

〈岡締ffe)

思板アスフアルト防水磁l l I l タイル貼

1 階 住 型:/EI; 品石本踏仕上

窓 ステンレスサッシシャツタ付

外壁 テラカッタタイル貼

; @ T J レミサッシ西南而ニ可( ; @

ヤンマ一本社ヒル |  

鮫 計 日 建 段 針 ヱ 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

沼 気 設 備 工 藤 m気株式会社

空調 ・衛生設備 三 機 工 業 株 式 会 社



1 階 エ レ ベ ー ヲ ホ ー ル



上 : 特 別 食 堂

'1'
社 長 室

ト 書己 念 室

J . l l 祭位置 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 62番地

敷 地 而 杭 7，520. 765m" (2，275. 03 坪)

t . I ! 策面積 1. 679.  309m"  (  507. 991珂'.)

始 策 延 面 積 14，508.023m"  (4，お8.673坪)

地 2 階床面積 1. 442.  553m"  (  436. 372坪)

外 部 階 段 17. 820m"  (  5. 39 坪)

地 1階床面般 1. 454. 217m"  (  439. 900坪)

ドライエリヤ 226.803m"  (  68. 608坪)

1 階 床 面 積 1，245.290 m" (  376. 700坪)

ピ ロ テ イ 212. ω6m'  (  64.  338J;j'.) 

2 階 床 商 秘 1，636. 408m' (  495. 013坪)

3 "  "  1. 617. 128m
2  

(  489. 181坪)

4 伊 " 1，636. 408m'  (  495. 013坪)

5 砂 " 1. 636.  408m'  (  495. 013J;j'.) 

6 "  "  1. 636.  408m2 (  495.013呼)

7 "  "  1. 636.  408m"  (  495. 013J;j'.) 

尽 l 階床面積 222.583m'  (  67. 331即〕

2 " "  222. 583m'  (  67. 331珂)

3 " "  121. 629m'  (  36. 793坪)

工 期 活 工 昭 和35年 8 月初 日

竣 エ 昭 和36年 11月30日

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト泊

向 さ 軒 高 G L + 28.  150 m 

塔 屋 高 G L ム 39. 600 m

内 装

Ｇｽｾｲ＠ ; 住宅および諸: 間

J;¥ミ ゴムタイル

ill! モJ レタ J レゾラコート

テラカッ j l jI イJ レ

天 井 右 イL1司法アルミ

玄関ホール， エレベータホ ール

床 ゴムタイル， ソフトタイル

壁 外国盛大理石

天 JI' 右孔紙lベニヤ， タリヤラッカ ー， }J IJ 

織 布 貼

事務室( 各階〕

床 ソフ トタ イJ レ

壁 モルタルゾラコート ， オイノレペンキ

天 井 有 孔 ベ ニ ヤ オ イ ル ペ ン キ



!  ヤンマー川|

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

大阪続問の一郭，阪急梅rn駅の北側の日梨と

国鉄環状線と IC挟まれている乙の地は ，首は深

い入江であり ，J i J - 活場とし て栄えたと ζ ろで，

現在乙の付近の町名 1<: も大深，小深，船場など

があり ，その名残りをとどめております。つい

ては ， < : の一帯は俗 IL梅田層といわれる厄介な

t血病が地下29米前後1<: および，地下工 '11I C は各

施 r: 関係者とも随分と頭をいためると ι ろであ

ります。

地下工、IJ は矢板土留工法を探用 ，工 j町が非常

1<: 短かかったので昼夜ニ交代で随分と無理な; f f i

め) J をしましたが，懸念された土のヒーゲイン

グも事前節の適切と ，tJi可i ! i 車笑な胞工 ICよって

好結果を lfr ました。かえりみますに ，わたくし

ともｾ策施工技術者は ， 何回同じような ｦＱ 予 ｆ を

しても ，その郁皮，次々と難問題 1<: 遭遇し ，乙

れと取り級んで苫しみながら経験を附みかさね

るものですが ，今同もまた ， ｴｴｾ をけづる思い

を身 1<: しみて感じさせられました。

施工全般については ，進歩的な工法，特 1<: 機

械 化1<: 窓を用いましたが，時あたかも未曽有の

建設プーム IC際会し ，資材はさる ζ とながら ，

労務円の不足および質の低下 IC も相当艇決しま

した。今後の工'11においては ，とくに労務者対

策については余程般固たる対策を講じなければ

ならない ι とを痛感しました。

一つの泌物ができあがるには ，施工者はど思

解ある発注者と ，適切なる設計監理者 IL支えら

れてとそ充分なる力を発郊でき ，かっ ，i;4 い主主

物を造れるわけですが ，c の工事では ，加うる

に関係各伎のど援助と従業只のたゆまざる努力

とによって，あらゆる難関を克服して予忽以上

1<: 立派に竣工する乙とができまして，今回も過

ぎた苦しさを忘れ ，m設に従業するものの喜び

と感激 ICひたったものであります。

( エ帯主任 溝口政夫ne)

K K 大 林 組施 工 者 の こ と ば
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地 2 階

1. nli タン f 宝

2. ボ イ ラ 一 室

3. ｾ調機械室

4. 日家発i G 機

室

5.  i存 電 池 宝

6. rG 51 宝

7 ポ ン プ 室

8. 中央監視盤

室

9. 換気機械宅

10. 位 攻

計設

地 1 階

1. 食 堂

2. 厨 E号 室

3. 食 品 目 印

4 機 峨 宅

5 厨房市務宅

6. 倉 五11

7. 和 室

8. 休 長 宅

9. 予 伽 京

10. エレベータ

ホ ー ル

1 階

L 玄関ホール

2. ヤ ン マ 一

政険。l' 務官

3 ヤ ン マ ー

政機判長宅

4. 会 議 常

5.  i且f f I 円

6. i且I f j 円ホー

Jν 

2 階

1. τ11 務 室

.2.3 ‘  

/  販売部1

12. 3.  ¥ 

l  営 業 部 |

1  業 務 部 |

l  部品部 1

1  貿易部 i

、企画部'

2. 第 1応援宝

3. 買12応接室

4. 買l 3応、倭宝

! 監会続可Z

断 面 図

12.  TII 務 屯 E

( 総務部〕 三

13 湯 沸 室 三

14 機 械 室 2

15. 廊 下 三

16. エ レ ベ ー タ 三

ホ- ) レ E

17. エ レ ベ ー タ 歪

18. 男 子 使 所 三

19. 女子f j I ! 所 Z

20. 湯 沸 室 三

21. l!l �ｾ＠ ｾ＠

3 階

1. 社 長 ・剛- 11

長 室

2. 専 務 室

3. 応 接 室

4. 秘 主 ? 室

5. 特 別 食 堂

6. 配 ! 踊 室

7. ロ ビ ー

8. 応 援 室

9. 会 議 室

10. 使 所

11. テ レ タ イ プ

・タイプ室

• 

• • • 
一一
一 一

⑬ 

@  

'‘ ‘  

4  



.  

.  

.  
6. ロッカー宝

7. エレベータ

ホール

8. エ レベータ

9.  JJ f- {!l! i9i 

10. 女 f 使 m

11. 湯 沸 室

12. 占 > 11

4 階

1. 'JI 務 攻

(ll 酬 1・)
経 理 部

2. 金 w

3. 1.  s . M 'JI 

務主

4. ¥u f"，: m主

5. 1.  B . M機

械 室

|  ヤ ン マ ー 本 山

.  

@  

組林大株式会社施

• 

.  

.  

• 

.  

.  

5. l!l 7比、機市

ｊｾ 会議室

6  エレベータ

ホ- ) レ

7. エレ ベ - ! l

8. 見 F 便 所

9. 女 子 便 所

10. 湯 沸 室

11. ，ｾ日 ｅ

5 階

1. 'J< 務 不

(材料調1 )  明治郎 ・

ロータリ

ー内燃機

! 細部 ・人

'11鶴1

2  ロ! ノカ一室

3 首15応接室

4  第 6 応伎室

要慨

エ

備段

① 

.  

.  

.  

.  .  .  • .  .  

5. エレベ - ! l

6. 男 子 便 所

7. 女 子 便 所

8. 湯 沸 室

9. d  .11 

6 階

1. 'J' f : 括主

( 技術部〉

2. 図 w

3. ロッカ一室

4. エレベータ

ホール

l fi' 

.  

.  

• .  .  

① 

司.  .  

-= 

.  

@  

① 

9. t:  r  1l!!所

10. 湯 沸 3 r

11. ill W 

12.  HH占交投機

室

13. 中 継 台 五

14. 保 守 μ 宝

15. 苫t; ru 池 室

16. 送 Hi 池 主

17. 無 線 宝

7 階

1. 、JI 務 主

(施設部 ・)

厚 生 郎

2. ホール

3. ホール

4. ホール @  

5.  ，'1 JOII 

6. エレベータ

ホール

7  エレベ - ! l

8. 9J r 便 所

2  ).¥; 

E

L

E

 

--

u
・

A

-

A

1

2

1

 

地 気 股 備

交 変 m設 備

地下 2 階および桔屋 1階l C: ! tm所

設置 (33∞V ) ，地中ケープル ICて

DI込，中夫監視盤 ICて述隔制禦，

予備! si i ¥DCl l OV，4∞A H設置

発' ru 設 備

ディーゼル機関 (420IP)

6 K V発 ![l 機 (300K V  A )  

自動述転方式

照 明 設 備

一般事務室基準照度 3∞L X  

営業宝 ・設計室lAlV!P. 現役

300- 400L X  

I. B . M室基郡照l I 6∞L X  

Hl 話 技 術

クロスパー自動交侠 Ｉｪ ，｜ｾ 占位

向 線100回 線 ，; n占 60回 線

内 線ω0回 線，実 装400回 線

エ レ ベ ー タ

来月12 台 23人乗コレクチプコン

トロール，人貨用 l 台 13人乗コ

レタチプコントロ - ) 1. 1 ， ｾｾムウエ

ーター 1 台 積 載 量200kg

空気調和銀備 中央ダクト方式

主 契 機 器

ターボン冷凍機 210RT

パッケージ型エヤコン

20 R T  u".  1 0 RT  

ターリングタワー 210RT

2 0 RT  1必 ・1 0 RT

セタショナルボイラー

12∞k g/ Hr  2) .!i 

ι

b

r
俗

h

J

A

J

J

E

 

2

1

2

 

給 排 水 衛 生 段 備

給 水 技 術

市ぷ ｾｉ 込ＱＧＱ 75'l. 

交 水 梢 20. 251‘ on

屋 上 水 糟 25. 30Ton

揚水ポンプ

給 湯 設 備

貯 湯 糟 2. 4 T o n  

溢水循環ポンプ

排 水 設 備

排水ポンプ

Ｑ Ｍ ｾ 盈 里当 面ぷ Ｍ ＭＭＭ 孟 γＭＺＭＭＭｲγＡ 一、

Ｑ 冒軍士 耳噴 ｾ ｴ 扇 町 下 トート十十一Ｎ
.; .t""""干T司 副 品 開 国. U.→-←斗

;司i ⑨ L 一2一圃1 . ト一4十十|トト-一十-
阿 - r: 二二ア一一羽ト'-1③トトJ

i同一_ J 丈云? 1 (l) I E.. _し-..-- .;. . ＭｾＮ＠ _. ｾ＠

F  ょ Ｚ二 一 一 一二三ｾ ｾＭＭＭｾＭＭＭ ｾーム ＮＮＡＭＭｾ
一ベ斗;一…-斗i-- ↓十' ↓ι一斗j一斗4--」; 一一斗-↓十;トト.一 一斗↓←-一-1十十j十ト-一斗.

t---i 一j一寸十一十1十γ-一一-一寸十十守一守寸十十守-1; -ι垢-マ寸ナナγ.……守一-，十十jト-一-→十十十-一-オ: :  

Ｍ争一ＮＺＮＮ一ＮトＮＭＱＭートＮＮ ｟ートーＭｾ ＭＭＺ口 三←ー ι 一一ー Ｎ｟ｪ

::i::i 三::;:j 二i:;:: 二仁r.-_"工土:i:;:; :j

R-I 

.  

R  2 階

l  空気調和機

宝

R  3 階

1. 水 崎 室

2. エレベータ

機械室

3. クーリング

タワー

R  1 階

1. エレベータ

ホール

2. m !.<t 釜

3. T' J ' 写真室

4. エレベ - ! l

5. hl 上

必

台

1

1

 

8 ti' u  

防 災 段 備

消 火 技 術

庄内消火絵 29カ所

サイヤミーズコネタゾヨン 2 カ所

ウオールハイドランド 2 カ所

消火ポンプ 1 台

避 難 設 備

救 助 袋

火 災 報 知 機

火災報知機

エア ・シュ ータ段備

n 寺中央ステ - y ヨン '1¥員! }j ベ

7 ステーがヨン

内径210'" x  56宮町

5 必

30カ所
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鳴 門 市 ス ポ ー ツ セ ン ヲ ー

位 置 徒 、 ぬ 県 鴨 川 市

梅 造 鉄骨造一部鉄筋コンクリート造

地階および観客席付

部 抜 } . l ! 策面的 L 536.  6m
2
(464.8坪)

延床面倒 2，ω 3.8m' (630. 3坪〉

工 期 昭和 36 年 4 月 - 36 年 11 月

乙の} . l ! 物は人口 5 万の崎門市K 辿つ厚生

年金融資による室内競技場である 。

国道沿いに鳴門市K 入ると l日市街の入口

K 当る E の敷地は将米，市の行政センタ-

K 位泣し市民会館は市庁舎 ，産業奨励由. ，

検察庁等の総合計画の一部として計画完成

されたもので，会館前の広場をはさんで右

手 K M! つ市庁舎とは陵婦により結ばれ市民

の集会場としても利用される 。

1 . 正 面 外 観

2. 側 面 外 観

o1桜 . コン ク リート スラプ (J lj180l ゴ

ーレックス防水シルパ- {:上よ

界隠 : A l. Ｖ ｾ 品 ， ｏ Ｎ ｐ Ｎ ヌリ

サッ t ュI面 スティールO. P. ヌリ

ラフワイヤー ，一部トウメイ

腰 : コン クリ ート打放仕上

3.  背面外観 ( 郷台および楽屋出入口側〉

舞台背面，外壁コンクリート打放仕上

4. 競 技 場 内 部

天井 ・ ｾｔ イ ｌ フレキシプノレシート Ｔ 弧 ，

O. P. ヌリ ，ロ ックウ - J レプラ

ンケット 25係裏貼，グウンライ

ト埋込ミ

ｾｔ 師 スティー J レサッシュ ， ラフワイ

ヤー ，スリット部分透明ガラ 5  

ス，一部クリンプ網i配込ミ

腰 . コンクリート打放仕上

床. 梢 7 ローリ ングプロック貼，ポ

ーダー コンクリート 金綬仕上

5.  競妓場より観覧席を見る

d.  競伎場より舞台側を見る

反射桜 4. 5保，j草地ベニヤ紋り H け

3  



階

1. ホ ワ イ エ

2 続 技 場

3. 舞 台

4. 鐙 室 (1)

5. 住 室 (2)

6. 選手便所( 1 )

7. 1珂 室

8. { l l ! 所 ( 1)

9. シャワ一室 ( 1)

10. シャワ一室 (2)

11. 使 所 (2)

12. 1日 室

13. 選 手 便 所 (2)

14. 割l 気 筒

15. ポ ン プ 宝

2 階

L 競 技 場

2. 観 覧 附

3. 休 息 ホ ー ル

配 置 図
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-

所 {x地 神y勺fi 生日 IIR下山下通リ 5丁目39/ 1

規 模 鉄筋コンクリ ー ト迫1 J也下 l 階，地

上3階

Iキ 欽 B  1  289.936m"  (  87. 706即)

F  3ω. 797m"  (  93. 411坪)

F  309.718m
2  

(  93.690呼)

3  F  390. 646m
2  

( 118. 170坪)

R  F  28.689m
2  

(  8. 678坪〕

1， 327. 786m"  (401. 655坪)

工 期 間和36年4 月 7 口 - 37年 1月20日

仕 上 外 郎 正 面， 2丁掛けタイルおよひ

カラコンタイ ) 0 ，ア J レミサァ

シその他， 色モルタル般きお

とし

東 南 面

股計施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

正 面 ( 東南面〉

/ イ ず



1  ｾキ

Mミ パーライトタイノレ

l畳 ゾラコー トI!)< f.t

天 井 吸B- テックス

2 階

床 バ ー ラ イ ト タ イ ル

蛍 ゾラコート吹f . t

〔柱， m型，堅水

クリアラッカー〉

天井 :{j イLプ ラ ス タ ー ボ

ード V . P.

3  腕号

目、 J マーライトタイ J レ

壁 ラワンベニヤクリ

ヤー

天，j パーライ トモルタ

ノレI! )<H

10 

2 階 談 倍 室

3 階 集 会 室

1 階 事 務 室

2 階 和 室

l 信 Jム

兵庫県信用金庫会館 ・2主計者のことは

泉 図 勇

神戸市の中心地 IC位置し ，J司凶 ICは県庁はじめ

ー辿の官庁泌物が並び，市街地としては比較的静

かな場所である。兵五11県内 IC点症する 21団体の 1;/

1日金仰健康保険組合および協会の合同出資により

できた純物で ，そ の性質上 ，III 務関係室，飽J.Ii 相

談室，娯楽室，簡単な体育室，集会主からなる 。

τl' 商計聞は ， もっとも人の出入の多いI} l務，健康

相談室は ，1階のロビーに直結し ，少人数の集会，

理事長室状応接には西側の挺を見下せる場所 IC，

大集会室( 収容人口 3∞人) は専用階段 ICて 3 階

ロビーに導き ，時間外の取1Jl1 lc も可能な，没計とし

た。また地方の組合只のためには ， 2階の和室 IC

て宿泊設備を設け使を計った。

なお ，前記集会室の屋根を折敏精進とし，長ス

パン IC対する解決の方法とそれを越屋械とする乙

とにより採光をも解決した。 Jil 後 IC，組合nの鎚

ｉｾｩ 管理と相互の述絡挺携のもとに ， :{ j 怠綬 IC会館

を利用していただきたく願っております。

1階健康相談所

1 階 応 後 室



{ }  

‘ 地 階

1. 予 備 室

2. 更 衣 笠

3. 廊 下

4. 脱宗室浴室

5. it )i 11 

6. 機 械 5{

7. 沼 気 宝

8. 倉 山

9. 廊 下

10. 1 l I ! 所

‘ 1 階

1. ｾ溜り

2. 事 務 室

3. 役員室およ

び応接室

4. 健康相談室

5. 食 堂

6. .!l ;fl 

7. 宿 直 室

8. 湯 沸 宝5

9. 廊 下

10. 便 所
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近畿コカ ・コー ラボトリング株式会社本社工場

12 

般 針 K K 国 中 小 西 建 築 事 務 所

施 工 K K 戸 田 組

位 也 大阪府三島部三品町大平味舌上

/ ，! I 巡

J.I!築I剖m

延 而 lIt

竣L 月 n

30- 1  

鉄 筋コンクリート造 2 階述

鉄骨鉄筋コンクリート造 2 階姥

3， 3  8  5  m"  

4， 0 9 8  m"  

l凶 有J 3 6 年 1 2 月 2 5 日



t量 計 者 の こ と は

7，1/涼飲料水生産工場という性質上その窓匠は特 ICUi 潔で， しかも品

小 西 岬

近畿 コカ ・コーラボトリング株式会社

木村: 工場

位向くｪ，ｾ成されなければならないと思う。

乙の近畿コカ ・コーラポ トリング相式会社は ， 全機構がアメリカナ

イズされており ， 従来の機構とは大きく進歩したものであるだけに ，

それを包む純物の設計 ICはいろいろと新しい技術が必要であった。 千

ぃ施主の深いど見解とど支援により ， 己れらの熊l珂を切り tl ，けたとと

は，ま乙と IC干せであったと感謝している次第である 。

従来の工均 ・辿築という観念、を拭い去り. il 1i i UI ! 策的な構: l r . で線め

」ニげ得た ζ とは，新しい雄策の一端を表現できj ( } たものと ， いささか

自ねするとともに ，工場といえども随能を満すのみならず， その i白11'

的な方面をも満足させねばならないという乙とを ， 切実 IC感じとった

次第である。
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2 階

1. シ ャ ワ 一 室

2.  ) ) l 衣 笠

3. シ ャ ワ - 3 i

4. ホ ー ル

5. lJi 衣 笠

6.  m 究 室

7. コンプレッサ一室

8.  ｉｾ に 抜

9. 観 覧 歩 廊

10. I'J ｾ目印

11. 応 接 室

12. 総 務 部 長 室

13. 社 長 室

14. 事 務 室

15. 廊 下

16. ロ ビ ー

17. 応 援 宅

18.  ｾイプ印刷 ｬ 笠

19. 会 E控 室

20.  9J 子 便 所

21. 女 子 使 ifr

22. 女 子 挺 衣 室

23. 湯 沸 3 I

24. 屋 上

25. 映 写 宅

26. 物 置

27. 講 堂

28. 厨 房

29. ホ ー ル

30. 食 常

，。

が

/



建 築と 色

人間生活の三つの要素は，衣，食，イL である 。その

なかで， われわれの生活 lζ 最も影符を与えるものは，

if J: J すなわち建築である 。R l ! 築の目的は室内を有用な

空間とするととにある 。そ乙にはいろいろな環境が要求

される 。あるときは，11予かな; 場を，あるときは刺械のあ

る場を ， また場合によ っては，作業能率を 113ーとした

り，あるときは快適さを第一IC要求するであろう 。室の

! よさや形，音響，j照明，il 鼠湿度状態などもそれぞれの目

的に応じて計画される。建築の設J Iーはそれらの複雑な婆

Ｇ［ｻＭｾをまとめる技術である 。 建築Ｑｃｊｬ｝いられる色も，それ

らの要宗と単独に計画されてよいという理由はない。 し

かしながら建築 le用いられる色彩がどのように整理され

るかという乙とは大きな課題である 。 色彩計画の統制

と，色調の指示方法 とでさらに施工監理の使などを考え

ながら ， しかも調和を十分に考慮された「色のモデュ ー

ノレ」ともいうべきものができたならば) ] ] 惣である 。その

ようにひじようによくできた色のモデ ューノレがあって，

その使用 le習熟したならば色彩調和に関する苦労も軽減

するだろう 。 ( MK)

補 償

: Iu近Rl ! 築の杭打およびぷ礎地業について新聞などでよ

く問題にされているが，建物附近から補償について，や

かましくいわれだした。なるほどRl ! 築11 ' の附近は迷惑な

ζ とである 。 トラックはひ っきりなしに出入するし，杭

打の苛と振動により建物の壁le クラックが入ったり ，瓦

がはずれたりしてるのはよくわかる 。ただし布I i 償となる

と，見て1政卸した家はわかるが，さて附近何米までは音

と振動がどれだけあるか，だからどれだけの補償をしな

ければらないといという乙とは非常にむつかしい。その

上村事1
1
的な不快感をどれほどあたえたかという

ζ
とは，

なおの
ζ

とむつかしい問題である 。またとれらの問題に

ふれない速くの人々まで便乗してい ってくる場合すらあ

る。乙れらは工場地帯の煤煙と住居あるいは，基地と周

辺の問題とは，多少違うかもしれない。なぜならば前者

は短期間であり ，後者は半永久的なものだから，補償の

問題についてもおのずから相違はあるが，補償問題一つ

にと ってもなにか共通の場がありそうな気がする 。その

一つにく法伴的に解決する> という乙とは安易な三考え方

であろうか ? ( Mv)  

マ ネ ィ ジ メ ン ト

設計体制論議がはなやかである 。設計事務所の運営は

なかなか厄介だ。 ヒ・ズニスと割り切 ってしまえないし，

作品本位でも成りたちがたい。仕事が取れれば，半分の

労作は終ったと見てよい。集金がまた大変だ。その他さ

まざまなわずらわし いとと 。中小事務所では，乙の労多

い仕事が所長 ICIDいかぶさる 。いきおい設計そのものに

かける |時間とエネルギ ーが'Ji IJ かれる事になり ，作品にも

影轡する。そして乙の状態を横目でにらみながら ，マネ

ィジメ γ ト部門を確立した大奇跡設がほとんどの仕事を占

約する乙と κ なる 。大組織，また結構であり ，大組織で

ないとできぬ仕事も多い。 しかしそれは両ーと不毛を内

部iζ 泌める 。音栄界ではマネィージ ャーという専門職が

続営的にもなりたっているようだ。音楽家はわずらはし

いことから一切解放されて本来の仕事に立ちむかえる。

建築の設言| でも，こんな ν ステムができれば，設計体制

論議などどとかへ吹っとんでしまうに違いない。

(AH)  

14 

( 次号は新らしい執策者 IC相当してもらいます〉

ー歩 行 者 優 先 ミ

敷地内 IC駐車場を設けようとする動きは大きい。乙れ

が進んできた状態を考えると傑然とせざるをねない。す

なわち郎会の 1-1' で圧倒的多数を占める歩行者述は ，その

残されたわずかな拠り所の歩道が，そのために随所で分

断され，ち ょうど車道の真只中に放置された感を呈すで

あろう ζ とは容易 IC忽像される。

歩道の分断は街区どとに出入口それぞれ 1 カ所κ 制限

すべきである。街区の rl -'央 le率路を設け乙れをそれぞれ

の建物の9 I によるアプロ ーチとする。

とれの実現のためには乙の街区に建築しようとする企

画立案者は相扱えて，それぞれの放地を促供し，乙の新

しい革路によ って4・目互利鐙を享受すべきである。か つて

げ す い じ合

区御la経理lζ 街区の l ド央K 下水放を確保し ，とれにより排

水，汚水処J盟非'': ;¥' [1等，多目的 lζ 活用した. Gf . 識を，今日

再び思い起すならば，乙の提案もあながちジ物語とはい

いきれない。すで IC一部ではとの好例が実現しようとし

て い る 。 ( Y r )
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カ 高 圧 お よ び 監 視 盤
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納 入

スチールサ ッシ

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

式

4 企.
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ネ土
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ス チ ー ル サ ッ シ 納 入

大 阪 建 材 エ

近畿コカコ ー ラ ・ボトリング K K本社工場

業 株 式

. 6.  

=  
社

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

) j { 縦波板および谷緬は ，耐駿スタンダー ドメタ

ル製長尺物を使用しベンチレークーは h;J 上耐椴

スタンダードメタル製シノレバー ペイント仕上を

漉しております。
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能 性可の構 法し〉しLっ新

法4蕎の鋼弄5H  • 
‘ t t  

l 旦
キ茸

ｾ＠
E  鋼• 

' t t  

1 <ヨ

「鋼材の政令を 11-
1
心としての依按」

は郎会でけいさいできなか った。
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H  鋼 を 使形

伴

山田

H 形 鋼 と は ?

ミース ・ファン ・デア ・ローエのul 築を見た人は，銅

で梢成された美しいラ ーメンと，ガラスて張られた壁面

との清治しい調和 [ζ 魅せられるであろう。あの美しいラ

ーメンを椛成している型鋼 ， あれが ｈ Ｉｾ 品目 Ｑ てある乙とは

説者のt，. t五万もよくご存知の乙とと思う。 IIJ 広いフラン

ジ，シャーフ。な歯切れのよいエッジ，そして直交する板

と板で構成された彫りの深いウェブ。間 191で清々しい，

桃成美そのものといえようか。これはひとり熔造技術者

のみでなく，デザイ ナー にとってもまたすばらしい構成

系材であろう。

さて， 乙の H 形鋼 一 米英ではその特徴的な巾広いフ

ランジから，ワイドフランジ Ｈ ｾ ｩ､ ･ Fl ong e  Beom) と呼

びぷ号 w で， ドイツではフランジ門 llii が半行でジョイ

ストのように傾いていないところから，パラレ J レフラン

シトレー ガー ( Porol le l f l onscht r ager )  とも円子ばれ， ｬｩ 己ｾＮ

E ース ・7 7 ン ・デア - デ ア

・ローエ : イリノイ工五斗 k:J .'j.

金属研究所

Mi es  v a n  de r  R ohe， 

T he  Mu s e u m of  

M ode r n A rt  

用 ?こ 構 法し

j窯

稔

1  P で表わされている。 ー 乙の H 形鋪は，これら欧米諸

国では，建築主体を椛成する構造用鋼材の大半を l 片めて

いる，といっても過三ではあるまい。

ちtJ， みに ，ベルギーの鉄鋼 セン ターがだしている同際

機関誌［アシ エー ・ シ ュ タ ー ｬ レ ・ スチ ー ノレ誌 Ｑ ＹＶ Ｑｻ Ｑ え ＷｾＸ 弓

をみてみよう。乙れはR J l 築特集号であるが，邸宅， itHI 円

といった低j凶のものから， 11経RJ l 2 階建と順次| 併を追っ

て一例づっ，251*t 301桝といった高居事銃所ul 築にいた

るまでの最近のものを例示している。乙乙! こ示された実

例約20例を大別すれば，H形鋼の ラーメ ン構造 15例，柱

( C鋼管を使ったもの 2 例，その他( 諜細イ，1日lのもの) と

いう乙とになり ，その大半は H 形鋼フレ ームで椛成され

たものであることがわかる。乙の事実をみれば，どんな

に伎われているかがうなずかれよう。

欧米の構造技 ｬｾ ｩ 1 ' i が座右に置く ハンド ブ γ ク類iをみれ

ば，乙の Ｇｊ ｬＩｾはさらにはっきりしよう。そ乙にＱ｛Ｎ｜， Ｑ 弘され

ｾ＠ 11 

出l

15 
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図- 2 同一鋼材岱 (G= 77. 8kgj m) を使う場合の柱耐力

ている設計用クラフやテ ーブノレは， H 形鋼を主lι 作ら れ

ているものがほとんどといっ てよし、からである。構造用

型鋼といえば，まずH 形鋼であり，アング J レやジョイス

ト， チャン ネルといったものは，むしろその補助材とし

て考えられているのが欧米の現状である。

日本の構造技術者にとって も，乙れは久しく待望され

ていた型鋼に迷いない。にもかかわらず，乙んにちにい

たるまでわが国で生産されなかったのは なぜか ? それ

はひとえに構造素材単価 lζ 対して， あまりにも安価な加

工自にあったといえよう。 細かい素材を幾つも組合わせ

て少しでも鋼材誌を減らした方が，大型単材を使う より

訓安であったからに他な らない。かつては欧米において

も同じ事前1; にあった。だが， ζ れらの国々ではやがて加

工vl の占める相対的比重が増大し，大型で単純な素材に

よる構造方法へと移行していったものと恩われる。

欧米で H J診鏑が生産さ れ始めたのは20世紀初頭，すで

16 

r ;…た…庖建築の出現を可能にしたひとつの大き

な理由は，乙の H 形鋼の供給にあったと

いえよう。わが国でも ，いよいよ H 形鋼

が本格生産され始めた。わが国の鋼構造

I PE  技術も，乙れをl後にきっとすばらしい成

長と発展をとげるであろう。 r日本でも

いよいよ本格的なすっきりした銅構造が

できるよう !Cなった」というのが，構造技術者のいつわ

らぬ気持ではなかろうか。

H 形 鋼 の 種 類

と乙ろで，ひとくちに H 形鋼といっても，そのフラン

ジrt と成の関係，あるいは絞厚との関係によって. いろ

いろな組合わせがでて くる ので， ドイツ規格 DI N ・1025

では次のよ うに定めている崎、

( i )  I P B  : B = h*lJ.
2  

( i) '  1  P  B  I  : 標準型 1 P  B  !c対し薄肉 ( Ieicht ) のもの

( i) " I P Bv : 標準型 1P  B に対し厚肉 ( vers tarkt ) のもの

( ii )  I P E  : B=ぞな2 ( ヨーロ 〆 サ イ ズ

Euronorm 191( 対応)

呼称は IPB 400， IPE 300といったぐあいに成を示す数値

で，また IPBI と I PBv はウエ ブの等J 9. 間距再!tの等しい

対応椋準 IPB の成の他であらわしている。( 図ー1 参照)

H 形 鋼 の 特 徴

では，乙のような断面形をもっ H 形鋼には， どんな特

徴があるのだろうか。構法の説明κ はいるまえに， ζ の

点を明確にしておく乙とは，大切な乙とであろう。鋼管

lζ は鋼管の，ライトゲージκ はライ トゲージの特徴があ

り，その特徴のフ J レ!c 発節さ れる独得の分野があった。

H 形鋼にもまた H 形鋼でなければでき ない 独 得 の ー し

かもきわめて広大な 一 分 野があり，その長所を十二分

lζ 発事f < させるためには，まず業材の特徴を知らなければ

ならぬと思われる。

H 形鋼を特徴づけているものは :

( 0  )  フランジ内函が傾斜せず平行であること

( b )  フランジ 巾が広い ζ と

本1 注 わが国では現在八幡製鉄と 川崎製鉄のものが市販されているが，

八鰍製 鉄 の ｈ 形 鋼 では ， カタログ ｉｾ よれば ， l OOX  100より 600 x

300まで4800，

l PB ｉ ｾ 対応する色の (8 = " ) を H .

I PE 附 応 す る も の ( 8= 討 を HI J

であらわし， ドイツ鋭栴と同I i l l .成 h の数( j j で呼祢している。そ

の他 I PB と同じ ( s = h ) で， ウエプとフランジの厚さの等し

いものを ， とくに基O! J ! l と して H p と呼弥している。

また川崎製鉄のカタログでは H 形鋼を H であらわし， 1∞×  

50より 250X 125まで10極. 成と巾の数伯で呼祢している。

ホ2 注 ζ れは普通サイズのものについてであり ，成 h のとくに大主い色

のは乙の限りではない。



岬

ぽ

命

抑

開

明

2

円
ぽ

W

V

A

U

帥

M

V

d

l

か

み

h x  =  ，}t1 t- R 1  

?t?(! 

i.Wl  

. 同 /).?ot?

...rA9.Y.?， 

@  
x Iof{Jb 

r oc oJ D  

I f f 5t lt/ 

IV'V' 

1'" 

a
m
 

f

'

r

J

m

N

 

M

4

加

t; .. 77. 1' -?k l  J I .l7 (/ I/ )  

の型鏑梁

の最少所

要鋼材品

G と成

h の関係

を示した

ものであ

る。同

モーメン

v' L  t1 I  Iif '  

。 /17 .?t7 .Yt7 "，17 .Ftl dt/ " ' ; {  ， 

図- 3 同一モーメント (M z = 30 t- m ) をうけるmの所要所要鋼材盆と成の関係

の二点である。構法上からいえば，(0) κ よってフ ラン

ジの援会に特殊なワッシャやフィラ ーが要ら な くなり，

じかに鋲接や溶接ができること， (b) κ よってフランジ

! こ二列鋲打ちができ，また i浴接長もはるかに長くとれ

る，といった利点があげられよう。

さて，問題は力学的特徴についてであるが，

(  1  ) 圧縮材としての性能

図- 2 は，同一鋼材畳 ( 77 .8kg/ m) を使った場合の，

いろいろな型鋼の中心圧縮柱の許容耐力を示している。

比較のためジ ョイスト 1 360，チャンネル [ 400，アン

グノレし 200 X  28 ( いずれも同一鋼材註) が示しであるが

乙れらはいずれも，挫屈長 ん の増大とともに急激にそ

の耐力が減ずることがわかる。乙れにくらべて H 形鏑

1  P  は耐力がなかなか減じない。例えば，乙れらの材を

使って挫屈長 4 mの柱を作ったとしよう。鋼材量はいず

れも閉じ 77. 8kg/ mX 4 m= 3 11 kg であるが，その許年寄耐

力は :

1  360 :  48 t  

[ 400 :  50 t  

L  200 X 28 :  87 t  

に対してH 形鋼では

IPE 450 :  87 t  

IPB.  160  95 t  

I PB 220 :  100 t  

IPBI 280 :  123 ↑  

とその性能のずばぬけた優秀性を示している。

(  2  ) 曲げ材としての性能 ( 図- 3 参照)

次lζl111げ材としての性能はどうか。 1111げ材としての性

能は一般に，断面係数 Z と単位長さ当り鋼材i u : G との

比 : 甲= 毛 であらわされ，効率ともよばれるが この

値ICは，山げ材としてわれわれが当面する梁成の制約が

入っ ていない。そ乙で乙の点も考慮して，ここでは次の

ようにして直接比較してみる乙とにしよう。 図 3 は同

一モ ーメン ト ( M "， = 30ド m) をうけるいろいろ なタイプ

ｦｾ ｴ＿ｩｊ＠

5  

トをうけ

るもので

あるから

G もh も

少ない方

が有利な

のは当然

の乙とで

図- 4 同一鋼材益 (G= 77.8 kg/m) を使う場合の

ある。つ 二方向曲げ許容耐力

まり原点

lζ 近いものほど有利といえよう。もし史戒に制約がなけ

れば当然 G の最少の IPE 500 という乙とになろう。梁成

が制約をうけ h< 50 という乙とになれば IPBf 360 をえ

らぷ乙ととなり ，ジョイスト 1 450 をえらぶ乙とは考え

られなし、。 なぜならば G が ( h も) IPBI 360 より大き

し、からである。

(  3  ) 二方向曲げに対する性能 ( 図- 4 参照〉

ラーメン構造物の柱材では，二制l偏心になることがほ

とんどといってよいから ，乙の場合の断面の Il l J げ性能も

対比してお乙う。 図- 3 は同一鋼材邑 ( 77 .8kg/ m) 断面

材の二方向 rlll け'許容耐力を示したものである。ジョイス

卜 1 360 K くらべて M "， : M . が同じような割合であれ

ば IPE 450 が M "， についても，M .  についても圧倒的に

有利である乙とを示している。またもし M 忽 : My の比

率が乙れ程大きく なければ，ジョイス ト1360 の同程度

8  

8  

17 
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図- 5 柱

図- 6 m 

〉ガ

H | 同 |

H t  E斗 |

図- 7 柱 m接 合 部 ス チ フ ナ ー

の M "ifli -lブ'J fζ 対して， I PBI  280 は約 3 倍の M y Iζ 対す

る耐力をもっ ζ とと なり，いずれにしてもH 形鋼の カノミ

一組問の広さを示している。ち なみに IPB は M "， : M y

が約 3 :  1 くらいの，また I PE は 9 : 1 くらいの比率で

ある。

H 形 鋼 を使用 した構 法 の方 針

以上で素材としてのH 形鋼の特徴が概略わかった。こ

れをエ レメ ン トとして構造物 Ir . 組立てるわけだが，その

持ち味を充分 l乙活かすにはどのように使えばよかろう

か。 H 形鋼は，そ の生いたちからもわかるように ，大型
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単材を活用する乙とをもっ て身上 としよう。 つまり乙れ

によってりn工々数を減らす乙とが，ひと つのキー ポイン

トともいえよう。多少の組合わせは必妥としても ，小型

材を網1 I かく組合わせてゆくよう なやりかたは ， ｈ ｊｾ 鋼の

持ち味を失ってしまうといっ ても過常ではあるまし、。大

型材を大き なスケ ールで大きく剥i んでゆく ζ とであろ

う。おさまりのよさにおいて，またノり学性能のよさにお

いても，抜 l庁の乙の系材は，鋼構造のほとんどすべての

分野! こ， 主 1役交をはfたこすであろうと

く，乙の特徴がもっともよく発障さ れるのは，欧米の例

をみてもわかるように ，高層 ラーメン構造物としてでは

なかろうか。南町に なればなる程，HJ彰鋼の優秀性が発

事1'( される乙とは疑いない。高居 ヒソレなどは，将来怪く て

強靭な， 乙の H 形鋼の独壇場と なるであろう。工場や発

電所といった建築物の素材 として もまたもちろん大き な

分野がひらけていよう。

H 形 鋼 の 構 法

H 形鋼の構法の滞納をのべることは，制限された頁数

ではと てもでき ないので，乙乙では二三の点にふれるに

止める。

HJ彰釧をi i . . Il 2お梢造問鋼材と して使用する明会，釧桃造

部材として使用するケ ースと ，欽' r1-鉄筋コン クリー卜部

材として使用する ケー スlζ 大目1) できょう。

( 1 ) 鋼構造部材 としての H 形鋼

乙 れ は ｈ ｊ 彰鋼本ｾ去の分野であるが ， すでに欧 米 諸国に

幾多の実例をみることができる。乙れらの国々ではすで

にのべたように高居ビソレの桃造体はほとんど H 形鋼であ

る。ただ欧米では鉛直荷主が，荷屯の大半を市めている

のに反して，わが同では7) <. 半J J が支配的と なる。このた

めの特別の工夫は，椛造計画としてもちろん必1 ! s であ

る 。 例えば材料として ， 欧米では ｈ 形鋼を ｱ ｾ 材 で使用す

る乙とがほとんどであるが，わが国では，場合 lζ よって

は 2 材以上をMl 令わせ，あるいは H 形鋼をウエブで半切

した ｔ とか，プレ ート と組合わせる乙とも必ｾと な っ て

くる。 図- 5，図- 6に乙れらの断而の二三を例示しよう。

柱史接令部については，一審問題の多いところであろ

う。まず，スチフナ ーの入れかたに ついて。泉町ij の大き

なモーメントをうけた場合lζ ，ス チフナーがないときは

柱のフランジは図- 7 ( 0) のように変形する。そ乙で同

図 ( b) ，(c) ， (d)  のよう なスチフ ナー で乙の変形を防

止し抜代目 ｾｉ の Ｑ 月 ＱＩ 性を保つ。 Ｈ ｢ Ｉ はリブで， (c) はスチ

フナー で， (d) はプレ ート を鉛直に入れてある。いずれ

も，それぞれの長所と欠点はある が，剛性に ついては，

当然のこと ながら ， (0) が最少で ( b) が乙れに つぎ ( c)

( d) はもっとも効果がある。 (c ) については，お年改ーによ

る収縮亀裂 ()zl l t 点線) が， ドイツ などでは問題と なり



(b) をすすめている場伶もあるが， f医者の実験したとと

ろでは異? ; ¥' は認められなかった。ただし ，板j Eやスチフ

ナーの間隔によっては. もちろん治桜による包裂にxi! ノ

配慮をEE しよう。

乙れらの基本的なタイフを応用した実例の二， モを図

- 8  Iζ 示す。| 苅- 8 (0) はは¥- 7 (d) のタイプで， コン

クリート填先の !J}f' i lこは，好適である。図- 8 ( b) は図

- 7  ( b) ， (c)  のタイプで， コンクリートの足立光性はよ

くない。接介法は， リベ y トによるものと決後によるも

のと I( 大日IJ できょう。 図- 9 は綾子? 部の一例を示したも

ので， ¥主¥- 9(0) は在来の トップアンクノレ形式で‘ ある が，

図- 9(b) は， H J彰鋼をウエフA で半切した T 形鋼を使った

もので，巧妙な方法である。乙れは悶IJ 性もアンクツレ l乙比

してひじようによい。 リベット，法俊両方に使用できる

( 4 ) 鉄骨鉄筋コンク リ卜 の部材とし てのH 形鋼

鉄fl ・鉄筋コンクリ ー ト部材の鉄什として使用した場合

の一例を図ー101こ示す。 ( 0) は柱材として，また ( b)

は決材としての例である。乙れらの湯合には， コンク リ

ー トの邸充性と，はだ離れについて充分な対策が必豆ーと

なってくる。とくに架 IC H J彰鋼を単材で使用するとき乙

の問題が起る。はだ縦れ防止策としては，例えば，合成

桁工法で行なわれる。シャ ー ・コネクタ ー ( ジベ J レ〉 な

どを使うのも一法であろう。 図一11 1ζ 乙のジベノレの二，

三を示しておこう。 ( 0) は，スタッド ・ジベノレと呼ば

れるものである。

結 び

以上，H 形鋼について，その断而形状からくる ) J 学的

特徴を中心1( ，椛法 lζ 対しての基本的な方針について略

述した。この系材を使った構法の' i l ! 点は，何といっても

大型材を大きく使って簡潔な梢造とし，工数を減らして

ゆくと乙ろに妙味があり，持ち味が発揮されよう。コス

トの引き下げも乙れによってもたらされるからである。

構法の詳細は，なお今後の研究と技術の発展によって

開発されるべき多くの分野を残している。設計者の創立

によって，乙の材の特質をフ J レ! ( 活かした新しい構法が

開発されるであろう。 H 形鋼の供給によって，わが国の

鋼構造は， mi 淑ですっきりしたものに なってゆくであろ

う。やがては，欧米諸国と同じように，構造問剣の主役

は司H 形鋼へと移ってゆく乙とは間違いない乙とと思わ

れる。欧米では現在型鋼生 ｊｾ ｩＱの ＳＰ Ｍ ＴＰ ＹＶ が ｈ 形鋼である

事実が，これを物語っている。

構造設 ｾ｣｜Ｎ { ' i 用ハンドブックとしては， H J彰釧デザイン

マニュアル編集委員会編 ・ ! H J彰剣デザイン 7 ニュア

ｊ レ ｊｾ 築編， ＱＹＶＲ 八幡製鉄が ｮｾ 版されている。

(明 伴 : 神 戸 k 学 教 綬 工<<9¥ 

111111 神戸大学助教俊 ・工問/
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表i題を編集委員会から与えられたが， I鋼管構造」に

ついては普通の方々とは，少 し迷った方向に眼をつけて

いる私であるから ，乙の小文も， 編集委員会のど期待lこ

そわないかもしれない。あらかじめ，ど容赦を乞うしだ

いである。

1  鋼 管 構 造 と は ?

近頃， I本格的鏑管建築」とか， I仮設的鋼管建築」

などという言葉が，よく使われるよう であるが，私は，

まず， I鋼管構造J そのものが何を意味しているか，と

いう乙とから考えたい。それは，もちろん， I構造材と

して鋼管を使っているもの」であり， I鋼管?を素材とす

る構造体」である。それが，いわゆる ，クランプ金具で

結合さ れているようなものであっても ，全溶接構造であ

っても構わない。また，小径管を使った小規模の建築で

あっても ，大径管を使った建築であっても，鋼管ーを構造

材l乙使っているものは，すべて，閉 じひとつの「鋼管構

造」であると ，私は考える。その方が， I鋼管 構造」 κ

関する諸問題を，解きほぐしやすいと信ずるからであ

る。

普通，小径管を使った小規模の鋼管建築を， I仮設的

鋼管建築」 といい，それらを手がけている加工業者の造

った「鋼管構造」を，大規模なものであっても，その加

工技術の低さを指摘して， I仮設的鋼管建築から発展し

た鋼管構造」という 人がかなりあるようであるが，私に

は，そういいたい気持もわかるよ うな気がするが，その

よう ないい方は，いろ いろ な考え方を混同 させるも ので

あり，そういういい方をしている人達の， I鋼管構造J

を正し く育てようとされる ねらいにさ えも相反する結果

を招くものではないかと，考える。

「仮設的」か「本格的」 かとい うのは，建物使用上の

条件の差で， I加工技術」の差をいうのではない乙とは

明らかで，加工のまずいものを「仮設的」というのが当

たらない乙とは，イ也種の鉄筋コンクリ ート 構造などを考

えてみるとハッ キリ する。ただ，加工の下手な 「鋼ftT構

造」を容認するために， Iわずか，x  x 年も てばよいか

ら」といった理由をつけたがる乙とは事実で，その怠味
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健

では，そのよう な理由をつけて 「鋼管建築J 1(. 従事して

いる加工業者にも，知っ てか知らずにか，その考え方に

混乱があるのではないかと，私は指摘したし、。私は，そ

のような加工業者にも ，また，それを批判する方々にも

「仮設的」であるかどうかとい うζ とと ，加工技術の上

下を混同して議論しないよう K お願いしたい。

「わずか，x  x 年も てばよしリと いう怠味の 「仮設的

建築J 1 L は，たんにその建物の使用期間が短いから，そ

の聞にさらされる危険の度合がどうだからといったよう

な構造強度上の問題についても，未解決な問題は多いが

その言築の中1L ，建築には永久不変のものは不必要で，

その耐周年限ギリギリもてばよいではないかという，純

経済的な意味を合んでいるというのならば， それは，ま

た，それなり に， I建築」として，ひじように重大な問

題を含んでいる。いずれも，将来の大問題であり ，建築

構造も，そのように，建築経済性と直結できるようにな

るのが，ひとつの残された難しい課題ではある。しかし

それでも ， I加工技術水準」 の問題は，それとは別であ

って，消え去りはしまい。私は， I加工技術水準」は，

「本絡的鋼管建築J においても「仮設的鋼管建築」にお

いても ，つねに，それそ‘ れに必要な一定水準以上 l己保た

るべきものであると考える。むしろ私は， I鋼管構造」

は，他種の鋼構造と同様， 建築構造のー領域と して，つ

ねに，一定の技術水準を保っているべきものと信ずるも

のなのである。

2， 鋼 管 構 造 接 合 部 の 力 学

「鋼管構造」 は ， 溶接をまって，はじめてｾｩｽ ｌ 道 ｬ 乙乗っ

たものと，私はみたい。鋼管を，在来の山形鋼などと同

じよう K 使い，鋲接して構造しようとすると ，も二，先輩

逮が工夫 されたよう に，管端をつぶして平 らな部分を作

る必要がある。それでも，鋼管の円形閉断面の部分は，

圧縮には，山形鋼などよ りも有利であるが， 普通鋼管の

価格が，山形鋼よりも高いことや，接合部がやや乙しく

なる乙と などから ， I鋼管構造J の方が，在来の鏑構造

よりも有利とはならない。われわれの研究室での最近の

実験から ，管端をつぶして使う乙と自身l乙も問題がある



1. 阪 k 実験( 閉36) 左方と白上から圧緬，左上へ引銭。

2 向 上

3. 向 上

室の研究は， トラス節点に対してのみ進行中で，まだ終

っていない。しかし，われわれの研究室では，その じか

溶接部の破断よりも ，その付近の管断面の変化，接合

部付近の局部変形に注目し， それを追求している。それ

は，どうもそれらが接合部耐力に大きく響いているらし

いからである。われわれの研究室の感じでは，とうも，

「鋼管構造」のじか溶接接合部では，その付近の鋼管の

シャーレ作用が問題らし l 、と考えている。早く，普通の

計算をしてもそれがあまりひびかない，鋼ヂf径』ζ 対する

告j享の限度がわかれば有難し、がなと恩っている。乙れは

じか総後して接合する「鋼管構造」では，溶接はどうで

もよい，鋼管のシャ ーレ作用だけに注目せよというので

はない。むしろ，逆に，十分な溶接は当然としてのこと

で，私は， 総接だけで問題が終るのでなく， 溶接が十分

でも，まだ ，丞大な鋼管のシ ャーレ性の問J函が残ってい

るという乙とを，声を大き くして抱批j した いのである。

ただ，どんな径，どんな厚味の時でも，同じように溶接

漆接と ，そればかりが強調される昨今の状態 lζ は，私

は，少々，行き過ぎを感じるが，どの組合せの l時は厳し

く，どの組合せの時は絞くしてよいかについては，われ

われの研究室ではあまり資料を持っていないから残念

なが ら，何とも発言でき ないでいるしだ いである。乙う

はいっても ，もちろん私は， じか議接全般を通じて確保

されるべき，最低ともいうべき加工技術水準のある乙と

を認めてはいるのである。

乙う書いてしまうと， I鋼管構造J の接合部は，すべ

て， じか議接でなければな らないかのよう な印象を与え

るかもしれない。しかし，現場接合のととを思うと ，i容

接ばかりに頼っ てはおれないような気がする。乙乙』ζ ，

鋲やポ J レト など，いわゆるファス ナーに よる接合法存在

の余地があるのではないかと考える。しかし，関係技能

者の養成が困難だとか聞くと ，研究室で悲しているわれ

われは， とれでは， ボノレト類の基礎研究 ・開発研究が

ζ とが判ったが，そうなってみると ，なおさら ，鋲援に 必要ではなかろうかと考えざるを得なし、。昔からあるも

よる「鋼管構造」には疑問が持たれてくる。 のではあるが，その基礎的事項からの研究というと ，ボ

鋼管監に直接板を湾接したり，または，鋼管に板を容J Iレトでさえ，われわれの研究室でやってみて，難しいの

り込ませて溶接して，それらの板を利用して，接合する に驚く。しかし，ボノレトは，いままで建築で使ってきた

形式がある。計算上は，鋼管の応ノりが，普通の構造力学 ような， !j!J断に使うだけでは勿体な く，むしろ ，械機方

が示すよう lこ，たんにm接線を経て板l乙伝えられるとし 函 [ζ 多いような引張lこ使う方が，本来の使い方ではなか

てよいかにみえるが，溶接線付近鍋符壁のシャ ーレ作用 ろうかとさえ，考えはじめている。乙のような佼い方は

が問題で，あんがい，それが接合部の耐力を支配するこ 鋼管lζ ツパをつけて接合する， いわゆる ， フランジ接手

とが，実験でわか った。符径に比べて，あまり部い鋼管 の形式』ζ 落ちつくが，乙の形式の接手部分の力学的性状

を使わなければ，普通の構造力学のままアよいはずであ には，上にのべたのと同じように，まだ未解決のものが

るが，その限度を定丑的lζ 捉える乙とは，われわれの研 多いと恩われるが， I鋼管構造」における実用 ilii の難点

究室では，まだ完了していなし、。 は， H 形鋼を使うときのよ うには，うまく おさまらず，

もっとも経済的であるから，もっともよく使われ，そ ツバの部分が外へハミ出てしまう ζ とと，長さで 2，

のため余計 lζ ，その加工水準確保を妥求される. 鋼管問 • 3 ミリの誤差といったような，高い加工技術水準が必要

志のじか溶接による接令部についても，われわれの研究 な乙とであろうか。しかし，それくらいで締めてしまう
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には，もったいない接合形式ではある。

3.  管 端加工と 溶 接

的践では ，もちろん，準備加工をオロソ カlこはできな

い。まして，鋼竹と鋼供が直接交X する， じか持itt 台々

部では，それに適当 IC加工する ζ とは鮒しい。治伎のた

めの問先加工などをカンベ ンしてもらったとしても ，そ

の ｲｾＺｾＺｍ の｝診は ， われわれが ， lT旧11jlJ 高校て背しんだ，い

わゆる ー 「ソ ーカンタイ」とやらに な っていなければな

らない。まことに，やっかいな乙とである。丸鋸で切断

しただけでは，主IL而lζ 切断されるだけである。下手な下

DJ カJ ス切断では， ピビって紡箆なItu線にはならなL、。決

接なら何とか肉が盛れるからごまかせると考えて， スキ

悶l乙続をかけようとする不心得者もでて ζ ょうが，それ

で差支えないのではな くて，明らかに，そうまでしたく

なるほど，制rr の切断，ｲｩＺｾ ［ ｍ 加工 が やっかいだという乙

とである。また，乙の障害を克服しなければ，よいtf'i.技

ができ ないという乙とも，厳然たる事実である。竹端加

工がやかましくいわれ，いろいろな方法が工夫されるの

も当然である。

最近， i 鋼竹構造」を開発しはじめて，rr 端加工の難

しさに気づき ，ｾＱｾ 切断機 を やかましくいいはじめた建

築関係方而に引きかえ，ボイ ラー業界や， したがっ て，

造船業界などでは，以前から ミュラーな どの 1" 1動ガス切

断織をもとっていたとかの話。いまさら，われわれの不l引

を恥じるばかりである。

しかしここに問題が二つ くらいはありそうである。

その一つは，それではその ミュラ ーな どの nDJ ガス切断

機 1 台購入しさえすれば，特封M加工の問題は，それで解

決するかという問題である。ミュ ラーのrJ ! l i)J 力。ス切断険

などといっても，もちろん，その1m工技術水準 [ζ 無関係

に，お守りか何かのよう な役目をするようなものではな

い。それを，佼いこ なさなければならない。それには，

それだけの技術水準が必裂であり ，また 1 台で消化す

るトン数にも限りがあるから， 1 台をお守りのように大

事l乙使っているだけでは，仕事 [ζ なり ;:4gい。加工を担当

する企業体として，かなり決心がいるしだし、である。

鋼竹切断 l殺が，輸入物の. 高価な， 1" 11i1J ガス切断険だ

けではたまらない。何とか，もっと下近かで安い物はと

いう与えブj と，それに基ずく工夫 ・考案が生れてきて当

然である。もちろん，大任ヂHC対しでもあlii 街な1J n工をす

るなどと ， そのｾ求が ｊ￬ 波しければ ｦ ｬＺみがないが， I幾械

というものは，そんなものばかりが必裂なわけでもない

と思う。もし，41J 月の }J fI工 トン数が，かなりの訟になる

ものとすれば，ある係の，ある条件のといったような，

かなりせまい純凶に限定された ，似た極努iの調刊行が，相

当の数: w : まとまるはずである。そうすれば，それらのー-

ｬｾ 下だけに適当な ， 単能イヒされたいろいろ な 種類の専用加
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工機械が与えられでもよく，そういう，変化すべき条件

の少ない湯合に対する加工機械なら，当然かなり安く て

便利なものが工夫できるのではなかろうか。そういった

極類の切断機がJ 5 案 ・工夫され，つくられ，そして，売

り出されていないという乙とは， i 鋼竹精造」が，まだ

それだけ普及しておらず， したがって，そのような機械

の箭ｾがでできていないのかもしれないが ， どうも在、は

そうではなくて， i 鋼11: 構造」は相当下がけられるよ う

にはな ったが，1'1 分から進んで高価な機械を口うよりは

誰かが安くてよいものを供給するまで，一応，いまの手

持ちのものでやってお乙うと，待機中というのが，現在

のfi 状てはなかろうかと考えている。

円形閉断 I( ! I の剣ヂfは，H 形鋼などとちがって， 1111げよ

りも，圧縮』ζ 使っ て有利な鏑材である。しかも， じか溶

接々令部は全部はむつかしいとはいいながら ，角度がど

ちらへずれて も，そのむつ か し さ は，五十歩百歩であ

る。 したがって トラ ス形式，とくに立体トラ ス!C使っ て

有利である。しかしEぬきのとれない立体などの トラ スに

じか溶銭で組む乙とは，鋲綾などのように，多少の逃げ

の効く工夫に比べて，非常に難しいらしい，でき上 った

建物が波打っ ていてもよいというのならいざしらず，普

通なら，治只もしっかりしておかねばなるまいし，決接

ひずみがどう なるかなど，経験を私ま ねばノ、ッキリしな

いよう な心配の砲は多いらしし、。その上総接は， その技

側検定試験の11寺のよう な，都合のよい直線ではな く，カ

ーブしていて，ま乙とにやっかいである。また，治具で

4  住友金属 T. "I! . 和歌山製造所( 閉36.7.14写)
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カッチリかためて，やっかいな総接を丁寧にやらねばな

らないとなると ，加工々坊として，その決按組立部門の

スペースの回転率が問題になってくるであろう。乙れは

また，術後工の技伺にも関係する乙とで，ま乙とに「鋼

竹構造」とは，: r 守端加工から溶接組立まで，接合部のや

っかいなシロモ/ ではある。

4. 加工費 と鋼 管価 格

「鋼管構造」が日本中 lこ行き渡るためには，どうも他

の構造よりも安くつかねばならない。よいものよりも，

とにかく安いものをというのが，残念ながらわれわれ白

木のようである。しかしそのような極端な話を除くと

しても，閉断而材で鈷 [ζ 有利であるとか何とか，いろい

ろとすぐれた点を持つ「鋼行構造」であっても ，やはり

ある程度は安いものでなければならない。しかるに ，管

宮市加工や総後など，加工は而伺lであり，材料の鋼併も，

山形鋼などの普通形鏑』乙比べて高価であるとすれば，明

るかにソロパン! こはのらない。そ乙て「鋼符機造」を普

及するのには，まず，加工 ・組立伐の低下lζ 努力が集中

される乙とになったのは，当然の乙とといえる。しかも

その一番問題の接合部詳細に決定版なく ，また，その加

工の口数も多く ， 仕事もま ｾｦ しかった ＱＱ 寺代に，乙れらと取

組まれた方々の努力 {ζ は，心から敬立を表したい。その

恕1froY
J

l低下のための努力は，あるブ'j Tfl iては，技術上の基

礎的事項を一つづっ解き lまくす正攻法の道をとって，工

作用凶而の簡易化事 管端加工の自働化の工夫から， 自働

ガス切断i後の試作におよび. 日IJ の方Iぬでは町そのような

基礎的技術上の問題はー応あとまわしにして企業形態の

展開と迩常から，問題を解こうとする方向に，その重点

がおかれてきた。いずれも . 終局の状態では. ともに兼

ね備えなければなるぬ条件であり，また ＧｲＺＺ ｾ たそのよう

な符しいよ長み寄りの努) j がされつつあるのであるが，ど

うも儲かりそうだからというので，後から ｲｾ ｾ ｾ 竹構造」

の製作に参加される人々の中に. あんがいそのような，

先人の苦しい努ノJ に注目しないで， jl 下落ちであった

り，関巡っていた，これまでの安易な行き方だけを兵似

ょうとして，再び同じテツを踏もうとしている人が多い

のは，まことに悲しい乙とである。

「剣:tf 椛造」の普及する! こnって，その製作' I J . は，か

なり下がってきているのではないかと ，私は観測する。

製作 ｴｾ がそのままのように見えているものの中には ， 技

術的 lこ数段向上してきたものもある。また，何かにおぶ

さっていたのが，ヤット独立して採算がとれるようにな

ってきた方 IIl lのものもある。これから，なおー居安くす

るには ， 相当思し、切った処置が必ｾかもしれない。それ

にしても， JJ f 1 工業者の方が，乙れだけの努ノJ をじて普及

lζ 努めているのに，制1 "r価絡がwi のままであるというの

は，一寸解しかねる。乙と l乙剣符は，流体などを輸送す

るためのものとして高〈売れるからというので「鋼管構

造」のための構造用鋼符も，そのおつきあいをして，普

通形鋼よりも何' ，liI Jか高いままであるとすれば，鋼rI メー

カーは，どう考えているのだろうかと，それを疑いたく

なる。 i場板から冷間成形する軽量] 閑却を普及させるため

には ， 怪 ｷＺｊｾ 銅をー ＱＱ 寺は加工するだけ煩みたいな価絡で

売っ ていたのと同じ鉄鋼メ ーカー である。鋼生F立五i の四

割以上を消化する建設部門ＨＨ属するｊｩｪＧｚＮＧ ｧｾ 妬の一つの分

野である乙とを考えれば. i 鋼? 守構造」を怪く見，構造

用鋼符対策を無視するわけにもし、かないはずだがと，私

は，不思議に思う。もうソロソロ，構造用銅符という部

門を一人前K ，輸送用鋼管と対比させて考え，乙れを

「鋼竹構造」で消化させる乙とを熱心に工夫する H寺期が

きてもよさそうだと思う。それだけではなL、。日本では

ヨーロッパなどとちがい，継目なし鋼管よりも fE縫竹の

比豆が互い。少なくとも，亙くなっていくといわれる。

それは当然1T;;}(C， 怪盆形鋼などと同じく l(' j' 板の大E

生産設備の稼動という条件lこ尻押しされており . いやで

もその ｾｩ ￮ｊｪｩ 開桁Ａこ采り ｌｉ｜ さねばならない立坊におかれて

いるものとし、わねばならない。乙のあたりに，花、は銅 ｾｴ｜Ｚ

メーカーと ， i 剣符構造」加工業行とが共通の不IJi!;:を

持ち，共同戦線を張り . 助け合って行く乙とのできる余

地があるものと考える。鋼符メーカーは加工業将から，

また，加工業才iは鋼符メーカ ーから，如何にして利絡を

吸い取ろうかと敵視しあうのは，いずれも仙し、乙とであ

り，ひいては建築界全体の，当然行なわれるべき進歩を

阻ちするものともいえるのではなかろうか。

5  工場生 産 と規 格化と 加 工々場

釧:i Hま，1111げでは H 形銘HCかなわなし、。だから， ビノレ

m誌などでは，柱だけに使われるのではなかろうか。し

かしトラスなら，抜作部がうまくじか熔接されるから当

然印刷刊IY; 逃J (こ ife配をあげたし、。しかも， I益恨 ・j末 ・

5笠などのおさまりが， i 鋼ゲ[ 構造」では，他の構造ほど

うまく行かぬとすれば，ほんとの「鋼代構造J の活躍す

る舞台は，工場 ・倉庫その他ということになると私は考
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える。しかも，普通形鋼を使う鋼構造以上rc工場におけ

る加工の技術水準が問題だとすれば，それでいて，なお

在来の鋼構造よりも「鋼管構造」の方が有利なものにな

るためには，その製作の作業を極度 lζ 工場』ζ 集中し，い

わゆる工場加工皮を上げて，現場の組立を極力短縮する

より外はないのではなかろうか。そうすれば，高い技術

水準を保つ ζ とも ，比較的楽になるであろう。 ζ れは，

「鋼符構造」だけではなく ，鋼構造一般の' 持性であり，

ただ「鋼管構造」にもっとも顕著に現われているにすぎ

ないものである。しかし工場加工度を上げ，その能率を

高めるように努力していると，ある段階で必ず現在まで

の，建物が注文生産品ゼある乙とにつきあたる。乙れが

見込み生産できる ならば，工場生産の能率は，明 らかに

高まり，製作資引下げ， したがって，製品価絡引下げが

可能になってくるであろうが，建築家には浪ー近までは，

口ではモデュ ーノレを Illr びながら ，さてとなると規格され

るのをいやがる風潮が否定できず，それが鋼構造の工場

加工度を上げるのに，限界を与えていたのはなかろう

か。しかし私は， I鋼管構造J 1ζ は，もっとも手近かに

救いがあると考える。それは，私が「鋼管構造J は，ま

ず工場 ・倉庫の類K 適しているのではないかと考えるか

らである。工場 ・倉庫等でも，いちいちちがった建物を

設計したがる建築家は，ないでもないようであるが，そ

れでもまだ，他の種類の建築に比べて特異な，独得の設

計をしてやろうという慾望をかきたてられる ζ とは少な

いし，それ以上に工場 ・倉庫なら，その注文主のソロパ

ンの威力の方が，はるかに有力なのが，普通だからであ

る。それな ら，主要な難しい部分を，全部規格化，襟現在

化するか，または規格化，標準化した部分の組合せに分

解する乙とは可能であろう。あるいはまた，洋服のイ ー

ジー ・オーダーのような，大部分または一部分だけの標

準化も可能であるかもしれない。しかし乙れは，ー企業

体内部だけでなしとげ得るかどうか，または逆κ ，どれ

だけの規模の企業体 ・加工身場になったら，それが可能

になるのかといったよう なところに，実はひじように大

きな問題が残されている。ある いは，日本全体として，

または関係業界で歩調を合わせて解決すべき問題かもし

れないが，アメリカや日本IC も，ーこそのような会社が

できてきたと乙ろをみると，まんざら私の3JJ- だけとはい

えないのではなかろうか。

一つの加工々場l ζ 極力仕事を集中することは， I鋼管

構造J を規格化，標準化しでもソロパン lζ あうような仕

事誌を，極力確保しようとするものであり ，一定数品以

上にまとまった規格品，標準品をそれぞれの部門で，能

率よく生産する乙とを可能にするものである。しかし，

乙のように仕事を集中すれば，加工々場の能率を高める

ζ とはできるが，昨今のように交通事情の悪い日本で

は，乙の乙とがそのまま逆1(， I鋼管椛造」普及のアイ
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路になりはしないだろうか。私は，それを心配してい

る。乙れを克服するには，ある程度工場を分散配置しな

ければならないかもしれな L、。しかも，その分散配置は

能率を低 feさせる。しかし，乙の矛盾した 2 条件に挟ま

れた中聞に，もっとも適当な解があるはずであり ，近々

にど乙かの会社が， ζ れを実証されるにちがいないと .

私はそれを期待したい。

1m工々場の分散配置にからんで，下請工場とか系列工

場とかいったものが，また一つの問題を提供するのでは

なかろうか。軽盈怪鋼は，地方に軽量鉄骨建築をもたら

し，その加工々場を育て，関係者に仕事を供給した。夜、

は， ζ れが軽E 形鋼建築が地方へ早く ，強く浸透した

つの有力な条件であったと信じている。いまの「鋼管構

造J 1ζ は，乙の平易さがない。少なくとも，工場の加工

技術水準には，もっと高いものが要求されているしま

た加工々場にはある程度の規模が必要であるとすると，

少なくとも一つの地方には，担当の技術水準を確保して

いる親工場を中心とした一群の系列工場といったような

形が必要で，その中心工場が加工技術の水準維持にあた

っていなければならないのではなかろうか。しかし将

来果して，私の想像するようになるか，ならないか，あ

たるも八卦，あたらぬも八卦ではある。

最後にもう一言。経由形鋼工場は，それぞれどんな小

さいものでも，何とかやっていけているように見える。

しかし， I鋼管構造」の加工は，そ うは参らぬ乙とはす

でにのべた。しかも ，管端加工から現場接手まで，まだ

決定版はなく，未完成の面が多くて，ああでもない，乙

うでもないといった，テンヤワンヤな面がある。それが

ある程度のグループが協力しなければ，ほんとの仕事に

ならないとすれば，グループとグループの競争が，ある

いは渦を巻くことになるかもしれなし、。それも ， I鋼竹

構造」の発達 lζ はよいのかもしれないが， しかし私は，

仲よく競争してほしいものだと思う。お互い同じ日本人

なのだから。

( 筆者阪大教奴 ・工問)



最 P  近 の

鈴 木

1 ま え が き

最近の建築界の動きをみ，また建築の生産方式l乙関す

る各方面の論説などを読むとき ，徐々 にではあるが大量

生産化の波がひじような力強さで押し寄せてきているこ

とがわかる。建築物は工場製品化のしにくいものではあ

るが，不足してくる労働力，短かくなってくる工期，増

大する需要，コストの低減，その上に要求される品質の

向上などいろいろな函から，決定づけられてくる方向で

ある。専門分化とその統ーという形態は，学問の| 立界だ

けでな く，技術の進歩につれてますます必要とされてく

る当然のｾではないだろうか。

P C 構造は，設計荷重l時にコンクリートにき裂を生 じ

ないこと，軽くて強く，復元性lζ 富んでいる乙と，プレ

ストレスの導入という操作で荷重織荷前lζ 部材の安全性

が保証される乙となと‘ 力学的に勝れた性質を持っている

上，耐火耐久性を具え，大スパン構造に適し， さらに

現場打のー体式構造とする乙ともできれば，大白生産方

式に通ずる組立一体式構造とする乙とも可能である。事

実乙れまでに実施さ れた PC 建築は，組立構造として計

画されている湯合が多く， コンクリートが主体構造の材

料として用いられているかぎり，乙の面での有望な将来

が約束されているという乙とができる。

わが国の PC 建築も，初期にはどくかぎられた専門家

によって設計され，施工の指導も行なわれていたが，そ

の後は乙れらの人々の絶ゆまざる研究と発展普及への努

力lζ よって，実施例も年有増加の一途をたどっている。

土木では ζ れまでの に 構造はもはや時代遅れとさ

れ，スパン 12 mまでの PC 橋桁は J 1  S として定められ

ており， PC 橋梁の生産高は銅製橋梁のそれと同程度に

まで発展してきている。もちろん建築物は，土木構造物

と同等に 2命ずる乙とはでき ないが，土木ではすでlζ 昭和

30年lこPC の設計 ・施工指針が制定されていた乙と，残

C  建 築 構 造

計 夫

築でも l沼初35年 2 月23 日付で建設省告示第 223 号として

高さ 16mまでの PC 構造は，従来の構造規定と同等に扱

われるようになり，また建築学会から昨年の秋に PC 設

計施工続準が発行されている乙となと・から，乙んど PC

構造{ 乙関する認識も次第に深まり，工湯建築だけでなく

都市建築などへの発展も充分予測されると乙ろである。

PC は高くつく，という乙とをよく耳にする。 m:tEの

PC m築が高価になっている乙とは否定できないが， 次

第l乙安くなってきている ζ とも事実であり RC 構造と

同程度のコストになるのもそう遠くはないと考えてい

る。他の構造と比べて一番経済的に有利だったという理

由で PC を用いている外国の発展普及ぶりを聞き，また

わが国の土木の状況をみるとき，一局その! 必を強くする

ものである。

また PC は設計も施工も面倒であるとよくいわれる。

その主な理由は，構造計算と施工とが非常ーに緊密K 結び

ついているためで，構造設計者はある施工法を想定し，

施工する 11頃序 Ir . 従って応力を求め断面設計をしなければ

ならないし，また施工者は計算蓄を理解し，そこに示さ

れた通りの順序に従って施工していく必要があるからで

あろう。しかし，いったん PC 構造の特性を理解してし

まえば，それ自身のもつ多様性を利用して，技術者とし

ての腕前を縦績に発侮する乙とができるはずである。

いずれにしても PC 構造の真価が充分発揮されるため

には，初めからその特徴を生かすような平面計画をし，

同時に適切な施工の計画も想定してい なければならな

し、。

以下に示す例は，筆者の手近にあった資料を集めたも

ので，最近実施された PC 建築をいくつか選んで，構造

技術者がまず問題とする構造計画や接合部などの構法を

中心とし，施工法など参考になりそうな点をとりだして

みた。
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写真 1

2. わ が 国 に お け る 最 近 の 実 施 例 よ り

2- 1  組 立 一 体 式 を 主 と し た も の

住友電工横浜製作所材 現在のところ に 椛造とし

て日 本最大 ， 世界でも有数の規模を持つ乙の第一 ｊｾｬ の工

場は ， 東海道線大船駅から少し東京よりの ｾｴ￟ｬｉ ｝ｬ ｃ その盗

を眺める乙とができる。( 写真 1) 乙の大規模 な P C 建

築が採用された理由は， 1) 工場の性質上位の少ない大

張聞の空間が必ｾであった乙と， 2 ) 台風時の災害に対

処するためと，耐震耐火の必ｾ上 ｒｃ 造の ｦｵ 駁と外壁が

32- 求された乙と ， 3 ) 上記の条件をみたす R C 造，鉄' r J .

造， P C 構造などの経済比較を行なった結果 P C 構造

がもっ とも優位を示した乙 となどである。 ζ の工場建屋

8 ，000 坪， 230 m X  140 m のなかは，R C 柱が張関方向に

23m7 3'1] ， 桁行方向には 20m13  J i l ] に配置されている。乙

乙に用いられた PC 部材は，柱から住! こ波された大梁と

各格聞にＭｾづっ配置された長さ ＲＳｭ の小泉と屋綴板と

して用いられた張問 10mのダブル T スラブである。

施工の) 1 瓜序は R C の柱を現場打し，工場敷地内で製作

された ｐｃ 大ｾｾをコライヤスクレーンで柱頂 ｬ こ架設し，

大栄単純支持の状態で小うたおよびグフソレ T スラブをの

せ，その後で深と柱を接合している。柱頂部には大栄を

のせるための持送りがつけ られており，柱と淡の結《の

; 干細は， 図 1および写真 2，ζ 示したように，波町j摘1から

写ｾｾ 2  

書I G， 

，¥ " 1 

アンカ ー用の鉄筋をだし P C 紫相互を鉄板または普通 図 1

筋で述結して乙の部分にコンクリー卜を打つという R C

構造の方式を採っている。大波と小史のl削、j けは写真 3

ｬ こ示すように大ｾｾ側面の尖起部 ｬζ 小ｾｾをのせ ， 後は柱頂

部と同級lこ処llli している。なお， ζ の突起部は 6一 世24

ｭｭ の ｐｃ 鋼 ｴｾ で， ;J<. - ' Hζ 締めつけてせん断J抵抗を大き

くしている。

柱と P C 架を R C 構造で結余する )j司法は従来から行な

われているが， 乙の工場礼子設に先立って，張関 10mの口

型実大ラ ーメンを製作し， 1政域実験を行なって，乙の結

*1 設計 日犯設計工芸dK K

胞工! l l J ! 斗s ]主， ピーエスコンクリート K K
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写n 4  

図 2

合部のI &JII 性が検討された。その結果柱頭部 tilJi が長期設

立|応ノJ に達するころ，すでに柱頭部の! 明性が低下し，そ

の ［ｪｾｾ で ｐｃ 集中央部の初き裂が卵性浬論値よりも早く

発11' . することがIY1 らかにされ( 詳細は3 Mj'. 度五t築学会大

会で発表されている) ， 乙の工場のｾ肱設計 ｛ζ は若干の

布Ii JEを行なったようである。この実験では，住が5誌の上

ｾ［ｍ で切られた状態の供試体を用いているが，柱がさらに

上lこ絞いているような場合lこは，一体打とほとんど変ら

ないくらいの剛性を示すであろうと考えている。

乙のm筏敷地では，目下 PC 構造による第二期工事が

進められている。

日本パイ リーンK K滋賀工場*2 * 海道線守山駅付

近の111窓から| 挑められる乙の工場は， ドイツとの技術提

悦 lζ よって不織布の生産を目標として五t投されたもので

その椛造計画には生産される製品にふさわしし刊新新な近

代化へのｾ欲が盛り込まれている。工場の機能上 ，秩 序

ある大きな空間と将来の桝築が符劫なこと ，およびとく

に耐火耐久性が望まれ ， 同時に工 ｪｾＱ の短縮と工ＱＧｩの節約

が要求された。乙れに対して鉄什構造は耐火耐久性の点

と当時の鉄 ＧＱＱ 工事益増大のための工 ｪｾＱ 上の不安から採り

上げられず，結局プレストレストコンクリートを主体と

する鉄筋コンクリート主11 立工法が採用されたものであ

る。

写真 4にこの工場の内部を示す。保1 ' 11; はつぎのように

構成されている。まず，現場打の RC 位が 16. 5m の間

断で張問方向に 5 ヂIJ ，桁行方向 lこ7 : 91] 自己位され，柱から

柱! こプレキャス卜の PC 祭が二本sl HIH乙架け波され，そ

' 2 没3十 t師老原犯I築設計ul あ所， 坪井研究室， ヒーエスコンクリート

K K  

緬工竹中工務! 古， ピーエスコンクリート K K

写真 5

の二本の PC 決 l乙跨ってダブル T スラブが並べられてい

る。格問中央郎の約 10X 10mの空間は現場打のシェルで

なiわれている。乙のシエ J レは写真にみられるように， PC 

史上に於とi I T f ! J'ζ 采せられたプレキャスト部材の接合部

で 4 点支持されている。すなわち，ゾエノレの荷' I l はダブ

ノレ T スラブに加えられていない。なお，最初は乙の部分

を HP シェルとし ，乙れを工場で分割l製作して現場で組

立てるよう，11'画されたが，輸送上の困難から現場打に変

更されたものである。外壁はプレキャストの RC 板で構

成されている。乙のようにこの建物は可能なかぎりプレ

キャスト部材を使用した組立工法( ( よっている。

施工は， 1正磁から RC 柱ーまでを完成し，これに PC 架

を架設し，単純支持の状態でダフソレ T スラブを- * せて柱

頂部の PC ｾｾの接合を行なう。それには 図 Ｒ に示すよう

に，頂部のコンクリート打をし，対向する PC ｾｾＯ，ｪ 上部

の欠き込み問を PC 銅村長で締め付けて述結するという方

法が係られている。柱頂部帥11委後lこシエノレが施工され

た。したがって PC 大栄の設計は柱頂部の接合までは単

純梁とし，談合後の鉛直荷E 一一シエ J レ，防水JITl . およ

び積雪による荷i H: - ( ζ 対してはラ ーメ ンとして設計さ

れている。なお地震ノI _ j (ζ 対しては，柱は村7耳iでピン支持

の状態として扱われており， PC 紫は緊結されたために

生ずる地以 ＱＱ 与の ｾ［ｍ 剖 ｩ モ ーメン卜の増加 に対しても安今で

あるように考慮されている。

PC ヌとおよびダブル T スラブの架設には 15 t クレーン

(Pι H 1225 ａ Ｉ が用いられた。深設 ｴｩｾＩｊ は Ｑ LI 当り PC

栄( 棋準型 'llfil 6. 4 t )  8  Aド， ダブル T スラプ( 棺: 準型

重 量 1.6 t  ) は 40- .50 枚程度であり ，全体の製設は20間

で完了している。

オリ エンタルコンクリ ー ト社屋4 乙の泌物は地附

部分を除いて令官hが基本的につき、の 5 沼野1，すなわち，

PC 釧俸を使用した柱， ヌt， 桁行壁， 張問壁 (コ アー

壁) およびストランド使用のタフツレT 床からなり ，乙れ

らはすべて工場製品として現場κ 級入され組立てられた

*3 J主計 鉄道会館』設計ーI l lli 所，横山砲築構造設計。11必所

HJi工 K K熊谷組，オリエ " . / ? J レコンヲリート K K
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ものであり ，建物の外観は写真 6 ( 乙示すように乙れらの

部材が組合された姿そのものである。 図 3，乙正u物の架構

および構造詳細などを示したが，乙れから分るように桁

行方向には祭がなししたがって水平力はすべて桁行壁

に与えられている。前記 2 例と異なり ， 乙のl l ¥物では部

材相互の接合音fl にはすべてフ。レストレスを綿入して悶IJ 接

している。すなわち，地下 院 部分とは鋼旅によって圧

計され， また外壁ノマネノレはリブの部分 lζ 鋼搾が通され，

7 J < 平の鋼搾は柱も貫通してパネルは縦横両方向から締め

付けられている。施工は，柱のl l ¥込み. ＳＰ ｾ ぢプレストレ

スの導入された PC 大梁の架設，柱と大栄の圧ず'f ，ダブ

ルT 板の架設，大梁の残りの7096プレストレスの導入，

乙れと前後して外壁パネノレの取付，および乙の鋼搾緊張

による圧計，という順序で行なわれた。

経済性については. RC 構造 IL よる同程度の事務所建

築の構造平均単価の Ｑｏ ｾＱ Ｕ ＹＶ 高い程度であった ， と報告

されているが，乙の社屋にとの工法が採用されたのは，

当社が PC 専門業者であるととが大きな理由であると思

われ，いずれにしてもとの建物の完成K よって ζ のよう

な組立工法に対する多くのお重 な資料が残されたであろ

っ。

鈴木金属工業 K K習志野工場料 PC 銅線などを生

産する乙の工場は， 目下習志野の責鹿の中に建設中であ

り， E;it 屋平田は柱間隔 9mと18m'ζ よって椛成された99m

x  153 m ( 4， 580 坪) .  しかも乙れは第一期工事という規

模の大きなものである。基礎， 地ヰ ｉ ｾ の 他はすべて ｐ ｃ

構造で，まず柱は現場打，大梁は同工場数地内でー木物

*4  f没計松岡平田設計事務所，極東鋼弦コンヲリート K K

施 工 向 島 正n投，オリエンタルコン空リート K K
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として製作され，桁行の小史，ダブノレ T スラブその他雨

樋，防水抑へ，間柱など小部材にいたるまで工場製品の

PC 部材が用いられている。

架檎の詳細を図 4，ζ 示す。乙の構造計画の特徴は，張

問方向が凹凸形の屋根になっており，その低い方の架織

は大梁を柱 lζ 圧おしてラーメン構造とし， 二つの ラーメ

ンを単純決がつないでいるととである。また桁行方向は

地中梁でつなぎ，小梁は単純ｾとして架せられ，単なる

つなぎ材である。ラーメン架構と単純梁との接合の詳細

を図 5に示す。桁行方向の小史も同様な手法を用いてい

る。

京浜倉庫横浜山下埠頭倉庫*5 地上 4 師寺l l ¥延面積

4，000坪の乙の建物も目下建設中であるが，ここでは PC

部材は前 4 例とは少し異なった考え方で mいられてい

る。乙の建物平田は図 6，ζ 示すよう IL RC 構造の柱，間

柱. m: で 10個のブロック lζ 区illlJ され，乙の形がそのまま

最上屈まで立ち上っている。また，乙の間仕切部分lζ 含

まれた祭も RC 構造である。 PC 部材は桁行方向! こ単純

架として並べられた床梁だけである( 図7)。床はこ れ ら

の P C 梁K 型枠を直接釣込んでコンクリ ー卜打される。

合計 320 .4:の PC ｾ誌を一種類 ｋ 統一して施工を容易に

し各階どとに奨なる床荷主 (C対しては架の間隔を変え

て応じている。乙れまでの 4 例 lζ 比べれば PC 部材の使

い方や秘法など平凡ではあるが. RC 構造との組合せの

なかで PC 構造の特徴が充分生かされ，施工に関する経

済性も考慮されて. P C 構造の発展の一つの方向を示し

たよい例である。乙の建築の屋狼はシリンダーシェルで

図 3

吻5 殺 計 井 上 間 設 計ul 務所

』住工白石u ! 般K K
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図 8

被われているが，総工費l乙対する坪単価は約 8 万円との

ことである。施工は R C 構造の間仕切を最上部まで打ち

上げ，P  &  H を用いて 4 階床の P C ｾ誌を架設し ， 後は乙

の5誌を利用して 3 附床梁を，同様にして 2 附床の然を吊

上架設するようである。

その他，肯川屯工横浜電線製造所綜合休憩所*6 では，

柱の途中K 鋼旅を アンカーしてヌミを圧析している。した

がって，乙の場合柱は鋼捧の埋込先端付近を墳として上

が PC 構造，下が R C 構造と なっている。同級な方法

が，国鉄大阪環状線高架橋ラ ーメンにも用いられてい

る。

2- 2  現場 打一体式を主としたもの

組立構造の場合，大部分プレス トレス導入併の部材が

用いられるので，導入時の部材紬縮みによる二次的応力

は考えな くてよい場合がほ とんどである。しかし以下に

のべる ・休打の場合では，導入による二次応力は避け難

いものであり ，乙れに対 していろいろ な工夫が行なわれ

ている。また現場打一体式構造は，梁臼歪が大きすぎて

架設が困難な場合，あるいはとれまでの R C 構造におけ

る場所打コンクリ ー トの経験を生かそうとする場合lζ 適

した工法である。

淑徳学園体育館校舎*7 図 8，ζ 示したように 1 1絡が

体育館および講堂に使われ，その上lζ 2 1物処の校舎が乗

っている。 P C 部材は張関 24m の紫だけで 4. 5m 間隔に

6 .4cならび，その両隣りは R C ラー メンになっている。

施工は P C 柱と P C 大梁が一体打され，導入H寺の P C 梁

の大き な反り上りによる二次応ノりをさけるため，まず予

定導入プレストレスカの一部を導入 し，残りはニ附ス ラ

ブのコンク リート 打後，二階校舎施工後および 3 階部分

の施工後の三段階K わけで導入された。一般に一体打さ

れた場合の柱の IlI lげモ ーメン トは，導入による IUI げモ ー

メントと鉛直荷重による曲げモ ーメン トとが互いに 打消

し合ってそれ程大きくは ならず，柱断而は地震! とよっ て

決るのが普通のようである 。

崎玉県農林会館柑 地下 1 階地上 4 階のこの ピJ レは

目下位設中で，地階の通柱， 1 - 4 断の柱，大祭および

小! 震の主体構造はすべて P C で計画されている。 図 9，ζ  

各附共通の史伏図を示す。柱，大衆，小史およびスラブ

のコンク リート は一打体されてプ レス トレスが導入さ れ

るが，乙の作業は下の居から一周ずづ行なわれ る。

乙の建物を採り 上げた理!由は，大栄のプレス トレスの

羽入を確実にするために，特殊な方法が用いられている

*6 般骨f 討ミ総菅野建築設計( j J f J 5所， 極l I J 鋼1五コン世リート K K

細工 m水正E設，興有lコンクリート

匂 股 肝 吉村正s築耳1:&5所，坂研究室

細 工 太 嗣ij! 政，オリエンタリコンクリート K K

*8 設計約豊臣研兜釜，オリエノタルコン空リート K K

施工 K K戸田組，オリエンタルコン合リ ー トK K
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からである。それは図10!ζ 示すようにまず柱のフ ランジ

に相当する部分だけコンクリ ート を打ってJK半万向の柱

の剛性を小さくし，大渋にプレストレスを導入後残りの

ウエッフ' に相当する部分のコンクリート打をし，その後

でPC剣持でウエフ" を締めつけて合成性とするもので，乙

れは特許= 工法になっている。乙の工法は，ここでは 4 ス

パンにわたる桁行方向にのみ用いられているが，乙れと

同じ方法で 1 スパン 2 階建の大 l川、製粉i K K 門司工助

事務所が施工されている。

伏見信用金庫坤 柱のない大常業室と，その上にさ

らにこ胞のポ務室が設けられる乙とから ，計業主上部は

図11 Ａ乙示すような ｐ ｃ 絡子ｾ， ｬｬ の床が用いられ，絡子決の

交点から上の| 併のれが立上 っている。* 名子決およびスラ

ブコンクリートは一体打されたが，プレストレスの導入

を確実にす Jらため，柱は図12に示すように欽' FJ コア ーを

用い，プレストレス将入後 IC乙のまわりにコンク リート

を打って杭が完成された。なお乙の絡子史には PC 鋼棒

が用いられ，鉄' 円コアーの目仮をそのままアンカープレ

ート に利用している。

乙の工法による住と淡の抜作部は，実験の結果から完

全( 乙剛接される乙とがI!t J らかにされた。

このように乙の建物では，一体打の絡子組! ぷが用いら

れているが，児 ｉｾ 刊了庁合では議場 ＱＸｭ ｘ 18 m の上部l乙組

ι 方式の絡子主11床を用いている。すなわち PC ;J附Igjl 材

は12倒の決ブロックと 4 例の交点フロックとから成り，

乙れらをステージングの上で; J I二桁に配置して，白地コン

ク リート を施工し，プレストレスの導入によって各フ' ロ

ックを汗γ; し. ;J I・桁組を完成した。乙の)1 桁組をれ: で単

純支持して，スラブおよび小史の型枠を釣込みコンクリ

ート を打って，柱頭部はその後で R C 構造として接合さ

れた。

50.4  
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梁瀬自動車本社*10 P C と RC 両方が適当に組合せ

られた乙の建物は地下 1 1仇 地 上 2 1続五t. ただしスパン

18 m の部分は4師寺mになっている。( 図 13) 乙乙に用い

られた PC の住も大栄もともに現場打ポストテンション

方式で， 図141c示すように柱と梁は坂伯雄博士の特持工

法によって阿H妾されている。すなわち柱を大史下町ii まで

コンクリート打して柱の鋼村長 8 . ，j ，; のうち 4 * を緊張定Jqー

する。大波のコンクリートを柱内而まで打ってプレスト

レスを導入し. tJ 1 . 純支持の状態でスラフヂを現場打して大

ｾｾｉ 乙スラブ荷￵ｦｩＺをうえる。その後で柱および大栄の剣搾

をカップラーで延長して史上端までの柱のコンクリート

打をし，再び柱および決のすべての鋼絡を緊張定おして

剛接するという方法である。なおスラブは，プレキャス

止一
P Cばワ

図 11

占村犯13匝'jlf.6所，板研究室

t曹関量IK K . I幽コン 9 リート K K

制 吹ru築 t役3十日必所，岡本ru築設計 'jlf.6m

白石ru投

*9 ; 没計

!ui工

*10 設計

雌 工

図 12
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干 PC 小東を 2 m間隔で大祭』ζ 単純支持状態で架設し，

ス ラプ型枠は乙の小5誌に釣込んで現場一打をしている。

コストは R C 構造とした場合より 596ほど高くなって

かるが，これは乙の現場が一つのテストケ ースとして考

/ P  一C一誼ー
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叶
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図 15

白地コンク' / ート 補助街柑 l uf H竃

， 

図 16

えられて，部材 lζ 余分の安全性が与えられているためで

あって， R C とほとんど変らないコストで大スバンの建

物を施工できるのも間近いであろう，との乙とである。

2- 3  ダブルT スラブ

今まで述べた実胞{ 9IHζ も示さ れているように，乙れま

でに施工された PC 建築は，特lζ 組立構造とされている

場合(Cはそのほとんどが床にダブル T スラプを採用して

いる。それは，重量が ｒｃ 床の半分となり，小ｾも要ら

ず，施工は相応の線設機械を用芯すれば工期は短縮さ

れ，また林立するサポート や型枠Jt の散在しないきれい

な現場が提供され，架設すればそれがすぐ床として使え

る上に，他の PC 床材lζ 比較して最も経済的に生産され

るからである。しかし乙れも使い方を誤れば却って不経

済なものになる。規J肢の大きい建物 lζ 大f立に用い架設の

乙とも考慮に入れて計画する ζ とが必変ーである。大品生

産化のために，建築学会の PC 設計飽工規準では張間 5

- 1 0 m，高さ 20- 40c mの範囲で乙のダフソレ T スラブを規

絡化 して便利な設計表を与えている。

次』ζ ，特l乙ダフツレ T スラブを用いている例を二，三示

す。

図15にハリス KK 小田原工場決11 の断面図とその屋板lζ

用いられた張関 16mのダブ J レT スラプ断面を示す。乙れ

を支えている桁行方向の梁および柱は RC 構造で，張問

方向には小梁はもちろんラ ーメ ン紫もない。すなわち柱

や外壁l主張関方向の水平カ l乙対して片持決として設計さ

れている。桁行は 16 X 7. 2mでスラブの数はそれほど多く

はないが ，PC 製作工場に近いという立地条件を考慮に入

れて計画されたものである。 なお711屋市庁舎の議場屋根

には，乙れよりもさらに 1 m 長いダブル T スラブが用い

られているが，乙れは現在わが国では最大の様である。

建築而秘 ＲＴＰＲｭ Ｒ ， 延而宥ｾ 5336m
2

の船橋ヘノレスセンタ

ーホテノレ*12は. 工期を短縮する乙とが第一条件とされた

ため，鉄' 同・架檎，ダブノレ T スラプおよび，その他の組立

材が可能な限り用いられている。 総数 627 枚のダフツレ T

スラブの架設には能力 7 トンのクローラークレーンを用

いているが. 2 階建部分のダフソレT スラブ総数222枚は，

平均 1 日25枚，最高50枚を架設し， 3 1併ru部分では，平

均一日 51枚，最高88枚架設したとのことである。架設の

桜様を写真 7 に示す。ダフツレT スラブと鉄骨との取イ、j は

ダブル T スラブ下端lζ 埋設した鉄板を鉄' 円 lζ 椀接してい

る。

次l乙，図16:こダブル T スラブの E没31ーの一例を示す。隣

接ダ フソレ T スラブとの接合は，ほとんど例外なくこのよ

.11  i設計 日正il 設計工必K K

施工西松i i ! : l I l : . ピーエスコンクリート K K

ホ12 設計 . Ml i 工西松ru投

PC 工 事 ピーエスコンクリ ー トK K
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写真 7 写真 B

うな方法が用いられているようである。大ｾ上の取付は

大ｾを同図のよう ｬζ しないで ｉ 型断面にして点線のよう

な補助筋を用いるなどいろいろ行なわれているが，いづ

れも大同小異である。また . 実大のダブ J レT スラブを用

いた試験もいろいろ行なわれている。 写真 BはIJIJ : i 己ハリ

ス K K 工場に用いた夕、、フVレT スラブの赦荷試験|時の状況

を示すものである。乙れは支悶 14 . 5 m で¥1車荷し，中央

が 1m 近く挑んで床に接触しそうになったときのもので

結局破域させることが出来ず， ζ のスラブの粘り強さが

確認された。その他各種の試験からその性能も lifJ らかに

され安全! I : . 使用出来る乙とが確められている。

夕、フツレ T スラブは架設すればそのまま床として佼える

とはいえ，鉄筋の溶接，目地コンク リート の施工なとそ

の後の下rmがなかなか大変であり，部材が長いときは特

に反り上りの不揃いのため仕上げのやりにくい場合が多

く，ま たドライブイツトが手IJ かない，などという声を現

場の技術者守からよく聞かされる。しかしいろいろ改良工

夫されてきたとれまでの経過をみてみると ，乙のような

問題もいづれは解決され，あるいは問題とされな くな

り，乙のスラブのもつ本来の特性が次第にとl : かされてく

るであろうと考えている。

3.  P C 橋造 に よ る 高層 架構 の 問題

現在 PC flY; 造を用いた世界でもっとも高いビ J レは，昨

年ホノルノレに完成された25階建の A la，Mo ana ビノレであ

る。乙の ｉｉ 物は大ｾと小梁が ｐ ｃ 部材で ， 他の構造体は

現場打のようである。乙れより先，シャト J レに完成され

た2 11終処の Nart i on ｂｬ､ｧ では，張問 ＲＱｭ の ｐｃ 小ｾｾと

欽' 円鉄筋 コンクリート構造との巧みな組合せで出来上っ

ており，従来の欽什高層家屋より llrt 価 lζ 出来たといわれ

ている。米国以外でも PC 高層II 築は数多く実施されて

いる。

上記のビノレがi也i WC対してどの程度考} . ; 包されている か

は不明であるが，とくに地震が問題とされるわが国で‘

は，地h!i! こ対して安全確実な高層架織を設計し施工する

ためには，それ相応の充分過ぎる研究と経験が必要であ

ろう。しかし ζ れまでの説明 [ζ も述べたように柱 I ｾ ｊ＠
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などの部材を完全に剛( 1 : . 接合する方法もすでに幾っか実

施されまたダフツレ T スラブを用いたほの一体性も実験に

よって確かめられるなど絶えずその方面の研究は進めら

れている。

今医者・は1刊に，大梁は PC， 柱は@j i' 円鉄筋コンクリート

構造，床lζ ダブル T スラブを用いた。張間約 10 m，j[ijさ

約 30mの ? 階建のビ J レを計算したことがあるが，楽に設

計する乙とができた。すなわち. 構法や構造設; 十の而か

ら， PC 構造による高層のビ J レは可能であるということ

が出来る。わが国では高層 lζ 属するようなビルに PC 構

造が用い られた例は少なくは ないが，差し当っては特別

な認可のい らない高さ 16 m 辺 りまでの rlJ 府ビノレに発展

し，これを足掛りとして上に伸びていくものと恩われ

る。

4. あ と が き

以上，最近実施された PC 建築を幾っか採り上げて.

PC 構造を用いる場合， どのような平面計画，椛法およ

び胞工の方法が採られているかをみてきたが，紙数の| 珂

係で充分な説明が HI，来なかったのは残念である。しかし

とれによって少しでも PC 構造がより正し く理解さ れ，

その特徴を生かすような有効適切な使い方で今後の述築

物のHi i ! TI の lt に採り入れ られるようになれば， 乍者ーの苛ー

とすると乙ろである。

なお， PC 建築は乙の他数多く実施されており， また

シェ J レ椛造やリフト ・スラブ工法などへの応用も走〈欲的

な技術者によって行なわれているが，乙れは別の| 後会に

ゆずることにした。

fcl ' 後に 4行鋒なご; 怠見を与えて下さった坂i ¥i " . Mt 先生に

深く感謝の; 芯を表すとともに，資料を提供して下さった

E々にも厚くお礼を申し上げます。
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伴 探氏( 司会) 若林 尖氏

総
且

早第 員Ij

司会 乙の「鉄骨鉄筋コンク リート 構造計算規準」の

総則や解説や，序文な どを読みますと ，鉄骨鉄筋コンク

リート造は日本独特のものなんだという窓味の乙とが告

いてあり，外国では， 乙のよう な構造形式は少ない。し

たがって，計算規準の内容も日本独特のものであるとい

うわけでしょう。特長としては，累加強度式を用いると

いう乙となんですが， f12から欽什鉄筋コンクリ ート の実

験をやっておられる若林さんあたりに ，鉄' r 1 欽筋コンク

リート材が，鉄筋コンクリート材とくらべて性絡の異な

っている点をお話し願いたいのです。

若林 鉄f Jo鉄筋コンクリートが，わが国に輸入された

のは大正の中頃で，当初は現在の形と大分巡っていまし

た。大体が大型の形鋼をコンクリ ート で包んだものであ

りましたが，その後次第に小型のアングノレ材などで鉄' 丹

を組み，鉄筋を相当使うようになって，現在普通にみら

れるような形になったのです。そういうわけで，断面の

形式その他も外国のものと巡ってきていますし，荷重条

件などもわが国d1l 特の事情があります。乙れは，主に地

震カのことですが，たとえば外国の場合だと ，柱』乙大き

なせん断力が加わる ζ とはほとんどありませんし，モー

メント にしても地震力によっ て，逆対称の応力が働くと

いうわけで，どうして も日本での実験的研究に待たねば

ならない点が多くでてまいります。戦前には，乙のよう

な研究は，どくわずかしか行なわれておりませんでした

が，終戦後，各所で組織的な実験的研究が行なわれ，現

在の規準の基礎ができたわけです。はりの l出げ耐力とか

柱の中心圧縮あるいは偏心圧縮耐力に関しては，鋼材が

欽' f J oであっても鉄筋であってもほとんど相逃はなく ，鉄

筋コンクリートの終局強度式で耐力を予想できます。た

だ，耐1J ( ζ 達してのち大変形を起すまでの性状について

は，鉄骨の方が鉄筋よりも優れています。はりや柱のせ

ん断耐力! こ関しては， まだ正確な終局強度式が確立して
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末永 保美氏 山田 泌氏 佐 々 木 保 氏

いません。鉄骨のウエブ材では，ラチスやトラスの形式

のものが耐力，籾性ともに優れています。スタラップに

よるせん断補強では，スタラップの監をいくら大きくし

ても， せん断耐カはある限度以上 lに乙はあがりませんが，

ラチ スや トラス型の ウエフ

をいくらでも上げる乙とができます。また強剛な鉄骨を

もっ鉄骨鉄筋コンクリートでは， fut 力lζ 達して以後，そ

のままの状態で変形しうる能力が鉄筋コンクリ ート の10

倍もあるという報告もあり ，靭性[ 乙富んでいることは確

かです。と乙ろがタイプレート は，せん断抵抗の増大に

は有効でなく，同じ強さのスタラップの 2 分の 1 位の効

果しかない乙とが確かめら れて います。つ ぎに仕口です

が，鉄筋コンクリートでは全然苦労しないようなと乙ろ

が，鉄骨ではもっとも難しいと乙ろとなっています。つ

まり，鉄骨部分の力がすなおに伝わるようにすると，鉄

骨がコンクリ ート 打ちの邪魔になり ， コンクリートを楽

に打てるようにすると，力の伝わりかたが信頼できるよ

うなものと ならないというよ うな乙とも ありますし，鉄

筋の辺道やアンカーが鉄骨に邪魔されるということも起

乙り，設計者の一番苦労すると乙ろだろうと思います。

以上，鉄骨鉄筋コンクリ ー トは籾性に富んでいるという

ような乙とをいいましたが，いままで分っているのはほ

とんど定性的な乙とで，定量的に乙れらを比較するのは

乙んどの問題です。

司会 山田さん， ドイツあたりで，乙ういうような形

式の鉄骨鉄筋コンクリ ー トの研究をやってないんです

か。

山回 日本式の鉄骨ラチスを，鉄筋コンク リート lこい

れるようなものはやっておりませんし，研究もないよう

です。地震が全くありませんから ，鉄筋コンク リート構

造ででも相当高胞なものが作れます。ですから， 口本の

鉄骨鉄筋というゆきかたのものは全くないわけです。鉄

骨構造か，鉄筋コンクリ ート 構造か，どちらかです。た

だ似た面の理論的研究としては，橋梁などに行なわれて

いる ，合成桁のような形で研究が進められている，とは

いえましょう。もちろん，かつ てゲーラーな んかも形鋼
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をコンクリート lζ 思めたようなタイプのものは実験して

いたようですが，乙れは，たとえば，柱材として使うと

きの中心圧縮のコンクリートと，鉄骨との協力の工合を

知るというようなことだと思います。ところが，日 本の

鉄骨鉄筋というものは，どちらかというと，鉄筋コンク

リート構造でやろうとしても，鉄筋が入らぬようなと乙

ろを，鉄骨l乙置き換えてゆくという方向からスター卜し

たものが多いようです。普通のヒソレでも ，高j毘になって

くると，鉄筋ではうまくいかないので鉄骨鉄筋でやる場

合が多い。その点， ドイツなんかで昔ゲーラーがやって

おったのと本質的に迷うと思うのです。

司会 現在行なわれている鉄骨鉄筋で，ラチ ス形式の

鉄骨を鉄筋コンクリー卜でまく場合と ，もっとはりの強

度が必要な場合IC，フルウエブのプレートガー夕、ーを鉄

筋コンクリートでまく場合とは，実験上性格が巡ってく

ると思います。末永さん，どうですか。

末永 世lけ. 材について若林さんがいわれたように，従

来主l乙I 型セクションではりの' .'ャ ーとか柱のシャーの

実験を行なってきました。昨年より ，私のとこ ろで H 形

鋼を利用して，はり，柱の実験を行なっておりますが，

はりのせん断実験を例ＱｌｾＺｩしますとコンクリートの斜包

裂発生以前の低荷重における性質は，従来の鉄骨コンク

リー トと全く同様でありますが，初期せん断きれつ荷重

は，ウエブ板厚の変化によって異なり，ウエプ板厚が厚

いほど大きいようです。 H 形鋼としての断面の性状が，

I 形鋼の応力にくらべて，大きいとい う乙とがいえると

思います。したがって H 形鋼を利用した鉄骨コンクリ

ート ばりのせん断耐力は H 形鏑自身の耐力が重要な部

分を占めております。やはり I 型セクションで，ラチス

プレート に使うよう な場合は，お互いにコンクリー トが

述絡しておるのですが， HJ彰鋼の場合は，乙れらは完全

にはだ離れしているので， コンクリートの強度はあまり

重要な役目を果していないように思います。

若林 いまの規準の考えだと ，せん断きれつのでる荷

重は，なかに入っているせん断補強材の多寡に関係がな

いという立が] なんです。乙れは非充l復型の場合の実験結

果から導かれたものですが，充腹型の場合だと，始めか

らウ エプ材がある程度せん断応力を負担するので， ウエ

ブプレートの厚さが厚くなってくれば，きれつ荷重が上

ってきます。乙の点が，耐力が大きいという点のほかに

充腹型鉄骨の優れた点ではないでしょうか。いまいわれ

たように，いずれにしても既製の製品ではせん断抵抗が

強いので，せん断1政地の乙とはあまり問題にならないと

思います。

司会 そういうわけで，鉄骨コンクリートと様子が異

なっていると思います。したがって，学会でそのような

規準を作ったそうで，ずっと以前に私も，乙のような; ; ' 1

r . t をどのようにやっているのかというのを調べた乙とが

あるんですけれど，これは鉄' 門・の誌や鉄筋の量で巡って

きますが。ある人は，全体のモ ーメントの何96かを鉄筋

にかけると，あとは鉄骨にかけるとか，半分づつすると

か，非常にまちまちだったのですが，その点，実験結果

l ζ2まずいて， だいたい通路ができ てきたという乙とは結

構なことと恩います。一番問題になるのは，充填された

コンクリートが鉄骨とー体となるのが理想なのですが，

なかなかうまく充脱されませんので，在来の古い9 ] 物を

修理されたときとか，あるいは新しい建物などで何かの

ｾｪｊＧ前で取 り壊すようなときに，アングノレの下なんか， コ

ンクリ ートがまわっていなかったり，密着していないと

ころがどれくらいあったか，実際工事にあたっておられ

る方l乙，もし経験があ りましたらおっしゃって下さい。

木田 定量的にいいにくいけれども ，完全に充填され

ていない場合は多々あります。それでまた，完全に充填

されないよう な設計も多いです。

司会 なかなかコンクリ ートが入 らないわけですね。

木田 現実に，完全に充填できるように設計したので

は， tlt 間相場がはずれますから，どうしでも ある程度コ

ンクリ ート の廻り難し、と乙ろができるようです。

司会 佐々木さん，監督されましてどうですか。

佐々木 ースパン分向乙うからの雨漏り から偶然にわ

かったのですが，下げん材の下端( 乙沿ってきたという乙

とから，鉄骨鉄筋コンク リー卜 は完全に充填し難いもの
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木 田 幸 夫 氏 小阪 磁夫氏 倉 石 禿 夫 氏

と初めて分ったのです。

山田 実験室での乙とを，pしますと ，もちろん比較的

サイズも小 さく なり ，現場とはかなり差がありますが.

-応将辺の60 x 60のアンクノレを侠い ，1"11250，せいが400

ぐらい，実物よ りは少し小さい程度のテス トピースで，

打ち込みにはパイプレーターをかけて非常にきれいに打

ち込み，型わくにもノてイプレーターをかけ，仕上ったと

ζ ろは豆板も な く，一見非常によくみえるんです，と乙

ろが荷主をPli 性域を乙えて. 1技法近くにもってくると初

めて案外にも ， コンクリ ー トのなかにスがある乙とが発

ｊ ｾ される乙とが非常に多いんです。これから考えると，

現実にたとえ豆板も な く，きれいに打て て いるように

みえてもスのあるのが多いんじゃないかと思えるんで

す。

司会 そういう経験は，実際に知らさ なかったけれど

私にもあります。実は，ある建物の荷亙試験をやったこ

とがあり ，鉄骨 コンクリ ー トではりの下端でコンクリ ー

ト而( 乙タイアノレゲージがあって，デフレクションを測る

のと ，穴をあけて鉄骨のフランジの下面のデフレクショ

ンを測定するのと ，結果が非常にちがってきます。結局

外 OII Jのひふくの コンクリ ー トと，中側の欽什とが別の変

形をしているというわけです。それで，簡単に コンクリ

ート而のたわみだけを測って，はり全体の判定は下しに

くいのです。乙れも空げきがあるためのJJE轡だと思うん

です。規準では，このような空隙の乙とをどのように取

り倣っていますか。

末永 直接空げさというものは考えてはいませんが2

許作応力度のところで鉄骨のポンドストレスはそういう

点で低下すると考えてあります。

若林 そうです。欽' 自鉄筋コンクリー トでは，はりの

アングノレの下O[l Jは，付着面積から除く乙とになっている

のもそのためです。鉄骨1 ' 1体がせん断ノJ を伝えるように

設計されていれば問題がないのですが，欽' 目の付お弦! さ

に頼っていながら ，施工が設計の仮定通りにでき ていな

ければ乙まりますね。それから曲げに対しては，はりの

141合はあまり問題がないでしょう。というのは鉄' 円-鉄筋
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コンクリ ー トでは，鉄筋置はたいてい釣合鉄筋比以下で

すから ，コンク リー トが多少つまっ ていないところがあ

っても，耐力はあまり低下しないものと考えられます。

柱では，コ ンク リー トの充填の良不良が直接耐)] にひび

きますので，士見準では欽' 円・の存在によっ て充填が悪くな

るのを見込んで，許容) ] を低減するようにしてありま

す。

第 二 章

材料および許容応力度

司会 つぎに，各条項についてディスカッゾョンをし

て下さい。若林さんなどは乙の計算規準を作られた一人

ですから ，その辺のすE怖をよく知っ ておら れるので，彼

にものを聞くよう なタイプでど うそ‘ 。いままで話してき

たのは総則のよう なところです。第二章の「材料および

許; s : 応力度J ，乙 れは何か特別 {ζ 注意しなければならな

いと乙ろがありますか。

木田 最近 5541 の鉄骨を使う乙とがありますしま

た 5S 50 ， 5M50など，欽筋でも 5549 などの材料が使い

はじめられています。その場合lζ ，鉄骨は 5541 を使用

して， 鉄筋は 5539 を佼うのが一番普通だと思いますが

乙の場合は問題がないとしても，鉄骨は 5 M50 を使い，

鉄筋は S539 を使ったりした場合，またその逆の場合ド

どう なるのか。

若林 強さの追うものの混用は，原則として，支障な

いと思います。つまり，降伏点の低い鋼材が先l乙降伏し

つぎに高強度のものが降伏することになり， 累加l強度式

は乙のよう な場合 lζ も成立するからです。ただ， コンク

リー トのl V J i 域ひずみ度が普通 0.396 ぐらいですから，あ

まり高強度のものを使うと ， コンク リート のひずみ度が

鋼材のひずみ度に追従でき ないということ が起乙ります

ので，乙の点は考えておかなければならないでしょう。



|川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川山川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川|リ川川川11川川川11川川川11川川川|リ川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川|リ川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川1111川川川11川川11川11 
|  

司会 理論としてはそうなりますが，乙乙で一番心配

なのは普通鋼材と称する材料で，これを用いるときは深

い注意が必要です。

久保田 直接乙の規準には関係がありませんが，最近

ノーハンチの建物が多くなり，コネクションまわりを溶

接する場合が多いと思うのです。現在の溶接規準は，割

合簡略なものがあるだけで， なかでも作業方法によって

は，個材の耐力をフ J レlこ使えるという規定があります。

たとえば，回転ジグ，ポジショナ - etc を用い，慎重

に溶接した場合でも， 10 個のうちに 2- 3 個の不良がで

てくるとなれば，溶接の許容強度を考えなおさねばと思

うのですが，まどうですか。アングノレ l乙プレートを溶接

したり，いろいろと仕口が難しいのでそんな乙とをやっ

ている のだと思いますが，大分ひどいようなのがありま

して，接点の計算を一応、逃げている感じをうけるものが

多くあります。それで溶接規準のはっきりしたのがでる

ような向きはないのですか。

若林 溶接の乙とはあまりしりませんが，私もよく経

験します。全溶接構造のような場合 lζ は非常に神経質に

やっており ，管理もし、いと思いますが，部分的に溶接を

イ史っているものだとはなはだ頼りないのがあり，溶按は

仕口の極めて大事なところに使つ であるわけですから，

施工は充分注意してやりたいものです。

木田 溶接の強度を落すというのは l時代に逆行してい

ると思う。品質管理をしっかりやればよし、。溶接は欽' 国

加工業者の程度によって，不安な場合 もありますが， こ

れは設計，施工，管理の段階において考える乙とであっ

て，規t1sではあまり縛ら ないほうがよいと思います。

久保田 現在では全て事後検査ですが，検査もれの不

良品を通したりするので，後からの製品の検査方法とい

う規定のよう なものがあってよいと思う。

司会 現在，建築で鉄' 自を溶接して，後でレントゲン

で直接検査していますか。

久保田 コネクションまわりはやっております。

木田 しかし，実際仕口のやや乙しいと乙ろはできま

せんね。

久保田 そうですね， レントゲンがけられるようなと

ζ ろもありますのでね。全溶接の建物の場合，写} r の と

れるだけとっています。

宮川 先ほどのの普通鋼材に移るんですけど，欽屋の

乙とははっきりわかりませんが， 11正規格品と称して売っ

ているのがあります。それは 5541 の規格を保証してい

るかど うか問題があります。私ども，その製品が本当に

5541 に相当するか，あやふやでいつもひっかかります。

工事をするときに初めから， 1ut 規格でよろしいですかと

悶われる乙とがあり返答lζ 困ります。大分値だんが追っ

「鉄骨鉄筋 コン ク リート 構造計算規準」 をめぐる諸問題

てきますから。私どもは一応設計する場合ι 55 4 1 の

規格 ( C合格した立前でやっ ておりますが・ー・ 。

久保田 私も聞いた乙とがありますが，中ノトメ ーカー

の乙とはわかりませんが，大手メ ーカーは抜取り検査の

ノf ーセンテ ージの差だそうです。製造工程は同じです

が，554 1と規格がつけば無規格品よりも多く，抜取り検

査をしただけであるというので， したがって，なかには

5541 の規格品よりも無規格のほうがよい場合もあるわ

けです，というのを間きましたが。

木田 実際難しいですね。たとえば，八幡や富士の無

規格品と 三流メ ーカーの規格品とのねだんが閉じよう な

乙とになれば，一流メ ーカーの無規格品のほうがよいと

恩いますがね。

若林 許容応力度が巡ってますけど，最初から低い方

で設計される乙とがあるんですか。

村田 学会の規準では，いずれも普通鋼材と称して，

一段おとしているわけですが，基準法とか建設省の取り

扱いは，普通鋼材であっ てもイ ーノレドポイン トが 2，400

以上あれば，1. 6t / c m
2

もよいと いう乙とになっています

既存メーカ ーを保護されているんだろうと恩いますが，

われわれとしては，品質管理のむずかしさというものを

感じます。やはり安いほうへいきますから。

木国 鉄筋の無規格は普通でして， 規格品といえば材

料注文も特別にしなければならないのが現在の実'ti'iで

す。

司会 それでは， 3 条の鉄骨の品質，形状および寸法

乙の方はよろしいでしょう。 4 条の鉄筋の品質，形状お

よび寸法，乙れもよろしいでしょう。 つぎに，少し問題

がありますのは， 5 条の材料の定数ですね。鍋の定数は

ょいとして， コンクリートの定数を l / n にするについ

ては， どうですか。

若林 乙れは欽筋コンクリー卜の規準を借用したんだ

と思います。 一一応力計算はいいとして， 断面計算の方

ですか。

司会 ええ。

若林 ヤング係数比をコンクリー トの強度 (Cよってか

えているのは，終局強度型の設計式をとる段階ではない

と思います。昔のように，ヤング係数を一定とするのに

くら べて，大分合理的にはなっているのでしょう。

司会 鉄筋コンクリートは n の値によって設計耐力が

変ってくる。鉄筋コンクリ ー トと鉄骨構造を一緒にした

ような計算規準で，鉄筋コンクリ ー 卜の計算規準と矛盾

しないようにしているのですが，いつも思うのに，計算

の方法が非常に詳しくなるのはよいが， コンクリ ー トが

様lζ 打てた場合は問題ないとして，打てなかったとき

に，計算の根本仮定がかわってきます。で計算方法とし
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て非常に技術的なんでしょうけれども，実際に惑いコン

クリ ー トを打ってしまった場合1(， ，どういうふうな取り

扱いをするのか，悪いものを打ったものとして，それで

チェックしてよければいいという考えですか。小阪さん

あたりどうですか。

小阪 いま伴先生のいわれた鉄筋コンクリートの場合

のn の値 lζ 関係する乙となのですが，私どもがいままで

にいろいろと行ないました実験の結果によりますと，コ

ンクリートの強度が同じ場合でも，その応力一ひずみ曲

線の形は，配合や材料その他K よってずいぶん追う乙と

があるのです。したがっ て，n の値を強度だけできめる

のは，一寸問題がある のではないかと思います。また，

さらに現在のコンクリ ー卜 の施工のことを考えますと ，

建物のどの部分も均質なコンクリート lζ 仕上げる乙とは

ほとんど不可能に近いといってもよいので，こうした乙

とをいろいろ考えますと ，間 の{ 直を現行のような方法で

細かくきめる ζ とκ ，どれほど芯味があるかというよう

な気もするのですが。

司会 ああいう詳しい計算方法K なると ，一番重要な

のは，現場管理ですね。設計の基礎を実現するために，

現場11・裂を重要にしなければなりませんが，大業者だと

ある程度してくれるんでしょうが，地方へ行くといい加

減なのがありす。もう一つ強度をテストするといっ ても

地方には設備がないところがある。そのよう なわけで，

そういうと乙ろでは安全率をみた，簡単な計算方法を採

用しなさいという規準がないかと思います。それから，

新しくでできているのに鉄骨の付着応力がありますが，

いままでは，鉄筋の付着応力があったけれども，鉄骨の

付着応力について若林さん，前l己実験されてい るのでそ

う様子をどうぞ。

若林 私たちがやりましたのは，プレート 1 枚をコン

クリートの四角なブロ y クのなかへ捜め込んで，引 き抜

きや通し放さ試験をやっ て，コ ンクリートの圧縮強度と

付着強さの関係とか， コンクリ ート が打たれるときに鉄

骨の面が垂直 lζ おかれているときと ，水平におかれてい

る場合とで相逃があるとか， リベットの影響がどうかと

いうような乙とを調べたわけです。結果を丸鋼の付若強

さとくらべてみますと，丸鋼のほぼ 2 分の 1 くらいに な

っておりますので，鉄骨の許容付着応力度を丸鋼の 2 分

の 1 としました。鉄筋では曲げ材上端用として，曲げ材

般用の Ｓ 分の Ｒ Ｑ 乙言午容応ブＧｊｾをおとし て いますが， 乙れ

ははりの上端筋などの場合，鉄筋の下にある生コンクリ

ートが沈下して欽筋の下端に空隙ができるためです。乙

れと同じような乙とが，水平におかれた鉄' 自の場合lζ も

当然起乙る乙とは実験的にも確かめられました。鉄骨の

場合は許容応力度を低減するかわりに，鉄骨の下面を付
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着面積から除外するという方法をとりました。リベット

は周囲のコンクリ ー トが破壊しない限り，付着強さの増

大には役立つのですが，コンクリ ート が破綴しないため

には，コンクリートの被り厚さが大きい ζ と，フ ープが

ある程度あるととが必要ですが，実際のはりや柱では，

必ずしもこれらの条件は満足されないので， リベットの

影響は全然考' えない乙とにしてあります。

小阪 乙の許容応力度も，強度 lζ 関係する形になって

いますが，高炉セメントを使っ てやった場合でも同じで

いいのですか。

若林 そういうようなものはデータがありません。

小阪 すると乙れは，普通ボル トラ ンドセメントの場

合の実験によるものですね。

若林 ええ。ーーもともと鉄骨のボンドは許さなくて

も設計出来ないことはないが，全然許さないと柱脚や仕

口付近で鉄筋に置き換えるときに困ってしまうので，あ

る程度のボンドは認める乙とにしたわけです。

司会 全体はそうですけれど，鉄骨は鉄骨として考え

る。ぐるりにコンクリートがあるのは，鉄筋コンクリー

トとして，鉄筋コンクリートと鉄骨が一体構造 としてボ

ンドが必要なんでしょうが，一番むずかしいのは，諒I 負

されている方 lζ 聞きたいのは，鉄骨格造で柱とはりの

コネクションです。上から下へ，たと えば被樫 10 cmの

なかへ入っている紬方向筋で，鉄筋がよく支持できなく

なり，それをうま くフ ープの 何 か で セバレータして，

コンクリ ー トがうまく入るようにするだろうと思います

が，皆さんはどのようにやっておられるのか，そしてそ

の辺の計算はどうしておられるのかお聞きしたいのです

が。

久保田 原則j としてガセット 1(. ，フ ープ穴をあけて，

フープを通すようにし，柱の鉄筋と ，フランジとの聞は

ドーナツ型の セパレート モノレタルを用い，一定の関陣; : を

保つようにしている。また，はり のフランジと梁筋とは

よく踏みますので下りやすいところで，一応鉄筋でかん

ざしをさして打つ際に「ょうかんJ と切りかえるように

しております。しかしときおり設計変更などにより，

思い通りにいかぬ場合もありますが。

司会 そういうのは，実験的にどうなんですか。

村田 フープスタラップのうまく入ると乙ろは，完全

にひっついている場合は少ないと思いますが。

久保田 むしろスラブ筋とかそういうものでは，端部E

をダフツレにしたって，実際上シングノレ配筋になっている

場合があるのではないですか。その場合でも， トップ筋

の鼻先lζ 太物を使って，それに鉄筋の「馬」をつけると

かいろい ろ苦心していますけどね。

司会 柱とはりの結合部では，鉄骨の外ftll ] l c . いれた鉄
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筋が，鉄骨・のフランヂ司部 lζ 密おしていたりします。累加

式で計算するときは，鉄筋部とt J 、' 目'部は一応理想的な位

置にあるという考え方ですから，乙のような場合，鉄骨

断面のみと考えてゆくのかどうか。乙れは，乙の計算規

準のチェックする問題に関係があると思います。実験的

に，乙のような場合，耐力がどの程度落ちるか，あるい

は落ちないかを知っ て おく必ｾがあります。

若林 圧縮や [111け.だけならば，訓合ょいと思いますが

シャ ーがあると問題があるのではないでしょうか。鉄筋

からコンクリ ート に伝え られた付者応力は，コンク リー

トを伝って反対側lζ いかなければなら ないわけですから

鉄骨のすぐ外側にあまり多くの鉄筋を配置した り， また

いまのお話のように，鉄筋が鉄'fJ'の外側 lζ ピッタリ若い

たりしていると，鉄骨の外側の面でコンクリ ートがj荷離

れを起乙します。乙の現象も実験的に確かめられていま

す。

長田 鉄骨鉄筋とは少し迷うのですが，柱を鉄筋 コン

クリ ー トで屋線1( ，鉄骨のフ J レウエブのはりをかけてする

ときに鉄骨の応力を柱にかけていくために，鉄筋を使

うのですが，そのとき ，先ほどのお話しのように，鉄骨

の応力を鉄筋に伝えるのに，現場の状況を考えるとボン

ドについて自信がないわけです。それで実際には，鉄骨

lζ 鉄筋を溶接して柱の方へも応力を伝えるというふうに

やっているのです。

木田 鉄骨鉄筋コンクリートというものは，とにかく

施工問題を考えますと非常 lζ あいまいな存在です。計算

上は鉄骨だけで完結しなくても，コンクリ ー トが充てん

されているので，乙れに期待すると乙ろがあるわけです

が，そのコンクリートが鉄骨があるためになかなかつま

り難いという矛盾がある。確かに，完全にやれといわれ

で も，通例の日本で使っている設計法や，施工法であれ

ば， 出来ないと思うのです。 と乙ろがまた， 鉄骨が入

っているためにじん性が高いといわれるのですけれど，

それでは数主的( ( . ，どれだけの効果があるのか確かめら

れないと見極めがつかないと思うのです。実際ビソレを建

てる場合，現在 ζ れら鉄筋コンクリートで 9 階建を設計

できんことはないが，鉄骨をいれてあいまいなことをや

っているのがなぜいいのか，その辺に疑問をもつので

す。鉄筋コンクリ ート でやった方がはるかに安価です。

さらにいえば，純鉄骨でやればよいと思うが，乙の場合

地震の際の剛性などいろいろな問題があるわけです。そ

乙で鉄' 国鉄筋が何かしらよい物の感じをうけて，もやも

やした考えで施工しているのが実状だと思います。

司会 鉄筋コンクリ ー トでなく，鉄骨鉄筋にした場合

クラ ックなどが入って実際 lζ 出れてしまうまでの状況が

非常にじん性があるのに，鉄筋 コンクリートの場合はズ

「鉄骨鉄筋コン クリー卜 徳造計算規準」 をめぐる諸問題

ノレスりレと最終破波状態 lζ 入ってしまう。

佐々木 最近コネクジョンのほとんどが溶接されるよ

うになってから，地区荷重( ( . 対して総造物全体の破壊エ

ネルギーが大きいかどうか疑問と思いますが ?

司会 熔援のためl乙ですね。

佐々木 そうです。構造物全体の破J安エネルギーが大

きくなるよう κ 指導してもらいたいと思う。

山田 第二次 1ft界大戦を経験して，溶接技術が絡段に

巡歩した現在，普通であれば資格を持った溶接工のした

ものは，まず大丈夫，心配ないんじゃ ないでしょう か。

鋼材の選択を誤らない限り ，スタティァクにしろダイナ

ミックにしろ全く心配はない。むしろ溶接構造の方が推

進されるべきだと思うんです。外国でもそういう方向に

いっています。その辺，若林さんどうですか。

若林 溶接の乙とはあまり詳しくはないので，はっき

り分りませんが。

司会 高田さんがやっておられたのはリベットですね

若林 そうです。溶接仕口の実験をやっておられたの

は仲先生ですね。

村田 溶接で問題に なるのは，突き合わせよりもむし

ろ肉とか材を挟んで，両方から突き合わせて溶接して引

っ張られるものの! 豆て割れと思います。

佐々木 コネクションで竪て答IJれの応力をうけるのが

非常に多いのです。

木田 大体銀t工所でラミネイションは，ガス切断する

ときにすぐわかるのですから ，一応チ ェックされている

よう なのですが， しかし，ロ ー ド方向 とロ ード と直11J 方

向の強度が逃うように，方向 lζ よって強度が異なる問題

があります。

司会 私は，材料の良否が計算よりも大切な乙とだと

思います。

第 三 章

荷重およびに応力の算定

司会 7 条荷主はあまり変ら ない。 8 条も同じ， 9 条

も問じ， 10条も同じですね。 何か 7 条から 10条まで怒見

がありませんか。

長田 断面算定が終局強度式というプJ 向で乙の規準が

できていると思いますので，できれば応力算定の方も

n性をもたせて，極l仮設計法のよう なものにして頂きた

い。設計している場合にどうも応力算定の仮定と ，断面

39 



座 談 会 111111111国!IIIIII 川川川川川川H川111111111111川H川川川川111111111111111111111111111111111111111111111111111川H川川川1111111111111111川11111111川川川川1111111111111111111111

算定の仮定の矛盾が気になって困るのです。

司会 応ノJ をだすのも，累力r J 強度式のような形式のも

のにしてくれといわれるのですね。

若林 いまの段階では，断而計算は終局強度式による

にしても，応力計算は部性計算によるより致し方ないで

しょう。アメリカの ACI - ASCE 合同委口会の提案もそ

うですし， ソ速の規定もそうです。ソ述のは施工の程度

によって安全率をかえているのが而白いと思います。

山田 iiilt 後長期，短期荷重にわけで設計するようにな

ったのは非常によい ζ とだと思いますが，ただ，現在の

風潮というか何もかも終局強度一本で設計する乙とはど

うかと思うのです。やはり，長j切に対して設計ーする乙と

が必買な協会もあ り，そのときには，ちゃんとした際性

三l.t1がいると思う。その点チャンポン lζ して，何 もかも

終局強度比もっていこうとするいき方は，どうも私はい

けないと思う。場合によっては長期できまり，場合によ

っては短期できまるので，地震のようなものには当然.

短期一終局強度設計だけれども ，それ以外の長期荷重が

支配的な場合 lζ は，やはり弾性設汗|が2il i 1礎lζ されるべき

だと足n、ます。そ乙で後からでてくる累加強度式もある

程度問題J尽があると思う。

若林 たとえば抑性計算の必ｾなと乙ろはどこです

か。

山田 長期荷重が非常に支配的な部材です。長期で決

定されてしまうような場合。

若林 そうですね。許容応力それrI身にあまり意味が

ないと思 います。たわみなどはチェックしなければなり

ませんけど。

山田 地震荷主が非常に支配的で，それによって何も

かもきまってしまう ζ とが多いのは事実ですが，だから

といって終局強度式だけをとるのは不光分ではないかと

思うんです。

若林 はりのたわみを計算するときの EI の; 汁算など

は別として，断面 ｾｬ ・算法として卵性計算が必要だなとい

う場合は諺Hζ 浮びません。私は短期荷主ばかりでなく ，

長期荷重応対しでも断面計算は終局限度でよ いと思いま

す。もちろん建物は耐力ばかりでなく ，いろいろの制約

をうけますから . それを考えにいれなければなり ません

が。

山田 耐震壁で地民力をほとんどもたせたラーメン部

材とか， シャ ーレなどについてもそうだと思うんです。

クリープについてもまた，見IJの而から問題があるのでは

ないかと思うのですが，構造設計の基本が，終局強度一

木にしぼめられるのはどうかと思う。もちろん，累加強

度式にはそれ独特の特長があってよいと思う。しかし，

部理論的にやっぱり不備なところもあり，長所あり短
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所ありですか ら，二本立がょいと思う。累加強度式の表

現は，欽什と鉄筋コンクリートの耐力の和という形で簡

明にあらわされる点わかりやすいんですが，問題がある

のは，鉄' 円部分と鉄筋コンクリート部分の変形が理論的

lこ一致しない点、だと思います。鉄筋コン クリート計t 1規

準でもかまわぬと ，一応乙とわってあるから問題ないと

いえばそれまでですが，そ乙 l乙累h日強度式を使うとすれ

ば，ある限界がある乙とをはっきりしておかねばならぬ

と思うのです。具体的にいえば，鉄筋コンクリ ート 郎分

と欽の部分との歪が同じで一体となっています。ところ

が累加強度式では，欽，ｾの歪とコンクリートの歪は必ず

しも一致しないし，それ らの中立制! の位置もくい巡って

でる。現実には一体であり ，中立明hもひとつでその中聞

にでるんですがね。実際の建物でははりの場合，鉄' 門' は

任者 ｬｩ 側も引張り ｾｉｉｊ も大体向日の鋼材が入っているので Ｎ

中立制! の位置は巡ってきてもその迷いは比較的 少ない

し，終局強度のへんも差が少なくなってくると思う。し

かし柱などで鋼材がかたよっ て入っているような場合.

特殊な柱，たとえば倒IJ 柱や| 科柱のように非対祢の協会，

累}J r J 強度式をそのまま用いると，中立前hの差が大きくな

って，危険 fiVJ の誤差もでてくると思う。普通に行なわれ

ているような湯合だと問題は ないが，例えば合成桁の

うにJ T : 紛郎としてコンクリ ート が，引張り部として鋼材

がついているような極端な場合も考えられますし，その

辺にある程度累加式の成立限界があると思いますが。

若林 いまいわれたのは，累加強度式でm1したのと

巡わないかというのですか。

山田 耐ノJ も場合によっ ては問題になりますが，その

前に累加強度式の導かれたおいたちからして. 断i J Ii 内の

鋼材が! 日在した湯合. 理論と実際のギャップがでてくる

と思うのですが。

若林 材料が充分の塑性変形 ( C耐えるものであれば，

欽何・の耐ノJ と欽筋コンクリ ート の耐力をiJ r J えたもの，す

なわち累加強度式で求めたものは，危険側の誤差を生ず

る乙とはないというリミットアナリシスの証明がありま

す。と乙ろがコンクリ ート は圧縮ひずみに限度がありま

すから，郡々の断面の柱について JI 勿; をしてみますと .

多少の危険制IJ の誤差を生。じます。しかし柱では‘ コンク

リートの許容応力度を低減しておりますから ，この誤差

は充分カバーされます。もちろんとのほかに材料安全率

がありますから 設計荷主l乙対しては充分安全だと思い

ます。なお柱で欽' 白が非対称だとか. $)(筋 コン クリ ー卜

部分が非対称の羽合は，従来の累加式では具合が惑いと

思います。

山田 それをいっているのです。最初ゲーラーが? っ

ていたときのは，中心圧縮柱でコンクリート鉄骨ーの歪( ;
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最初から一致していて全く問題なかったのです。と乙ろ それとは少しづれるかもしれませんが，はりを実験して

がζ の場合，危険側の誤差もでるから，たとえば，あま 最初のクラックが入り，その後荷主の進行 lζ つれてクラ

り鋼材が偏在したようなときには，いまの累加式では無 ックも進展する。と乙ろが鉄骨鉄筋コンクリー卜はりで

理で，チェ γ クを要すると思うんです。 は，乙のあたりから籾性の高さを発揮するというメリッ

若林 乙んどは多少その辺をかえるつもりです。非対 トをもっている。乙の性質は地図l寺に非常に打利ですが

称配筋の場合の累加強度式も作りましたので。 乙の有利性を JI ・J;; I上どのように考えているのか ?

山田 分っている人が設計される場合は問題ないんで 若林 柱では，鉄骨はフ J レlζ 働くような設計式になっ

すが，乙の規準の成立限界がはっきり分らない方もかな でおりますが，乙れはいまいわれた鉄什の籾性の高さを

りあると思うので，いまのような式の成立範囲が入れば 設計式に盛り込んだものといえます。

非常にょいと思うのですが。 佐々木 例えば，ある鉄筋コンクリート構造の鉄筋の

若林 応力計算は5料生計算を{ 史って，断面計算にはや ー部を乙れと等誌の欽' 門・[ζ 置き換えた場合どちらが有利

や終局強度みたいな考えをいれていくのは変らないと恩 ですか ?

います。 若林 耐みだけについていえば，鉄骨でも鉄筋でもほ

村国 鉄筋コンクリートが完全に弥性的な取り扱いで とんどかわらないでしょう。

はないけれど，大体磁性計算のような型をとっていま 司会 まだ分らないけど，大きなクラックが入るとそ

すね。鉄筋 コンクリ ート の終局強度に関する問題は，も れは事実上破坊と考えられるから ，破* の最終状態まで

ろいこと，終局荷重時lこ対するせん断耐力がはっきりし の Ｑｭ が鉄円は非 Ｑｦｾ によい。

ない乙と。乙れに対して鉄什は，終局強度を考えている 山田 郎材によって様子が巡ってくると思う。はりで

このことをー絡にしたのは少しわりきれないと思います 鉄筋コンクリ ートと鉄骨コンクリートと， 欽' 門鉄筋コン

が。 クリートと ，それに純鉄骨だけの場合をいろいろ試験し

若林 しかし，鉄筋コンクリートがもろいとか，変形 たのですけど，さっきの コン クリート のまわりの問題が

の限界があるのが問題ですが終局強度型になりつつあ またからまってくるのですが，欽' 門鉄筋にしたらまわり

る。 にくい乙とで，終局耐力まではほぼでたのですが，その

長田 荘、は応J] 算定の途中で，短期荷主の場合の耐震 後コンクリートがはだばなれ して，おちてしまったので

壁 -放の終局強度的な解析ははっきりでてくると思う。 す。鉄什だけをいれた方は打ちやすく，ちゃんとまわつ

しかし，一つの架構IC何枚かの耐震壁が入っている場合 ていましたし，粘り強かったのです。そのような結果が

の架構全体としての終局的な強度については，まだわか でています。

らない乙とが多いと思う。 司会 鋭、Ｇ円・だけの場合は ，鉄筋も鉄 Ｇｾ Ｎに加算してやっ

司会 一審根本問題ですね。 たのですか。

若林 簡単にできるのですか。 山田 いいえ，加算したのはいま準備していますが，

司会 実験ではなかなかできない。それは理論的にあ まだできないでいます。もしコンクリ ート のまわりさえ

ると乙ろから ， ピン構造というものの仮定ができている よければよくいくと思う。鉄筋比が少しづっ巡ってます

ので，その閣の仮定は各部材が一様にできているのが根 から推測ですが。塑性領域に入ってか らの変形能力が，

本ですが，笑験ではどんなコンク リート のテス トピース 鉄 Ｇｾ｝ Ｎ コンクリー卜が非常に大きかったのは期待以 上 でし

を使ってやっても一様になる乙とはない。もう一つは， た。粘り強さの方は，たとえば，普通の鉄骨のラチスと

鉄筋 コン クリ ー トの実験は，内部のストレスが測れない といったようなもので，はりに用いる場合繊座屈がお乙

ので難しい。鉄筋のストレスはi J l . uれますがね，コンクリ ると，耐力が急激に減退します。その乙とに刻して欽' 自・

ー卜自体の内部のストレスはう まくはかれないのです。 鉄筋にすれば十分もってくれるから，その点粘り強さは

第 四 章 構 造 各 部 の 算 定

節 総 員IJ

司会 第11条設計応力，乙の組合わせは鉄筋コンクリ

ートと同じ，第 12条部材算定の基本方針について何か。

欽f} よりもかなりよい。

司会 住だったらＺｲｾ中に入っているから粘り強さがあ

るが，はりなどにも粘り強さがあるはずなのだが，そう

いうメリットは計算上でて くるかどうか，あとのメ リッ

トのよさを生かしたいのですがね。

小阪 許容応力のきめ方が，鉄骨構造や鉄筋コンクリ

ー ト構造などの場合と同じですから ，そういう終局的な

芯味での粘り強さというものは，計算上でて乙ないので
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はないのですか。

司会 実際実験をやると粘り強いのですがね。ですか

ら，計算でそ ういうメリットが生かされているか，捨て

られているか，それは期待出来ない乙と ですがね。

佐々木 乙の計 3草規準ででは，鋼材の材質が同じであ

れば同じというわけですね。

若林 そうじゃなく，はりの場合鉄筋コンクリートな

らば，当然釣合鉄筋比以上となる場合でも， 鋼材のうち

一部が鉄骨であれば，残りの鉄筋は釣合鉄筋比以下κ な

りますから ，その怒味である程度有利になっています。

司会 それで，ある程度のメリットがでできているわ

けですね。

山田 塑性変形の能力を本当に生かそうとするならば

短期荷重 lζ 刻しては完全な塑性設計をやっ て，その変形

をおさえなければなら ないという規定でもできれば，そ

乙のと乙ろでチェックができると忠、うのです。たとえば

最初にできたプラスチ ックヒンジが最後にできるプラス

チックヒンジの発生まで，完全に回転しなければならな

い。恐らく回転角が少ないものはだめでしょう。それで

その点までいかないと粘り強さを完全に設計IC生かすの

は無理。

司会 私のと乙ろでやったのは しG. S. ですが， トラ

ス状 lζ 溶接した鉄骨タ イプのそれを鉄骨コンクリー トに

して，はりとして試験をした。 トラスにしてあるから，

フープもないわけです。それと同じ鋼材担のはりを比較

してみた。実験をやると弦材のテンションでイ- ) レドす

る。鉄筋コンクリ ート はりのときも ，Dt 張鉄筋がイ- ) レ

ドして，それらの荷量はほとんどかわらない。そこまで

は大体同じようですが，イールドしてクラックが入って

くると ，鉄骨・の方は耐力がなお増大する。しかし，クラ

ックが入ってくると，鉄筋コンクリートはりの方は，そ

れ自体が構造体としての形がな くなります。つまり，薄

板の場合でも同じこと なんです。

若林 そんな1[<; じがすると思いますね。

司会 乙の実験は，はりの部材l乙C %鋼を 口 に使っ

ているから，なかにコンクリ ー トが入っていないので

す。

山田 それでも上の皮のコンクリートだけで結構もち

ます。

若林 前lζ ボックス型のはりで，コンクリートが欽' 自

の内側だけにあるのを曲げ試験したことがありますが，

はりが降伏する荷重は大体計算通りなのですが，それか

ら荷重がぐんぐん上っ て耐力が大変高くなっていくので

す。応力中心距般を耐力から逆算してみますと，圧縮カ

の合ブJ が断面の外へでてしまったなんて乙とがありまし

た。

42 

司会 それでメリ ットの と乙ろを強調したいのです。

村田 あまり強調しすぎて， クラックが入ると具合が

悪い乙とがある。収縮クラックだとあきらめもつきます

が，構造クラックだと問題がでてくるわけです。

司会 つぎの 13 条断面の割増し， 乙乙はどうでしょ

う。乙れは非常 ! Cばくぜんとしています。 ζ のようなこ

とがあるから，そのようなところは丈夫にしておきなさ

いという乙とでしょうね。常識といえばそうですけど，

どの程度丈夫にしたらよいのか，議論がありますね。た

とえば鉄骨構造なんかでも ，コネ クションのと乙ろは，

局部に変形が生じないよう lζ できるだけ注意しろといっ

ても，全く変形が生じないよ うK することはむずかしい

ので，どの程度までだったら可能かは，それぞれ巡いま

すから非常にむずかしい。

北村 よく困るのは，たとえばはり貫通があります。

あの場合，そ乙だけ応力の解析が困難で，適当にはりの

断面欠損に対する主筋をいれたりするのですが，乙れは

鉄筋コンクリートのことにもありますが，あれをやって

も実際，それでよいのか判断がしにくいのです。あそこ

だけの実験とか参考資料はないのですか。

若林 実験は，乙の数年間 [ζ いろいろ行なわれていま

す。 鉄筋 コンクリートもあり，鉄骨鉄筋もあります。 要

するにシャーを受けると 乙ろに穴があく場 合 が 問題で

す。

北村 われわれが設計する場合，乙うやってやったら

できますとい った形のものがあればよいのですがね。

末永 現行の規準では，そういった有孔はりなどの詳

細な解説はありませんが，乙んど改正されるときに，解

説のなかに設計方針と鉄骨の補強法とか，穴の径とはり

のせいの関係などを詳しく書く乙とになっております。

北村 数字だけで解決できる問題じゃないんだけれど

も，乙れに乗ればよいというようなものが欲しいので

す。

2 節 部 材 の 算 定

司会 14条の記号はょいとして，第 2 節部材の算定。

先ほど山田君のいった議論は乙 ζ へ入るわけです。

小阪 15条はりの 3 ですけども ，鉄骨に対するコンク

リートのかぶりは 5c m 以上となっています。一般 ! C5cm

というと， 5cm にして施工する乙とが多いと，思うのです

が，実際は， 5c mでコンクリ ー トがスムース lζ 入ります

か。

木田 場所によると思いますが。

司会 乙れは往き方が悪いのですね。欽' 円・! と対するか

ぶりが 5 c m でしょう。鉄筋は 3 c m，だから鉄筋と鉄' 白-

のかぶりは 2cm という乙とですね。
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宮川 鉄骨・が鉄筋の棋にある場合1( ，主筋とi VI l l方向の

鉄骨とのあきは 2. 5cm と規定しているんですね。

村田 鉄骨コンクリート構造だったら ，5cm という乙

とじゃないのですか。

若林 乙れは鉄骨鉄筋の欽骨という 23味です。

司会 間隔( あき) というのは中心閣の距離ですか。

宮川 ζ れはクリヤーです。

司会 若林さん解説の 48 頁の 1.1 は，どういう乙と

が書いてあるのですか。乙れは読めば分るんですけれど

も，乙のよう なのは印刷されてでるときは，非常に読者

のためになると思うのですが。

若林 はりが降伏を起乙し変形が急 I( 増大する荷重と

いうのは，鉄骨コンクリ ー トも鉄筋コンクリ ー トも変り

ありません。と乙ろが，先ほども一寸話がでましたよう

に，乙れから以後鉄骨 コンクリートでは耐力が ぐんぐん

上っていくのです。何故かというと，降伏荷重はリベッ

ト穴を控除した断面できまってくるのですが，以後乙の

断面は歪硬化の域に入 り，応力/ J t が降伏点よりずっと上

るためです。も う一つ鉄骨コンクリ ート と鉄筋コンクー

トと迷う点は，鉄筋コンク リート では圧縮側のコンクリ

ート が破壊して しまえばそれでおしまいですが，強剛な

鉄筋が入っ ている場合，たと えコンクリ ー 卜が圧壊しで

も鉄骨ぱりとしては耐えますから ，はりと してずっと粘

り強くなるわけです。しかし，現在の計算方法では，こ

のよう な性質をそのままの形で設計式に持ち込むことは

できません。建物の構造麗別により ，エネルギ ーの吸収

しうる能力が巡 うわけですから ，乙の能力に応じて設計

震度をかえるというような方法でもとれば別ですが。

司会 山田君，先ほどの意見なんですが， 48頁のと乙

ろの一番下に奮いであるでしょう。 48 頁 の ( 15. 1  )  I( 

M = sM 十ァM ，乙れで鉄骨コンクリ ート であったら sM

でやり ，鉄筋コ ンクリート だったらァM でやる。鉄骨鉄

筋であったら sM +rM でやると，先ほどあなたの実験

はどちらだったんですか。

山田 実験はすべてについてですが，たと えば鉄筋 コ

ンクリ ー トの場合，この方がコンクリ ート のまわりがよ

く，その結果が， コンクリ ート の理論式と一致するよう

な耐力もで，変形もでるという乙とになるのですo sM 

でだすよりも，む しろ全体を鉄筋コンクリ ート として考

えた方がいいんじゃ ないかと思う。計算上 も事実上と合

致して くると思う。各耐力を充分にだし，変形能力を発

揮する上lζ は，コ ンク リー トのまわりが関係してくるの

です。結局鏑材が多く なってきて， コンク 1) ートの まわ

りが悪く なって くれば，当然だめになって くる。

若林 終局強度型の鉄筋 コンクリ ー トの式だったらよ

いと思うけども。

「鉄骨鉄筋コンクリー卜構造計算規準」 をめぐる諸問題

山田 そうです。終局強度は矩形分布と仮定した場合

の，終局強度そのものがでるわけです。

若林 そうです。しかし，乙の規準では鉄骨誌が減っ

ていて，鉄筋コンクリ ー トになった場合，鉄筋コンクリ

ー ト規準と矛盾しないようにという配慮をしながら ，な

るべく終局強度 lζ 対する安全率を合理的にしようとして

いるわけです。

山田 よい点がでると同時に矛盾がでて くる。いまの

ように鉄骨量が 0 になっ て くれれば，鉄筋コンクリ ート

そのものがでるし，鉄筋量が 0 のときは鉄骨そのものが

でる。その点は非常にょいと恩う。ただ鉄骨とコンクリ

ー トの歪が一致していない。他方鉄筋コンクリ ー ト式を

とって，全体を鉄筋 コンクリ ート のように考えれば，鉄

骨もコンクリ ート も歪が一致して， 一体とし働く ζ とと

なり，理論的な欠陥がなく なる。結局は一長一短があり

ますね。

村田 佼い易いのは確かですね。

若林 鉄骨も鉄筋におきかえて， 鉄筋 コンクリート式

で計算する乙とも式は導けるけれど，笑用計算の段階が

繁雑になりますね。累加強度式だったら簡単ですがね。

3 節 接 合 部 の 算 定

司会 乙れが規準的になっ てい るのは，大きな誤りを

してくれるなという怠味で法律のかわりじゃないので

す。理屈はいいが，むずかしく って話しにならないとい

うような乙とになると ，それを使わないようになります

からね。

木田 乙んど乙のよう な規準ができて，いろいろの乙

とが明確になったようです。鉄骨鉄筋 コンク リー トにな

ると ，設計者の考えが，相当わかれておった屯のが， ζ  

の規準をあたえられて統一された乙とに なる。そ乙で，

われわれがみても，ある程度合理的に考えられていると

思うのです。乙乙でせん断力 lζ 対して，鉄骨に対するボ

ンドのチ ェ y クというものがでて くる。実際問題として

かなり煩わしし、十字型の柱ですと，両方ラチスでやれな

い乙とは ないのですが，やると鉄骨の部分が煩しく ，辺

? ? ; タイプレー トでいままでやっ ているのですが，タイプ

レー トでやりますと，その辺でボン ドのチ ェックをする

となると ，鉄骨で負担されるモ ーメ ン トというものが限

定されてくる。柱の方はボ ンドのチ ェックを厳密にやる

と問題がでてくる気もする。その点どうですか。

若林 ボンドの乙ととせん断破壊の乙ととは不可分で

すから，まず柱のせん断抵抗について説明します。確か

に軸力の存在によっ て斜張力が小 さくなりますから ，柱

では，はりにくらべてせん断きれつが起乙り κ くいわけ

で，現在のようにはりの式で計算しておけば， 乙の点で
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は安全側の設計となるでしょう。しかし，一度斜きれつ

が発生すると ，柱のせん断破壊は非常にもろいという乙

とも実験的rc認められています。また，関東震災の被官

写真などをみると，柱が竹を斜にさったように破域した

例がよくみられるのです。これはいうまでもなくせん断

破壊です。乙ういう事実から ，柱のせん断のチェ y クを

おろそかにすることはいけないと思いますし，ウエブ材

もなるべくラチス型にしたいと思います。つぎにポンド

ですが，鉄' 円-のボンドの検定で困る ζ とがあるのです

か。

木田 コンクリートのせん断耐力があっても，ボンド

のチェックをすると，それがフルに生かせるかどうかと

いう乙とです。

若林 せん断応力の方はよいんですか。

木田 一応ょいとしまして，鉄骨の主材の方にもモー

メントをある程度勺える場合，たとえば半々にモーモン

トを与えるとすると，モーメントはタイプレートであれ

ばボンドによって， コンクリートに伝達しなくなる。そ

乙rc問題がでてくるわけです。

宮川 乙れは 111 J げに対しては累加強度，シャーに関し

ては断面保持の仮定でやっていると乙ろに矛盾がでるわ

けです。シャ ー は ｉｾｉ げモ ー メントの比によって 鉄骨と鉄

筋にわけるのでなく，鋼材の断面引の比にしているから

そんなことが起こるわけです。

佐々木 ですからはり なんかでも，いまのボンドのス

トレスでも，ラチスはりであったらもつでしょう。

木田 ボンドの許すだけしかモーメントがもたされな

いとい う乙とですね。

若林 ｾするに鉄骨でウエブがないようなものとか，

あるいは逆にフランジがほとんどペラペラのようなもの

は，なるべく佼ってもらいたくないという考えですね。

ボンドのチェックというのは。

木田 タイプレートはもちろんですが，ラチスでやっ

た場合はラチスがせん断 Ｉ｝ｲ｣ｾｾ いという乙となんです。

そ乙で，その分をコンクリートの方ヘボンドしなければ

ならないのは，たとえばはりな らはりに 100 のモーメン

トがかかったとすれば，鉄什で 6 - 1 0 もち. 普通の場合

はそれに対応するせん断λl が70ももってくれない。ラチ

スではたいがい30 ぐらいしかもってくれませんよ。 40と

いうものはコンクリートのボンドで，一応鉄筋 コンクリ

ートの方へ鉄骨からかえしてやら なければな らないわけ

です。フルプレートによれば，乙んどはせん断力 l乙対し

てあまりすぎる。その中閣のものがないわけです。

久保田 はりの場合の下げん材は下端は使えないし

組合わされたサイ ドは佼えないし. L 型の片側だけで，

一番ボン ドの少ないのははりのげん材という ζ とにな

る。その場合であったら . とくにラチスが弱く てげん材

が非常1ζ 大きいから，いまのような矛盾がとくに苦しく

でてくると思う。

司会 実際あたっておられる方に。

久保田 逆lζ ，ラチス lζ 合っただけのモーメントだけ

しかもたされない，という規定をいれないと，竹のなか

に鉄筋を通したようなものになってしまって，実際上フ

ランジの耐力以下の l出げしか負担されない乙とになる。

木田 乙の規定通りにやれば欽 ＧｆｾＧ 断面いっぱいの，モ

ーメントはもたせら れないという乙とになりますね。 せ

ん断力から逆算したらね。

長田 Ｑｦｾ 加強度というのはＮ 1111げκ 対していっていま

から ，せん断) ] と組合わしたと ζ ろに 問題があると思

つ。

宮川 それでもはりの方は何とか絡好がつくけれど，

住の方はラチスは実際的でないから ，非常にむずかしい

です。 ラチスが立って くるので。

木田 ラチスを強いてやるならば，ボ γ クスタイプで

やればよい。

宮川 それかまた， フルウエブでやる方がすっきりす

7 1¥口iV22JZょljE受注/

ヴ ｾｾＮｏ 吋炉、伶ＴＨＱＭ

プレ 塗り計七 Ｑ ＲＺｾ 惨 水谷ペイント
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るでしょう。 扱い方の意見をいれるとか，使用方法をいれてくれませ

久保田 実際上柱をラチスでやる乙とはむずかいんじ んか。

ゃないですか。両方向に勾配をつけたものを組合わせる 若林 そのように伝えておきましょう。

ことの而fjjJ さと，実際では柱のはり下の寸法がわずかし 北村 許れ応ノI J &を計算書にする場合，板のボンドと

かなく て. いくらも ラチスに組めな いという乙と等で いうものは，鉄筋にくらべて非常に小さいので，まあ実

ね。 験ででたら{ 上) J ないが，実際にそんなに小さいのです

宮川 ラチスでもやれんことはないですよ。柱のボン か。

ドとか γ ャーのチェック! ( . 関しては，位の断而に対して 若林 鉄筋でも水平I e 置いてコンク リート を打ったも

ある割合の，フープとラチスかタイをいれれば，せん断 のは ，1- ] " ; { : ( 強度が半分以下に下ります。 jJ ('f1' も全く同級

応ノり度なりボンドを少し割り略1 してよろしいという規定 です。鉄骨' の下側lを付 .. n面積から除外して，付 .{i' 強度を

ができると ，すっきりするのですが。 計算しでも，なおかつ鉄骨を縦にしておいてコンクリー

長田 その辺鉄筋コンクリートの規準は，せん断 ) J に トを打ったものより，値が低くなるというのは一寸・小思

対してUいような気がするのですが。 議に思われますが，乙れは，つぎのような理由によるも

若林 鉄筋コンクリ ート の柱のボンドですか。 のと思し、ます。つまり，鉄百の周聞にコンクリ ートが街

長田 それもチェックを正直にやると不足することが 析していれば，コ ンクリ ートの収縮によっ て圧力が加わ

あると思います。それよりも私は，鉄筋コンクリートと るので，摩擦力が働きうるのですが，鉄骨の片面に空隙

鉄骨鉄筋コンク リートの粘り強さの差というものが，何 があると，磁器している illi((. 圧力が加わるわけにいきま

となく鉄Ｇ円 ・ のタイプレ ート とか ， ラチスと ｾｪｾ 筋のフープ せんから ，その而には粘着) J だけしか働かないという乙

の違いで生じるように思うのです。 とはもちろんですが，反対側の面，つまり密行している

宮川 諸: 叙iの間隔は規定していますが，ffJ 筋の泣が住 方の面のボンドまで低下するというわけです。

断面 lこ対して何96という，せん断補強の規定がありませ 村田 1士口のところのヵ・セットを， F Z くしなければな

んので，むしろその方を規定しである程度シャーの方を らないかどうかというのはどうですか。

かん和するとか， して下されば実用的ですけどね。 若林 条文に告いであるのですか。

若林 実験をやってみると ，タイプレートはせん断 l乙 村田 条文ではな く，解説でもはっきりわから ないが

対して( 立後れていなし、。付者応ノJ も，タイプレートがあ 但し，乙の程度ならチェックできるのだと 124 頁ぐらい

まりうけて くれない乙とも確かでしょう。 規準では，会 から細かく普いである。

然ボンドのたしにはならないとしているので. やや不経 若林 乙れはラーメンが地震をうけた場合，非対称の

済なことは雌かですけれども。 1111げモーメンによって仕ロノマ才、 J レにせん断をうけるので

村田 あの実験は全部リベットではないのですか。 そのせん断 ｬζ 対して欽 Ｇｬｾ が耐えるようにし なけれ ばなら

若林 リベットです。 んという乙とですね。

村田 治接した場合はどうですか。 村田 一般のはりの部分よりも， ! l 口のなかの鉄板を

司会 実際作られている方からそんな立凡もあります 以くせねばならないというととになっているわけです。

ので，こん ど改訂さ れるときには，解説の ところに取り 本当にそうしないといけないならば，はっきり踏みさり

1 内 外 式 電 動 .  

ベンチレーター .  

'，u 気 扇 イJ 尾 上 強 ;!ilJ 挽 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 ー七 木 建 材 社

大 1;反di j J 同区土イヰ胞船田T23 ( 大 11反 耐 工 ビ ル ) T  E  L  ( 44 1  )3983 

工助 大 阪 市 城 東 区 天 王 問 問T 1 の 141 T E L  ( 981) 1149  

建築基準法 にフ リーパスのガラス屋根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

I:JM・プラ y トホーム .

l"I'f，釦1 ・アーケードに 11..，(.1直i

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工
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|  

プこいのですが，工作上の問題として，両側は薄くてよく

J ' J ; 中だけ厚くするのが必致ーだとなれば，当然乙乙でジョ

イントを設けるとか，不経済だけど厚い方を通さなけれ

ばならない。もう少し薄くてよければ，一枚の板でうま

くいくと思うが。

若林 私は，乙の部分については，それほどシビヤ lζ

考える必ｾはないと思います。というのは，いままで地

震などで仕ロパネノレが破壊した例は聞いておりませんし

乙の部分の耐力を調べる実験においてさえ破壊した例は

ないのです。鉄筋コンクリートの実験では， f士口パネル

のコンクリート lζ 生じているせん断応力度が，コンクリ

ートの圧縮強さの4096，鉄骨・鉄筋コンクリートの場合80

9E くらいになっても破壊は起っておりません。斜きれつ

がでるのは，圧縮強度の 1596 くらいのせん断応力皮にな

ったときですが， ζ れから先はコンクリートの斜の圧縮

抵抗でもつわけです。耐渓壁でも ，: ¥1. 1のまわりにあるフ

レームが丈夫であれば，せん断きれつが発生した後も，

相当に耐力の余裕があるといわれていますが，仕ロパネ

ノレはフレームが完全に剛な羽合に相当しているわけです

仕ロパネルのせん断強さが，かりに圧縮弥、さの8096だと

すると ，引張側の鋼材比が 396以上ないと，仕ロパネル

がせん断破壊を起乙す前κ ，はりの端部が， rtll げ破壊を

起乙す勘定になりますので，一般には乙のようなケース

は少ないと考えてよいと思います。ただし，乙の部分の

コンクリー卜がよく充填されていないという乙とになれ

ば，ガセット lζ 頼るより仕方ないでしょう。乙のような

物総防災シヤ・νター全般

- HI 仁五:・
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場合は， コンクリー卜部分の低く見結った耐力と ，ガセ

y トプレートのせん断耐力との和としてよいと思いま

す。

久保田 せん断はいまいわれたのでは ， 圧縮の ＴＭＸ Ｇｾ［ｉ ｊ

ぐらいまでの耐力があるという乙とですね。

若林 そうです。

久保田 ノーハンチの場合にとくに問題になりますが

デプスが小さく ，せん断抵抗する面積が小さくって， し

かも大きな曲げがあると ，計算しますと ，普通ノーハン

チですと τ が 40kgj cm
2

近くになります。その辺条文で

なく解説でも実験のはっきりしたデータをいれであれば

安心して使えるのですが。

宮川 Ｑ Ｒ Ｕ 頁 ｾ Ｑ ＲＷ 頁に書いである乙とは ， はりのモー

メン トがかならず釣合っているという条件で苦かれてい

ますが，鉄骨鉄筋の場合釣合っていないのが普通です。

解説は純鉄骨・計算の場合をのべているのであって，その

点まぎらわしい。

若林 純鉄骨計算でやられるような設計もありますし

そのような場合だったらよいと恩います。仕ロパネノレの

部分で力がはりから柱へ鉄骨と鉄筋とコンクリー卜がど

のように力をうけもちつつ，どのように伝わっていくか

はむずかしい問題ですね。

司会 議論もたくさんありましょうが，大体時闘がき

ましたので，乙の辺で。お忙しいと乙ろありがとうどざ

いました。

ＺｾｉｊＧ 俣劇作所大阪支庖
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私 の 見

寺;畢

1  . ま え が き

昨年第一次訪ソ建築技術視察団が編 ｦｾｉｊ されたとき ， ラ ド

いにして ζ の団 ( C参加するととができ . 8 月中旬より約

1 ヶ月にわたり現代のソ速の建築を円分の眼でみる機会

を得た。団は総員29名，そのなかには研究関係の先生

ブIj Ｎ 設計 ｬζ 挑わっ てお られる方々 ，各車ｉｬ ｾ主築材料メ ーカ

ーの人達とわれわれ建設業者などあ らゆる分野の人々が

含まれており ，何でもみてやろう主義のものであった。

最近ソ述に関する資料もだんだん多くなってはきたが，

さてど乙に何があるかということに なるとほとんど不明

なので，特定の何かをみたいというと乙ろまで調査する

乙とはでき なかった。かくて，一般的に乙んなものをみ

たいという希望をだす程度で，一切をソ連国家建設委員

会とソ述イ ンツーリスト κ まかせて出発する乙とになっ

た。一般旅行者である私たちは，定期航空路が関かれて

いない乙んにち，横浜港からソ述船で行く他なかった。

乙の船は 1 万 トン クラスの旅客船で，かなり大きいが速

力 13 ノット という旧式船で，丸 3 日を要してようやくナ

ホトカ港に上陸，それからさらに汽車で丸一日かかって

ハバロフスクに到着した。乙とから始めてソ連自慢の双

発ジェット機 TU 104 IC来る乙とができた。設備乙そた

いした乙とはないが，広大な土地に住むソ述の人々が，

日常の足として利用しているとの飛行機は，やや下方!ζ

lli' れた認をも っ美しい姿をした巨大な旅客機で，モスク

ワおよびレニングラ ー ドまで私たちにきわめて快適な旅

行を楽しませてくれた。日航の国内線に乗りつけている

私には，その精巧さはまさに驚異である。

モスクワはさすがに大都会である。広大な地域』ζ 建設

された乙の首都には，広々とした道路と立ち並んだ高層

アパート，美しいモスクワ河と市内各所に作られた公園

があり，その線と季節の花は陸一つ落ちていない清潔さ

と相倹って私たちの目を楽しませてくれるのに十分であ

った。そして郊外にはタワー クレーンが林立し，アパー

ト群の建設がいまやたけなわであった。しかし，鉄骨造

や鉄筋コンク リート造の建設工事は全然見られず，わず

かに劇湯などの煉瓦造建築があるのみであった。また，

レニングラ ードは日本の京都にも比すべき古都で，旧市
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内は古の姿をそのまま残した美しい街であるが，新しい

建設はやはり郊外のアパート l ftK限られていた。

2.  アパートの建 設

アパート訴の建設はすべて旧市街の郊外で行なわれて

いる。したがって託児所， 学校，公園，グランド，映函

館，商庖などを中心にした配置計画になっており ，さら

に都心から延長された地下鉄の訳を設けるようにしてい

る。乙の建設計画はぼう大なものであり ，それぞれ何ヶ

年かの計画l乙含まれているものである。アパー トの規模

はわが閑の公団アパートと大差なく. 5 階建501並;信，ぐ ら

いが燃準であるが，乙れらはすべてが組立であり( 乙れ

をモンタ ージュと称している) . 部材製造工場を中心と

したコンビナ ート システムで砧設されている。すなわち

部材の製造から現場における建設までが- r . t した体制で

ある。組立方式は) 定した一つのものでは な くいろいろ

の種類があり ，現在もっとも多い薄型支持間仕切壁工法

を例にとっ てみても ，その主体の組立とそわず、か 171乃の

工員で24 日という超スピードぶりである。 しかし仕上工

事にはなお 3 ヶ月程を要するので，まだまだ早いとはい

いがたい状態であるが， しかし着々として改良され，そ

の現恕に進んでいるようであった。すなわち，すべての

部材の製作を工場において完成し，現場で組立てるだけ

でただちに入居できるよう な生産方式に進んでおり ，そ

の実現もそう速くはないであろう。そこで，現在もっと

も多く実用化されている薄型支持間仕切盤工法と，近く

その完成が望まれる立体エレメント工法について触れて

みよう。

3.  薄 型支持間仕切壁 工 法

モスクワのネビリニキシェフ地区およびレニングラー

ドのニャスキ ーライオン地区でみた組立住宅は，ほとん

どが乙の薄型支持間仕切E主工法であった。基礎は極めて

簡単で，深さ 1. 400m くらいに表土を掘削し，乙こ !C砂

を 8- 10cm敷き，乙の上にプレキャストの基礎版をおく

だけである。不| 注は乙の砂l西のj享みを加減することによ



M 型 支 持 I!日 仕 切 壁 工 法 滞型支持1m仕切皮工法詳細図

って調獲する。 ζ の版の上 ｬζＭＪ を立て，基礎ｾをかけ， 乙れらのノマネル類の接合は，われわれのもっとも関心

上部の各パネノレを私み上げる。組立正t築では地盤の不同 のある問題であるが，その簡単な乙とは言語に絶する。

沈下の影響が乙とのほか大きいので，わが同では到底考 荘、も実際に現場をみるまでは，乙れほどまでに簡単な工

えられないほとーの簡単さである。しかし敷地としてと 法を採用しているとは3JFt にも思わなかった。口木で最近

くに地盤の怒いと乙ろをわざわざ選ぶ必裂のないソ連で 始められた組立建築では，耐震性を翌求されるからとは

は可能なのであろう。羨しい限りである。 いうものの，もっとも面倒なかっ苫心の払われる点であ

上部構造はまず薄型の間仕切用既製パネノレが中心K な るので，彼らが如何なる工法を採用しているか紹介しよ

る。乙の壁は竪 3 m 梢 5 m 程度の大きさの鉄筋入りモノレ う。

タノレ製で四辺にフランジがついている。フランジの巾は 工窃で作られる既製ノマネルには，間仕切パネルでも床

竪および上辺は 24c m 下辺は 16cm で中央の厚みはわず 版でも外壁ノマネ J レでも ，すべて内部の主筋K 溶接された

か 4c mである。乙のバネルのフランジ部分には 9- 13mm 厚さ 6 mm の小鉄片が，ちょうと‘ パネルの表面と同ーの

の異形鉄筋が 2 - -6 木入っており，中央部は細い鉄線の 而にでるようにあらかじめ要所に取り付けられている。

メッシュである。乙のパネルの製造機は笠粋の型枠合 6 そして組立てるにしたがって，乙れらの鉄片岡志を，短

枚並べたもので，あらかじめ溶接工場で組まれた鉄筋を い平鋼でお互いに溶接して止めてゆくのである。その数

挿入後 6 枚岡崎正モ J レタ J レを流し乙み，液気誕生をして は緩めて少なく，パネノレ 1枚につき四隅程度しか行なっ

7 1時間もすれば，すでf ( 175kgj c m
2

の強度 lζ 述しクレー
ていない。また，床版のかけられた両側の間仕切ノマネ J レ

ンで迩ぴ去られる。したがって 1 台で 1 III 乙18枚のバネ が1) 日かないように，両端において 16mmの鋼絡 l 木で継

J レを製作できる。コンビナ ー トのパネル工場では乙のよ いでいる。乙の鋼;俸はやはり上. i l i のパネル前の小鉄) ¥- 伺

うな機械がずらりと並んでおり，よく 1 LI Iζ アパート 1 芝、を溶接している。乙れらの後合部はもちろんモルタル

椋分のパネルを製作するというから続く。 で被lUするが，果してどの程度防鈎が期待できるのであ

乙のような間仕切壁ノマネノレを上端11ζ! 放トロしては砧み ろうか。何年かたって腐蝕するようなことがあればどう

上げ，乙の下部のフランジ部分に床版パネルをかけ，さ いう結果になるのか。日本においてしばしば，鉄筋が駆

らに外部には，すでに工場で外装タイルがn占られ窓サッ 端l乙細かったり，あるいはなくなってしまっているよう

ゾュが取り付けられた外壁用パネルを取り付けてゆくの な古い鉄筋コンクリート建物をみている私には，どうし

である。階段室は，踊場の床版ノマネ J レをのせ，乙れlζ 既 ても理解し得ない無造作振りである。乙の点について i別

製の鉄筋コンクリート製階段をかけてゆき，外壁パネル 解な回答の得られなかったのはいかにも残念であるが，

は一般室部分とは約半枚ずらして取りイ、j け最下屈には戸 またいつの口かソ述を訪れる乙とができたならば，ぜひ

外との出入口を取り付ける。 ζ れらの組立工事は，アパ 究明したい問題である。

一トの長辺方向すぐ外側lζ クレーン用の軌条を敷き，乙

こを移動するー誌のタワ ークレーンによって行なうので 4.  立 体エレメン卜工法

ある。 先にものべたように，ソ速の建設工法の最終目的は，
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ではないが，おそらく乙れを回の字型lζ

四つならべるか，あるいは日の字に二つ

ならべては階段室をならべる形式をとる

ものと思われる。

乙れら立体エレメントの工場生産方式

には完全型と単元型とある。完全型は天

井または床のない箱型のものを一体とし

て製作するものであるが，展示場にあっ

たものはすべて単元型で，これは各面の

パネノレを別々に製作し，乙れを組令わせ

て作るものである。したがって，現在使

用されているパ才、 J レ述続成型機などで製

立 体 エ レ メ ン ト 作したパネノレを利用する ζ とができる。

いずれにしても ，空間ブロックを工場で

自動車のようにすべて工場で製作して，乙れを現場でた 製作できるので，その接合部の強度もかなり期待できる

んに組立てるだけで完成させる乙とである。立体エレメ

ント工法は，乙の目的に沿って新しく開発されようとし

ている工法であろう。本工法はまだ大々的( ( . 取り上げら

れ実現しているものではなく，あくまで研究段階のもの

であり，一部実験的に試作されているとも聞くが，残念

ながらその現場をみる機会がなかった。しかしモスクワ

にある国民経済達成博覧会の処設部門にその展示があっ

たので，そこで得た知識をもとにして記述してみたい。

乙の工法は， 一戸分の空間ブロックというかそれ自体と

して完全に 1 戸分の機能を備えたエレメントを工場で製

作し，乙れを大型トレーラーで現場に運搬し，巨大なゴ

ライアスクレーンで政木のように以上げてゆく工法であ

る。したがって，外装はもちろん内装各設備まであらゆ

るものをすでに完成しである。だいたいソ述のアパート

は入居する家族構成を益準にして大きさの区別があるが

やはり大きさ，主fE，強度， ]診などに制約されるのか，

上記博覧会でみたものは 2 忍類の小さいものしかなかっ

た。一つは完成アパートの短辺方向に長い平面をしてお

り，また別 lζ 階段，炊事場および浴室部分の立体エレメ

ントがあって，居室用を二つならべては階段室用を一つ

ならべるという形式である。他の一つは，完成アパート

の長辺方向に長い平田をしており，乙の完成平面は詳か
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であろう。ソ速の文献によれば重量を経くして工' l . ! ( を節

減できるとあるが，乙れをそのままわが国に適用する乙

とにはかなりの困難がともなう。接合部における信頼性

は耐震性の培大を意味するが，道路の不十分なわが国で

は輸送に難がある。そとで，工場生産したパネノレを現地

に巡び，現場の仮設工場で立体エレメントとして乙れを

積重ねる方式，すなわちノマネル式と立体エレメント式の

中間的な工法も考えられるであろう。しかし 1 戸分で

16 - 1 8 トンもある立体エレメントを積上げるクレーンに

はやはり問題が残る。乙乙らに何か新工夫を生んで実現

してみたいものである。

5. む す び

わが国においてもいわゆるプリファブリケーションの

問題が，最近あちら乙ち らで取り上げられるようになっ

た。現場労働者が少なくなる傾向にある乙んにち，いつ

までも型枠と現場打コンクリートに頼るわけにもゆくま

い。いずれは工場が主力となり，現場が従になる時代が

くるものと恩われる。そういう怒味においてソ速の組立

工法は，いますぐそのまま取り入れる乙とはできないと

しても，学ぶべき点は多々あるのではないだろうか。

(1医者 K K大林組研究箆)
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外 遊 し て 各 国 の 建 築 構 造 を 見 る の 記

金

b  

プ

ちょうど，幼い時代の人々が自分の置かれた狭い社会

からだんだんと広い世間をみて奇異の感を抱き ，外界の

珍奇に鷲き，ときに恐怖心を抱きながら見知らぬものを

探究しようとする冒険心を起すように，わたくしの場合

も日常自に触れる日本の建築とは趣きを異にした諸外国

の建築構造 lζ 心をひかれたものである。たまたま昨年秋

に機会があって欽のカ ー テンの向う ｾｻｉ ｊＮモスコ ー ，キエ

フ， レニングラ ードの各都市と北欧を含めた欧米の各都

市へ旅行する乙とになったとき，その旅行の目的の他K

諸外国の建築を主として構造の商からみてまわりたいと

切望するようになった。彼地の建物があまりわが国 lζ 紹

介されていないだけに，いったい向うにはどんなものが

あるか，またそれらの建物はどうやって椛築されている

だろうか。いずれ各国，各都市にはその地方で得られる

構造材料をi活用した，地方色豊かな構造様式があって永

年の閲』 ζ 乙れが除々に陶汰されリフ Ｗ インｾれて今日の

有様になったのであろうが，とかく平素は乙れらに関す

る知識が少なかっただけに期待もまた大きかった。

ソ連 邦の建 築の構造

モスコ ーに若くと 9 月上旬というのに + 4

0

C という気

温，飛行場の周辺には美しい白樺の林があって，陰惨な

塁り空ながら異郷の雰囲気を十分にかもしだしてくれ

る。飛行場からモスコ 一都心までの風Z: は散文的で，時

折みえる街路工事』乙女子労働者が男 lζ 立混って仕事をし

ている様子は興味深い。乙のあたり，まだ復興が完全に

終了していないので木造バラックの家が点々と存在して

いる。屋板はトントン主主きか亜鉛引鉄板: u : きらしいが，

ζ の寒気をどうして凌いでいるのか一寸気になると乙ろ

である。モスコ ー市内を流れるモスコー河のほとりまで

くると，さすがに大都会で，美しい集合住宅， ビノレ，劇

場，ホテルなどがあくまで広い道路に沿って整然と なら

んでいる。モスコ 一大学のある雀の丘から市内を眺める

と，その広淡とした 7 ンモス都市はいかにも平面的で，

潔

低く垂れ込めた暗雲のもとで静かに i民っているようにみ

えるが， しかしモス コーは高層建築の町である。道路が

広く，所々に毅然と笠え立つスカイ ・スクレーパーは20

階か30階の偉容を音寺る。国立モスコ 一大学は32階建，地

盤面から測った高さが 40mもある。日本流lζ 考えると高

さ31mの建物では地上 9 階建が多いから ，30階の建物な

らせいぜい 100m あまりの高さかと恕像するのは間逃い

である。モスコ ーの建物の内部に入ってまず驚く乙とは

スケーノレの大なる点で 1 階当りの| 倍高がわが国の建物

に比べでざっと 3 割くらい高く，そして乙れらスカイ ・

スクレーパーの建築様式は左右対称，中央の線には高い

尖塔をもつものが多いから ，30階程度の建物の金高は，

200m以上あるのが普通である。

平采から摩天楼lζ 興味を抱くわたくしは，モスコーで

の宿舎がウクライナ ・ホテルという 29階建のホテノレへ指

定されたのを幸いに，との建築の構造を観察し始めた。

その24階1(. ある私の部屋に入ると ，まず部屋のサイズが

想像していたよりも一回り大きい。天井が高く ，出入口

や，窓のJ J fiが大きく，造り付けの洋服ダンスのIJ¥1も高さ

3m近くはあろうと思われる。わたくしは身長 172cmで，

日本人としてはそんなに小男ではないが，それでも洋服

ダンスの最上段の棚には手が届かない。どうもソ述と日

本では述築のモヂュ ーノレが違うらしい。その頃になって

やっとわたくしはそれに気がついた。そ乙でもう一度念

入りに建物のディテ ールを観察すると，なるほど外壁l乙

貼られた煉瓦のサイズが格段に大きい。建物全体が大き

いから格別目立たなかったのであるが，一つ一つの煉瓦

やタイルは日本では決してみられないほどの大きさであ

る。学生の頃，煉瓦 l 枚の寸法は煉瓦職人が片手で持っ

て，もう一方の手にもった銀を使ってモルタ J レをすくい

つつ， つぎつぎと積んでゆけるように，職人の立の大き

さと力の強さとを考えて経験的に定まったものだという

話を聞いたように記憶するが， 乙の理屈でゆけばロシア

人は大j百立の大きい，カの強い人間が多いという乙とに

なる。そしてわたくしの観察ではこれはある程度本当の
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ょうだ。

ウクライナ ・ホテルの 1 階ロビーは吹抜けで天井高が

10m近くあるだろう。 29階分の荷重を支える柱は太く て

1 1絡では 1. 5mX 3. 0m くらいの仕上り寸法で，鉄筋コン

クリート lζ 大理石貼りだという。モスコーやキエフ! こは

総休 lζ 重厚な，m: の多い建築がたくさん建っているが，

万事このようなスケールのもので，近年，軽快な椛造が

苔ばれている口 本とは乙の点で大分趣きが異なるようで

ある。

乙乙で高層建築につきもののエレベーターの話を一つ

つ申しあげたい。件のウクライナ ・ホテノレのエレベー

ターは中央線29階までのものと，これに速なる左右両W.l

11 1務までの部分へ通ずるエレベ ーターが 1 階ロビーの奥

の大きなホー J レの両脇にならんでいる。右側が29件今まで

左nlll が11階までの各阪へ行くものが各 3 台づつあって，

2
91法までのものは普通 2 - 1 11礁には停まら なし、。エレベ

ーター ・ガール lζ 相当する太った， しかも相当な年配の

オパサンが無愛主主な顔で采っているが，乗客は乙れに構

わずr - I分の目的階のボタンを押すものが多い。J J i l が閉ま

るとエレベーターは自動的 l ζ[YJ きだすが，附を表示する

ランプの l児i威をみているとエレベーター ・ケージは相

ｾｾ，速に昇降し ている乙とがわ かる。そ して目的 ｬ 併の Ｒ ，

3 階手前で急激に速度を務し，目的| 踏でゆっくりとr ; ，止

するようになっている。つまりエレベーターの急行・と各

駅停車が最初に押されたボタンによっ て自動的に切換え

られる仕組である。鈍行のときのスピー ドがわが国のエ

レベーターより少し早いくらいで，急行のスピードはそ

の数倍はあろう。乗客の少ないときには l 階から最上附

まで昇るのに 1 分とはかからない。高速のためか，ある

いはガイド ・レー J レ{ζ 狂いがあるのか，急行巡転11寺のエ

レベ ーターは前後左右 lζ ガタガタと振動するから梁心地

は満点というわけではないが，なかなか優秀である。

しかし，エレベ ーターでもずいぶんと変ったものにも

お自に掛かった。モス コーの科学アカデミーに属する国

立自動11;11御研究所を訪問しすこときの乙とであるが，案内

されてエレベーター ・ホー J レlζ 立った私と‘ もは契機なも

のをみたのである。左右二つならんだエレベー引ーには

扉がなく ， しかも一方は下から上へ，他方は上から下へ

と常時定迷巡転している。しかもよくみるとエレベータ

ー ・ケージがつぎつぎと団子の串刺しのように述給され

ているではないか。なかには人が乗っていて，それがそ

のままで通り過ぎるのもある。私どもを案内してくれた

男は乙 れに乗れとすすめ，目的階を告げて， さっさとそ

の一つに乗り込んでしまった。J ) Jl も何もないから簡単に

いえば箱に飛び込み，目的| 槍で飛びだすだけのととであ

るが，や っと原理を呑み込めたわたくしも，いざとなる

と足がすくむ。乙の場合はタイミングが何よりも大切で

たとえば上昇する箱( ケージ) IC乗るには箱の肢がまだ
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床面まで乙ないうちに飛び乗る動作を開始しなければな

らぬ。早過ぎても返すぎても駄目で，足をあげて向うの

箱の床 l乙降ろすとき，ちょうど床面まで箱の底が昇って

こなければならない。一方の足を采せた瞬間，体重をと

の足 lζ 掛けて後足を続けて乗せる。汽車の飛び乗りと巡

って，床が左右にでなく上下に動くから馴れるまでなみ

なか難かしい。新米がドヂを踏むとは乙のととであろ

う。人間の行動を臼動的lこエレベーターκ よって制御し

ようとするとの仕組は，さすがにモスコーの国立自動制

御研究所だけの乙とはあると，つい皮肉りたくもなって

くる。

モスコーとレニングラードの地下鉄はすばらしい。と

くに駅のプラットフォ ームの豪華絢測さは世界ーといっ

てよいだろう。 プラッ トフォームへ降りるの lζ 階段を利

用させ られるのは，路線が比較的浅いニューヨ ークやス

トッ クホルムの場合を除けば白木くらいのものか。モス

コー， レニングラード，ロンドン，パリなどの地下鉄の

乗客はもっぱらエスカレーターで迩ばれる。とくにソ述

の地下鉄にはエスカレーターしかなく， しかもそれが高

速で，急勾配で， 30m はあろうと思われる深淵へ釆客を

気! こ吸込む有線は見事である。モスコーでは乙の長い

エスカレーターが 2 段構えであるのだから，プラ y 卜フ

ォームは地下50- .60m くらいの深さであろうか。皇室には

P  R， 広告用のポスターや看板などがなく，優美な室内

装飾のみで，それらに包まれた空間内でただ黙々とエス

カレークーに乗るソ述人，その列の rt ，乙 1 人，オッカナ

ピックリでキョロキョロしている日本人ーそれは私です

ーが迷子にならぬよう 一団と なって辺13: 20円の地下鉄ホ

ームへと辺ばれるのである。

北 欧 の建 築と構造

レニングラード lζ は有名なツアーの居城であった冬宮

の前の広切に，ナポレオン の侵略を峻退した乙とを誇る

戦勝記念、絡がmっている。 それは重さ 600 t の 1 . 本の花

岡岩でできた円柱で，乙れをど乙から ，どうしてもって

きたものか，またどのよう K して乙 ζ でそれを建て上げ

たのか，その施工技術は一寸気になると乙ろであったが

深く究明する乙とのないままにヘルシンキ( フィンラン

ド) へと飛んだわけである。

ヨーロッパの建築は一般に石と煉瓦の主主祭，すなわち

mosonr y の建築と定設しでもよいだろう。古い歴史と伝

統と ，洗練された組fMI ' I i 造の技術は今日の新しいヨーロ

y パの建築のなかにも立派に生きている。ヘノレシンキの

建築も例外ではない。広大なオリンピック競技場施設は

なるほ ど構造的 ICも美しく ，名建築の一つであるに迷い

ないが，わたくしはむしろこの II l J の平凡な，やや古い民

家やアパート， レストランなどのもつ構造美に心を打た



れた。市内見物の合い間に立寄って，ちょっと一息した

コーヒー ・ショップの室内デサ. イン，それは煉瓦とガラ

ス，漆喰墜と鉄' 円・パイプの判的造であったが，それらの材

料の調和を何気なく， しかも見事 lζ 現出したものとし

て，そのi震かい雰図気はいまもわたくしの脳幹[1にありあ

りと浮かんでいる。煉瓦の径は一見室内の主要な構造要

素かとみえて実はそうでなく，組iい感じの銅製パイプが

荷重をささえているらしい。しかも乙れが緑したたる植

木鉢の陰 l乙隠れて全体としてま乙とにさり気ないが， し

かし本当に正t築らしいよさが! ぷじられる。ちょうど，経

離宮の建築がかもしだす感じーーまさにそれである。 ζ

のコーヒー ・ショップが乙のまま日本で廷でられたら =

建築学会のデザイン: u : は必らず乙の上に輝くに迩いな

い。純真に，何もためらう乙となく私はそう思った。

建物の規模，主にその高さを見てすぐに 1 隣の柱の太

2 ' が気になる荘、は，ヘルシンキやストックホノレムの建物

の柱やはりが予111以上に細くて，煉瓦壁の厚さも主! こ寒

さを防ぐための 2 重ガラス: 容のために定められていると

知って少なからずわが同の不述を歎いた。街を歩けば通

路のj協に岩銚が鉱山して，その上，ζ 議く ;1成っている土に

美しl 、芝生が拙え込まれている。だから北欧の町の建物

には地下室が少なく，あったとしてもせいぜい地下 1 階

であって，東京や大阪のよう lζ 地盤技; 下で悩まされる乙

とも なければ地震に見舞われるととも なし、。地盤が年々

低くなったり，建物が不同沈下して困る話や，その防止

のために年々何億円という金が1 1 ( やされているという話

をしても ，向うの人々 lζ はどうしても理解できないとい

うが，この岩鍛のi k : ｴｉ ｾＱ せる行織をみればそれも当然であ

る。わが国ではR l l 物が高疋iになれば，その構造断面は主

』ζ 地震荷重で支配され，またm物の基礎地業や杭打ちに

全工費の 3 割程度も賀やす乙とがあるという現状からみ

れば 地震の問題と基礎地業の困難さを伴なわ ない北欧

の建築は. だからずいぶんのびのひーと造形の美を追求で

きたわけであり，もし日本でも乙のような状態であった

ら，構造技術者も建築デザイナーも非常に楽になる だろ

うと恩われる。

ア メ リカ の建築と構造

衆知のニューヨーク，マンハッタン区はスカイ ・スク

レーパーの町である。道路が放く ，高層建築に閉まれて

昼間も暗い. ウォ- ) レmも，カチンカチンの岩盤の上に

ある。その近くのシェス ・ マンハ y タン銀行 ( Chase 

Manhal l an Bank，地上70階) が世界でも 2，3 番目の建

築面積をもつものとして建てられてから口なお浅く ，軽

快なアルミニューム ・サッゾュとガラス ・パネノレの外観

は20世紀後半のアメ リカR1l 3誌の代表的な建築スタイノレを

誇示するが，それはまさに鋼とアノレミニュームとガラス

のm築である。建築にコンクリートが使用される' ，!f 1
j1舎は

アメリカでは年々少なくなりつつあるのではないか，少

なくともその外観や内装からみられる感じではコンクリ

ートよりももっと有機的な，軽くて丈夫な材料がH まれ

ているようである。

乙の傾向は新らしくブームを続けるロスアンゼルスの

ｭｾ 誌についても閉じといえよう。ニューヨークと巡って

地震の多いカリフォノレニア州では述築物のi耐震設計がや

かましく規定されているが，乙のような土地でも目下流

行の桃造材料としてはワイドフランデ ( H 形鋼) であり

オープン ウエブの軽量鉄骨，あるいはァ。レス トレスト ・

コンラリートが主であって，関口T I ut'l の大きい軽快な建

築デザインを行なうためにも ，乙うした丈夫で軽いもの

が好んで用いられている。乙の湯合lζ 問題になりそうな

のは構造材の耐火被砲の点であって，ロスアンゼノレスで

見学しすこ建築現場の施工方法では，とてもわが閃の防火

規定や耐火の法規をノマスすることはできそうもないだろ

うという気がした。つまり建築物の防火，耐火構造の標

準や考え方がカリフォノレニアと日本では根木的 lこ巡うの

であっ て， しかもそのような建物が向うでは許されて，

うんと経済的に， しかも機能的 lζ 建設されているのであ

るから，世界を一回り歩いてくれば，日本のR l l 築家や構

造技術者がいかに不利な条件で建築物を設計しなければ

ならないか，そしてまた一般のR l l 築依頼者ーが，いかに余

分のお金を地震荷重や地盤や防火の問j泊のために支払わ

なければならないかが， しみじみと感じられのである。

6 年前にわたくしが学んだスタンフメード大学( カリ

フォ J レニ ア州) を再び訪れてみると，伝統的なキャンパ

スもずいぶんとあちら乙ちら変ったと乙ろがあるのにお

自にかかった。古い大学であるにもかかわらずいくつか

の述物が新築され，旧い教室は外観がそのまま税総がえ

されて，外からみると 2 階建であるが内部は 3 附になっ

ている。新らしい本屋と郵便局がたちならび，そしてそ

れらのファッサードには H. P  シェルの廻廊がめぐらさ

れている。 H. P. シェノレで作られた 1* 足の傘形シ ェJ レ

を述続した乙の桃造は， lo、岩まがいの壁体とR l l 物周辺の

樹木とよく調和して，全く漸新な気分を与えるものであ

るが，乙の椛造を上手に使ったもうひとつの例は，ホノ

J レJ レで泊ったホテノレ“ ワイキキ ・ハワイアン ・ピレッ

デＢにあった。 ｉｾｉ い砂浜と緑の榔子の菜茂るワイキキの

海岸近くにそそり立つヒルトン系の高周ホテルの 11絡の

テラス {ζ は傘形シ ェルが点在して，それが卵子の木の間

に見え隠れし，その黄色やピンクの塗装が色とりどりの

浜辺のビーチ ・パラソノレやカヌーととも ， 乙乙を訪れた

旅人 IC地上の楽園と いう気分を 十二分 lζ 味合わせてくれ

る。建築総造法の最近の進歩がもたらした楽しい一場面

であ った。

( 空在者 五H1Il 大学助教授 ・防災研究所)
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欧 米

奥 島

昨月の 8 月から 11月の初めまで欧米 lζ 出張を命ぜられ

いささか諸外国の建築事情をみる機会を得たので，今回

その見聞記を書くようにとの依頼を本誌よりうけた。し

かし何分短期間に多くの国をまわったため，まとま った

乙とをど報告でき ない乙とを最初 lζ お詫びせねばなら な

い。以下断片的であるがその見聞の一端をど報告しょ

つ。

in: 者は，今回の旅行で，コンクリ ート 用の人工軽量骨

材 と PC 構造を見学して きたので，まずそのなかの軽量

骨材K ついて述べよう。軽量' 円材は乙れをわけると構造

用と，断熱用と ，その両者をかねるものとになるであろ

う。構造用というのは普通の川砂，川砂利を使ったのと

同様K かなり高い圧縮強度をだしうるもので，筆者のみ

た範聞では，アメリカとデンマ ーク( デンマーク[ 乙本社

工場をおきドイツにも工場をもっている) などで実用 lζ

供していた。イギ リスは従来わが国と同様，天然軽丑' 白

材を用いており ，人工のものは現在試作の段階で，乙れ

から発展させようとしている状況である。断熱用のもの

としては悠者は一つも見聞していないが，第三分類の断

熱兼構造用 IL用いるものは，スェ ーデンで商品名Sipor ex

を見学して きた。

構造用人工軽量骨材は，現在アメリカにおいてその製

造会社が34社あるの乙れらは Expanded Sha le， Cl ay  and  

Sl at e  Inst it ute なる協会を作り本部をワシントンにおい

ている。協会名の示す通り，乙の人工軽品骨材はその原

料は Shale ( 頁岩) または Cl ay ( 粘土) または Sl a↑e で

あって， 乙れを膨日長させる乙とによって騒盆な' 百材を生

産しているのである。筆者はアメリカのサンフランシス

コ郊外にある 8asal t Rock C o と，ロスアンゼルス郊外

にある Ridgelight Products  C o の 2 工場を見学する機会

を得たが，前者は Shal e を，後者は Cl ay を原料として

る会社であった。

その製造は Sl ate の場合，まず原石を粉砕して約 2. 5

c m 以下とし，乙 れを窯で焼く。窯はちょうど セメント

製造に用いる回転窯と同様のもので，乙のなかで約900

0

C の高温で 1 時間程焼く。つぎに冷却窯IL いれて空冷し

たのち自材中の石灰分を除去するために 1 月間水槽に

浸泊する。乙れをとりだしたものが' 百 材である。粘土の

場合はまず圧縮して，これを 2. 5cm以下のサイの自に切

り乾燥ののち，上記と同様に30- .40分焼き，乙れを冷却
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窯で空冷させるとそのまま骨材と なる。乙れらの外観は

褐色で，球形または卵形をな し，内部は細かい空隙をら

っているが，表面はかなり密実である。 ¥たがってコン

クリ ー トの凋合K さいし混合水の調節は，わが国の天然

軽石による経白骨材 lζ 比べて相当楽であると恩われる。

乙れらを用いたコンクリ ー トの圧縮強度は，普通の鉄筋

コンクリ ー ト工事に対しては170- 260kg/ c m
2
程度として

l 、る。また，乙の人工骨材は PC 部材[ 乙用いる乙とがあ

り，その場合は 350- 490k g/ c m
2

程度までもだしている

が，そのときでもコンクリ ー ト比重は川砂，川砂手IJ を用

いた普通コンクリートの約7096 に過ぎない。 P C 構造を

用いるときは大抵長スパンの場合であるから，乙の構造

による梁高減少と，軽量コンクリ ー ト使用に伴なう部材

の軽量化とにより， PC 工場におけるプリキストの可能

性が高められる乙とになる。

とくに輸送道路および輸送機械の好条件と相倹って，

現在アメリカでは長尺物を相当の遠隔現場にまでjlli 搬し

ている。一例としてオレコーン洲ポー トランド市の PC 工

場では長さ 33 .6 m，金高 1. 8 m，フランデ巾 0. 6m，重量

36  t の I 型断面の P C 梁を 112 "7イ J レも輸送していた

が，聞くところによると現在50mの長尺物までは道路輸

送ができるよしである。米国のシカコA 郊外にある

p。川and C ement  Associ at i on 研究所が昨年発表したと乙

ろによると，普通ポーランドセメントを用い， コンクリ

ート 28 日圧縮強度 210kg/ cm
2

または 315kg/ cm
2

を目標

として，空気品 596，スランプ 5 - 7 . 5cm の調合設計を

した場合の単位セメン ト量および生 コンクリ ー 卜重量は

第 1 表のどとくである。

第 1 表

コノデリート28日強度 コンクリー ト28日強度

材 210k gj c m"  315kgj c m"  

単トk位1止gセ/メン I生コンクリ
単ト位古流セメン I生ーコンクリ

番 号 極 類 ート illiit

k gj m3  i  k gト笠j m宮Es  
m3  I  kgj m3  

1  I  r:l む 301  1，440  457 1，515 

2 頁 4白5色‘1  352 1，452  457  1，523 

3 頁 岩 お5 1，478 407  1， 580  

4 粘 土 246  1，573  334 1，618  

5  スレート 323 1，お8 435 1. 642  

6 鉱 F事 374 1.730  469  1，748 

7 頁 g  357  1， 736 457  1，7ω  

川 砂利 217  2.315 お8 2.355  
8  I  " 川砂

備予草 原報告は l b，yd 系であったので筆者が kg. m 系11: 鉄鉱 した。



乙れはアメリカの数会社で生産された人工怪丞骨材を

用いた実験であるが，表にみるどとくその生コンクリ ー

ト単位重量は川砂，川砂手IJ を用いた普通コンクリートに

対して約7 096である乙とがわかる。 しかし，単位セメン

ト誌は普通コンクリートに比して多s を要することがう

かがわれるが， ζ れも製造会社生産品の品質によって相

逃を生じている。したがって，将来わが国で人工穫量骨

材が生産されるとしても ，その所2 f 単位セメ ン ト丑につ

いて速断する乙とはでき ないであろう。 なお，前記のど

とく工場において PC 部材が製作されるに応じ型枠の使

用回転は経済上重要な因子となり，その結果相当大きい

部材までも蒸気養生が用いられる関係上 PC 用軽量コ

ンクリートが高温養生された場合の諸性質の研究も行な

われ，上記 POけlond C e ment  Associ at ion 研究所も有益

な資料を発表している。わが国のどとく地震カが作用す

ると乙ろ，またとく lζ 地盤耐力が良好でない大阪では，

かかる人工軽量骨材の利用は有: b . t 義であると感じた。

つぎに Si porex について触れよう。乙れはセメントと

砂
[ζ

発泡1'fIJを加えて水で混線し，加圧加熱して製作した

もので ， 比重は普通 Ｐ Ｎ ＴｾｏＮＶ 程度である。かように比

重が小さいので断熱材として有用で，北ヨ ーロッパの寒

地では屋根， 床， 外壁などに利用される。圧縮強度は

比重により相逃し，比重 0. 5 程度で約 4 0 kgj c m
2
，比重

0 . 6 程度で約 50kgj c m
2
，Il l . i け. 強度はその約 3 分の 1 であ

る。かように強度は普通コンクリートよりも小さいが，

ある程度部材断商を厚くして引張鉄筋を掃入すれば，床

版として充分使用に耐える。補強欽筋としてス ェーデン

の ｓｩｰｯｲ･ｸ の会社では ゆ ＵＮＵ ｾＱＰｭｭ の鉄筋を用いてい

る。第 2 表は，比重 0 . 7 の Si porex を用いたとき，部材

断面巾 50c m，全高 17 . 3c m，下端鉄筋 6一世10mm，上端

鉄筋 2ーゆ 1 0 mm，スパン 4. 4 m，両支点より ，それぞれ

1. 1  m における 2 点集中戦荷による 1111け1武荷試験の結果

を示したものである( 乙の試験はイギリスの Bui ldi ng 

Reseorc h  Stat ion で行なわれた) 。乙れによると設計荷

重κ 対する破壊安全率は約 4 ある乙とを知り得ょう。第

Ｑ ｾ は床用とし て 建築現場 ｬ 乙搬入された規格品で ， 乙れ

は Si porex の比重 0. 5，断面 50c mx 12. 5c m，下端鉄筋 5

- ゆ8 mm，上端鉄筋 2ーゆ 7 mm，許容荷重 110kgj m
2

の
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商品である。乙れは ｴｩｾ 2 図に示すアパート( ストアクホ

ルム郊外の Bol lmor o にある住宅問地) Iζ 使用されていた

ものであるが乙の池物の外壁体もまた節 31習に示すよう

な ｓｯ ｰｯ ｲ ･ｸ 製品である。第 Ｓ ＱｾＱ は位体の ｵ ｮｩｴ を Ｔ つ組合

わせて輸送してきた図であるが，その uni f は全厚約 25

c m，中央 3 分の 1 の部分はスチロフ ォー ム で 両 面 が2

Si por e x  ( 外壁面はすでに緑色モ J レ安 J レで仕上け. てあり，

内壁而はのち κ ペンキ仕上げとする) である。第 4 図は

ストックホ l レム空港近くに建設中の工窃のE主体に用いた

例である。かように北 ヨーロッパで Si l' or ex は構造用，

断熱用としてかな り広く用いられており ，併せてPr ecost

材による現脇工期の短縮化をねらっている。

つぎに架椛について若干の見聞をのべよう。わが国と

異 な りｾ物に地良力の ＩＱｾ 轡を考応、しなくともよい国 々 で

は:+-1，梁の結合を似単にする ζ とができる関係で，工場

または現湯のかたわらで生P't された部材を tilt up する

工法がよく用いられている。負ii 5  1まlはストックホ J レムで

みか けたｾ築中の工場の ｦｩ 組である。柱，淡はいずれも

工場生産された PC材で，簡単に ζ れらを組合わせて構成

していた。柱脚はコンクリートの悲礎で固定しているが

一般に耐J! j i . ¥椛はあまり見当ら なし、。ただし，第 5 図の建

物 l乙は足板面内に鉄筋の筋i与をいれて耐風格を作ってい

たが，乙れはどく稀な例であると思った。スェ ーデンで

はこういう工場建築物に用いる PC 屋線大波を，工場で

数紐矧のスパン長さをもっ規絡品で生産している。伊lえ

ばストックホ J レムの St r ongbet ong 会社ではスパン 19m，

2 3 m， 25m， 20m の屋板用大梁を製作し，乙れを販売し

ている。第 6 図は工場での完成品を示す。また，欧米で

は現場手ml を極力少なくする乙とが経済的と なる理由か

ら，鉄筋コンク リー卜 造の場合でも相当大規模の Pr ecost

床 ｬ 仮を製橋している現場もあっ士 ｮ 第 ＷｾＹ 関は ドイツ

のフランクフノレ トア ム7 イン郊外の Ludwi ghof en にある

化学研究所の現場写X ' . J ; である。乙の泌物は張問 2 4 m (ス

パン数 3，両端スパンはそれぞれ9 m，中央スパンは6 m)

桁行 9 6 m ( スパン数 16，各スパンは 6 m) ，地下 1 階，地

上 6 階で，柱，ｾ￤ ｪＺラ ーメ ン構造として現場打ちとし ，

スラブを pr ecost 工法によっていた。すなわちス ラブの

uni t は 9 mx 6 m ( 主位 130 t)  ， 6 m X  6 m ( 重量6 0 t) の 2

極で ，スラブ厚は 10cm，乙れに rtJ 10c m，高さ 73c mのリ

ブを 90cm 間隔 [ζ 付したものを現場摘で Pr ecost し，蒸

気必生を して製作後 1 日で脱裂，ただちに釣り 上げて現

場に架設するのである。 ｴｲｾ Ｗ 図は ｰｲ ･ ｣ｯｳｴ するための型

枠，第 8 図は釣り 上げて移動しているところ， ＿ｬＧｾ＠ 9 図は

架設中を示す。 ζ の方法(こより工J9Jの) s . 縮化，子聞の減

少化 ( 乙の現場では普通の工事の 4 分の l の手間ですん

だ) をはかっていた。

わが閣においても最近 PC 構造がとり入れられている

が，いうまでもな くヨ ーロッパでは盛んに用いられてい
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3. ｓｩｰｯｲ･ ｸ 外 壁ユニツｾ ( 舛墜緑色仕上)

4. Si pore x 工 場 外 観

5.  空 港 近 く の 工 場 骨 組

6.  屋 綴 祭 の 工 場 製 品



7  スラプl l ' l 仲

8  移 動 ク レ ー ン

9.  ぷラブ占1Ql f . l :

10.  Wupper t al の室内水泳場

11 田 向 上 断 面

一 一
向"

一 一

12 セメント原料宿場の上屋

る。少し以前にできたものであるが，気110図，第 11 図は

P C 工法を l出荷雇綴l仮に用いた例である。 これはデュツ

セ ｊ レドノレフ近くの ｗｵｰｰ･ 巾 ｬ という小自ｾ｜市にある室内水

泳場の述物であるが， ζ の suspensi on rool  はスパン

64 . 5 m，桁行 39. 8m で，屋根版の l写さはわずかに 5 . 7c m

である。| 出面尼根に P C 工法を用いたものとしては，シ

ャーレ尽収に用いたものを散見した。これら 11J 1i1ii J! J . 岐に

用いる他，長スパンの来として多くの P C 材を用いてい

るが，かような例は，わが国でも雄投されるに至ってい

るから省略し，最後にスイスのチュ ー リッヒの郊外で見

学したものを記そう。第 12図は Aar au にあるセメント工

場の原料置場の上屋として BBR 社が建築中のものであ

る。乙の建物のすべての部材は precast されたもので，

面戸板を除きすべての部材は P C 材である。張関は 3 5

m，桁行は 2 6 m ( 現在 4 スパンあるが近く延張される)

棟高は 28. 5m，度根勾配は 4 5

0

というもので，柱は地中

ｻ乙回定され，柱と ｾとはアンカ ー ボルトでとめ ， 簡単に

移動を防ぐだけにしてある。乙れをみたとき，大きい地

震力の働くわが国の宿命をしみじみと! ぷじた次第であっ

た。以上二，三の見聞を記して筆者の立をはたす乙とと

する。

( 筆者 阪大工学部教俊 ・工問)
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ネ葺 造 屋

馬 場

同じ建築界にあっても ，構造屋の神経はデザ、イナーの

それにくらべ，大体諸事大まかにできているのではない

か，とIC( 者は考えていたのであるが，昨年欧米をまわっ

てみて，諸外国の檎造屋の神経の太さには少々驚かされ

fこ。

たとえば，イタリ ーやスペインのアパート建設現場へ

いってみると，フリクションノ f イJ レらしいコンクリ ー ト

杭を打った上に簡単な基礎を作り ，その上に既製コン

クリ ート柱で上に鉄筋のでたのをたて，梁用の仮枠を組

み，梁の鉄筋は 2 スパン分く らいを地上で組んでデリッ

クで吊り上げて落すというやり方である。日本のよう

に，梁筋の端の呑み込みはいくら以 上 な け ればいけな

い，などとうるさい ζ とはいわない らしい。 ζ れでは ラ

ーメン としての節点の剛給は どうなるのや ら，まことに

痛々しい限りである。その上，壁など後からホロープロ

ックを杭み込むのだから ， 水平耐力ｾの存在など，荘、』 ζ

スペイン誇が分ら ない以上に分らない。

しかし，乙れくらいで驚ろくのはまだ早い。床の構造

法とくると，梯形断面の既製鉄筋コンクリ ート小梁を渡

し，その間へホロ ープロッ クをはめ込めば終りである。

水平而内の問IJ 性併5 ' IJ ラー メンの水平歪は同ーとみなす

などとむつかしいコ ーゾーリキガタをふり回されるのは

どζ の国のととでしょう ? 日本と同様地震に対する耐

力を考えなくてはならないイタリーですら ，以上のよう

な方法で 6 階建くらいのアパートは無紙作に建設してお

りますぞ。

あまりひどすぎると恩われるので，現場のなかを筆者

が珍らしそうにウロウロしていると，職人らしい男の一

人が何かしきりに話しかけてくる。乙ちらも大いに質問

したいのだが，あいにくと私はスペイン語やイタリ 一語

はからきしだめ。その親切らしい職人らしい男から何ひ

とつ教えて丘えずに終った。もっとも，その男は私があ

まりウロウロするので，邪魔になるからあっちへいけと

いっていたのかもしれないが。

その後ロンドンで，イギリスの施工業者の幹部と会っ

た機会1 ( . ヨーロッパにおいては，どれくらいの水平力

を想定し，それに対する抵抗力は何に期待するのか，と

いう窓味の質問をしたと乙ろ，イタリーやスペインはだ
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めで，わが大英帝国では. i皮らよりずっと大きい水平耐

力をもつよう施工しているとの返答で，力学上の詳しい

乙とについては何ら話してくれなかった。路工者 lζ 力学

上の問題をつつ くのは，失礼にあたるらしし、。現場7 ン

が力学を好いてくれないのは，いず乙の国も閉じであ

る。そしてロンドンの建物でも，日本の法規ではまず確

認されない乙とは確かのよ うである。

その同じ紳士に，大阪は地盤が悪く，基礎の設計施工

にたいへん苦労すると話したときに，ロ ンドンでも同じ

だというので，ボー リング柱状図の実例をみせてほしい

とたのんだと乙ろ，いま乙乙 lζ はもっていないが，会社

にあるから，のちほど日本へ送っ てやるという。そ乙で

宛先を告いたれ京1] を渡してきたが，帰国後半年以上にな

る今日 ，いまだ何の音さたもない。イギリス紳士は雌を

いわないと聞いていたのだが。

オランダの国造りを見学 lζ いったとき，正方形断面の

コンクリート杭がたくさん置いてあった。よくみると

端が」、くらんでいる。そこで同行の日本人技師と考えた

結果，ペデスタル杭と同じく ，支持面積を大きくするた

め，杭先端を太くしてあるのだろうという乙とになっ

た。ととろが打ち込み現場へ行くと ，太い方を杭頭!ζ し

て打っている。結局われわれの推定が誤りで，ふくらま

しであるのは，モンケンによる杭頭l政損を防ぐためだと

いう乙とになった。と乙ろが帰国後オランダ人技師の論

文を読んでみると ，支持面積を大きくするためと告いて

いる。いずれが正しい使い方か，いまだに分らない。

ヨーロッパではろくな見学もできなかったので，当時

ロサンゼノレスにおられた小沼氏f C . . 土産になるような見

学ができるよう航空便で依頼し，安心してアメリカに入

ったが，アメリカには大したものはないから，よい見学

は帰国後日本ですればよかろうとの名言にしたがい，ラ

スベガスで若干の献金をしただけで，早々に帰国した。

日本のモグリ業者やインチキ設計師が大熔びしそうな

建物をどんどんｾ設している欧米の水平耐力に対する考

え方が正しいのか，配筋から コンクリー ト打ちまでやか

ましくいう日本の構造屋の神経が細すぎるのか，いずれ

でしょう ，読者の皆さん。

<1ft者 阪大工学部助教授〉



京 都 大 学 工 学 部 建 築 学 教 室 所 瀧

コ ン ド ル 博 士 関 係 の 図 面 〔 そ の 1J

は じ め に

京都大学工学部建築学教室K は，

明治建築史上に大きな足跡を残した

英国人建築家コジドノレ博士関係の建

築図面が多数保存されている。合計

462枚で，それには博士の工部大学校

:LE任| 時代から死去した大正 9 年まで

の作品が含まれている。どんな事情

で乙れが京都大学K 入るに至 ったか

は未だ詳かでないが，教室の台帳に

よれば古市公威氏の寄付で，その! 時

期は大正11年12月14日，とある。古

市氏はつとに土木工学者として斯界

段高の権威者であり ，現K コγ ドノレ

博士の死去に当 つては工学会長とし

て弔辞を述べている。個人的にも ，

両人は互K 親密であったかと察せら

れるが，図面 Ir 関する具体的な事情

については今求むべき資料がない。

医師は作品別に分冊製本せられ28

附とな っている。なかには明らかに

他人の笠と判定さるべきものも含ま

れているが，多くは署名等によって

1. 工部大学校南門

工部大、Ｇ［ＺＺ校の南 ｲｾ で ， 上部 ｉｃ 一部詳細図があ

り，それには scal e 1  sun ・2 s haku と記

され，尺寸単位であらわしている。墨入れ，水

彩を胞した仕上げで ，右下 IC

J os iah  Conder ， Ar c hi tect  

の' 1' f 名がある 。

2 書棚十分一之図 ( 工部大学校)

;釘宮f lC ｲ 此苫捌 ハコンドル博士自ラ ｾｊｉ シテ

エ部大学校造家学製図室ノ隣室博士ノ蜜ノ壁面

ニ取付アリタルモノナリ J との鈴鍛:空きがあ

る。また下布| 偶 IC Desi gned  b y  Harada.  

とも記されている。寸法は右d きで「ー尺二

寸J および 1 shaku 2  sun. の如く和洋両

式で示している。左下の図 IC Per spect i  ve 

V i e w. 遠見図とあるのも面白い。
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3. 駿河台ニコライ会堂の背面

( 右は創建頃の写真) 明治24年

通称ニコライ :il';で有名なハリス トス復活聖堂

の背立高図で ，盛入 ・水彩仕上げ， ドーム部分

は別の紙を貼っている。 1923年の震火災で周壁

を残す恕度の被i 1 i をうけ ，その後岡間信一郎に

より旧状を変更復旧されて現状となった。最近

復元の計画もあって ，そうなれば ζ の一連の図

面は ifi 要な資料となる。乙の図は日本人の製図

であろう 。
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4.  二コライ会堂八角 ドームの鉄骨 ( 明治2純 一J

表胞に Dr a wi ng of  Oct agonal  Wr ot. Ir on D o me  F r a me  f or T okyo.  J apan.  5cale 弘 i nch to 1  ft とあり鋳鉄製八戸1ドームで，インチ ・

7 ィート を用いている。 肉中許制! な ill 入があり ， 内半径24'5' ，外半径25' 3' であった。;(i 下IC' l.i '名あり ，水彩仕よげ。 jlJ 1.l 1しなかったが平而図の寸話、は 5h，5，

b， r のJer;，で尺 ，寸，分. mで氾入してい る。
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関} 士自身のさ(!: と推定さるべきもので，はなは

だ質重な記録である。ただし ，現在のままで

は，大小 ・精粗 ・図種等雑多であっ て秩序あ

る分類と はいい ｾｈｦ い。将来乙 れを再編成 し，

体系化するならば一周貴重な記録 となるであ

ろう。

現在の分冊のまま ，その内容を表示すれば

次のど とく である。

名 羽L

1  工部大学校ノ一部分

2  駿j河台ニ コラ イ会堂

3  利l田青年会館

4  芝l唯一館

5  永田町独逸大使館

6  五番町英国大使館

7  

横浜ユ ーナイテ ッド倶

楽部

8  本郷高田邸

9  i横浜サミ ューノレ商館

10 鎌倉渡辺邸

11 大I議赤星邸

12  鳥居坂末延邸

13  小笠原教会

14  番町アノレクイン邸

15  目黒行人坂岩永邸

16 赤坂赤星邸

17  白金三光町困問邸

18  三 田綱町三井倶業部

19  和hケ崎島津公爵邸

20  西ケ原古河男爵邸

21  小田原山県公爵邸

22 広尾成瀬邸

23 
田 舎 其家他)( c ount r y  

Vi ll a  多数

24 鎌倉海浜ホテノレ

25 赤坂下教会

26  飯倉教会

27 築地トリニテイ 教会

28 基喝図案

| 年次 | 図面

| 枚数

不 詳 9枚

明24 15 / 1  

/ 1 25 14 //  

/ 1 26 1色1/

/ 1 27 311/  

/ 1 28 16 1/  

/ 1  30  61/ 

/ 1  33 16 //  

/ 1  34 1//  

/ 1 39 6 //  

/ 1 40  13 //  

/ 1 40 10//  

/ 1 42 5 //  

/ 1 44 8 //  

/ 1 45 3//  

/ 1 45 27 //  

/ 1 45 9 //  

大 2 46 1/ 

// 4  64 1/ 

が 6 63 1/  

1/ 守 守n

ゲ 8 24 1/  

各 年 16 // 

不詳 12 //  

/ 1  4 //  

1/ 15 //  

/ /  3 //  

各 年 5 / 1  

上記の どとく， 建築の種別 は多方面にわた

り，その数量も博士の全設計約70糠の半数近

5.  神 田青年会館 ( 明治25年)

上図は一階平函 (Ground plan) と立商 (Street E levat i on) で，跡、瓦造三階i j ! であった。

立函 ICは和紙1<: 鉛爺描 き水彩の変更図 ? の貼紙がある。その他階段詳細 ・講堂詳細 ・短計 ・小屋伏

図等がある。

/  

，与P. . ( 亨tf' . 9/3.  / 1  

1‘  . T...?:主主/

) v，(' フ マ 1 ノ1γ e

/、

6.  署名の一例 ( 神田背年会館)

r.!M当教徒i '1年会小屋組之図J にある署名で縦白で「明治甘五年七月廿三日 I ra点満之助支配人 ，

iJ!築郡白人』;I 林之助J とあり ，右に同日コンドルの1署名がある。1 : . れは小屋伏図のものであるが，

他の図面にもあり ，消水組で製図し ，コンドルが検閲署名したものと推定される 。 なお門主fo会館の

竣工は ｲ ｕ ｉ ｾ 水主ＮｉＡ設百五十年 ｊ ICよれば27年 3 月であった 。

くを占めていると とが知られる。 1 月日本政府の招きに応じて来日 し，工部大学校造家学教師および工部省の

建築技 ｦｬｩｪ￮ｋ 任ぜられ た 。最初の造家学 科卒 業生 Ｔ 人 Ｈ片山東 ｩｬｾ ・ Ｇ［ｑ 昨日迷政 ・

コンド Ｉ ｾ 博 士につ いて 辰野金吾 ・佐立七次郎〕が明治12年 ( 1879) に巣立ち ，やがて，明治建築界

ジョ サ イ ア ・コ シドノレ同士 ( J os iah の大立物となるが，ζ れらの人々は皆博士の直弟子であゥた。木村守的な建築

Conder.  1852・1920) は 1852年 7 月 ロンド γ 学の教育に携わる 一方，来 日以来生涯を通じて建築設計をつづけ ，その作品

K 生まれた。同地で正規の教育をうけ，さら は，上記のど とく，約70f*ICおよんだ。工部省廃止 ( 1885) 後，臨時建築局 -

IC 1868 年 英国王立建築学会正員スミス教授 内務省顧問 とな り，そ の後三河台町Kiill 築事務所を聞いたが ， 乙と lζ 納介の

( T .  R oger Smi t h.) について指導をうけた 図而はそ乙に保存されていたものかと忽像される 。

後間も な くパージス (W i ll iam B urges. ) 経 憾土の作品の大要は建築雑誌 402 号( 大正 9 年) によってもうかがう ζ と

営の事務所で助手 となった。明治10年( 1877) ができるが，その作風は 当時の折衷主義を反映 したものである 。すなわち ，
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惨

7. 永園町独逸大使館 ( 明治27年〕

ζ の一同} の図はほとんと侵入され，一部はトレーシングクロス IC描いてある。ぷ題 IC Des i gn for Reconst ruct ing  T he  I mperi al  Ger ma n L egat ion.  

Tokyo.  ] apan  とあり . 1 : 名されたのが数枚ある。全体としては配置図以下一応揃っている。

各種様式の取捨選択によ って一家の風をなし

た。が，最も何ぷとしたととろは ，さすがK

イギリスのお国ぷりだけあ って，ゴν ック様

式であ った。また初期のもの K はサラセソ様

式の奴取lζ よって特異な風絡を示したものも

あるが，恐らく東洋風を芯図した結果であろ

う。日本の災術K は深い理解を示し ，日本建

築との折衷も早くから考えたらしく ，それが

芝I唯一館 ( U ni t ar i an H a l l. ) 一 明 治 26 年

1893ーにすでに現われている。乙れは日本在

来線式を洋風建築 IL持ち込んだ最も早い頃の

例として注芯すべきものであろう c

明治17年 ( 1884) には勲四等 . 23年勲三等

に叙せられ. 25年弱J任符遇となり ，また( 東

京) 帝国大学名誉教J受IC推され，大正 2 年工

学博士の学位を授けられた。その後大正 9 ft::

K は建築学会から表彰され，間 4 ) 'j 18日にそ

の式典が行なわれたが，その頃から健康がす

ぐれず， 6 刀21 日遂に三河台 lllJ の自邸で永眠

した。享年69才. 11寺IC夫人逝いて11 日目であ

った。告別式は 26 日芝アジドレ ー教会で挙

行，来fE司ケ谷容地 IL若手られた。

(近 藤 豊記)
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8. 玄番町英国大使館 ( 明治28年)

大f!l !師fー ・二附平面関で，ヰi入 ，彩色をmいる。表題の ;(ilC Faci ng  of  thi s  pl an to Mr .  

Tr enc h wi t h not e.  ...... 25/2/95  とあって . 28年 2 月25nl C c . れが起されたのを知る。 フィ

一 九 インチを用いているがY E D O ( 江戸) といっているのが而 ( 1い。( 立国図はなく，平面関

も乙れ一枚だけである。〕

， 



伊奈製陶械式曾紅

本社・ 工砧 愛 知 県 常 滑 市 扇 i面 新 聞 ; 臣 官 滑 7∞( 代)

東京事務所東京都中央区西八丁場 2 - 8 l1t (551)6371 ( 代)

大 阪 事 務 所 京 阪 市 西 区 析 町m過 1 - 2 3 屯 (541)臼制(代)

伊東の

衛 生 陶 器

ω  

カタ ログ送呈



キ

付議

青 株 式
柏 原 涯

ｾ、

: l 4 社

本社工場

第二工場

創J 業 大 正 八 年

ラパ トリーヒンデ

ピポシト ヒンデ

ヒ・ポッ トヒンデ

官房

大阪市西淀川区御幣島* 2 ノ 5

大阪市西淀川区御幣島西 3 / 9 9

電話大阪 (471) 1494 - 4  

電話大阪 (471) 0  4  2  6  

日本ドF ーテZック凱逼株式会ii

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本 社 工 島 品 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2  2 電 話 大 阪 ( 716) 2  2  3  1  ( 代 )

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 1 丁目 2 3 包 括 東 京 ( 291) 1  9  2  0 ・ 4 9  2  0  

稲 田 ] 出 張 所 初 岡 市 舟 部 町 l 番 地 電話 徳 間 ( 74) 2  3  7  2 ・3 3 1  2  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 区 下 回 町 1 丁目 5 番 地 電 話 名 古 屋 ( 23) 7  3  6  1  
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一一一一一一一 優秀な設備技術 と卓越せる設計の成果 〈必切- >

勾、

耐久カおる三馬子仇 狂わゐH

r . ; イヤ宅ニJ f-!! E日

日本 板 硝 子 タ フ ラ イ ト ド ア 一指 定

E H司肩車

90・スト γ プ付両開中心吊( 浅型) ヒンデ4 =1，本ノミニ テ

縦横ニ調ｾｾ可能

ｾ〆

一一う

S  H  - 30  

90・ストップ付両開中心吊 ( H型) ヒンヂ本体ノ ミニテ縦愉ニ訓笠可能

ドP圃ヂJ: Iリワ並にピポ，ツトヒシ号

大鳥機工株式会社 ・金物部

大 阪 市 北 区 永 業 IDI 8  ( 日産生命館内) ｾ￻ｾ 大阪 ＨＳＮ ＱＱ Ｉ ＴＹ Ｂ Ｕ
東京営業所 見I京都千代rn区神m金沢町11 電 話 点 京 (291) 8632

S  T - 30 工 場 鳥 取 ilr 1Z 安 f目 指 代 表 2 2  0  1  

新時代 lZマ、y干し た色つ ぎのu ふく鉄板

!fl.幽 開 町

美しいア j し三高 u' ふく鉄板

Ｗ 、、，玉 ， ＧＮｊ ヲルＧｩＧＩｾｾート

汁 ｉｊｉ ンヲ ＩＢＧｪＹｊｾ 製造株式会組
社 並 工 場 尼 崎 市 大 抽 北 口 電 :-1; ( 481) 咽 4 7 - 9  

東 京 支E 並 工 唱 埼 玉 県 高 rll 大 字 躍 且 1 6 2 0 i'( Ul i 雌 担 日 - 4

名 古 屋 支 底 名古風市中村区貸金; d i S 丁目 6 1電:li ( 臼) 1  0 2 3  

宜 E 、 出 掛 所 λ 帽 ・郡 山ー敦 賀 桂 島 三 脱 出 山 猛 岡 山 凪 ・ 宇 部 ー 川 崎



ABC -圃圃・

キ

、

〆

クl

n  ゆる間隙から永久に漏水の心配を根絶する

系くえに気容を保持す る

庶イ西で、耐 久11庄のある コーキン焔1]

1  8  V ッ タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  m 

コ ー キ ン グ ガ ン

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

( 現場渡〉

( 現場渡)

友之スムニム 美 しく ，磨耗せず，滑らず，かつ耐水性 lζ 富んだ床材

床，廊下，階段，ロビー，パノレコニー，ガ ソリシスタ Y ド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る。

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)

フ ェ ロ コ ン 工

コンクリート床の金属性硬化材で，

果をあ げる。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

現場渡{ 緑

i その他

7，080円

5，880円

(坪当り ￥1， 180)  

(  11 ￥ 980)  

場 ， 倉 庫 用 コ シ ク リ ー ト 床 仕 上 材

フェ ロコ γ の施工によ って床は恰も鋼板を張ったような効

f 色 物

現場渡{

l ナチ ュラル

6，200円

5，400円

コf k t J…上 近 代 人 の 部 屋 川 疲 れ を い や し ， い らいらを 抑 制

合成ゴム とコノレクから製造されたコノレク ν ートで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

価 格 坪当り 東京渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7m m  

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 用 電 導 ビ ニ ー ノレ タ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

イ ノレ

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除、補 修 が 容 易 で ある

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7 7  

T E L  (581) 1  4  1  1  ( 代表) - 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京町堀通 1- 18 ( 京町会館ピノレ)

T E L  (441) 3 9  1 5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3



3月号 ・名古屋特集号の 「名古屋

リポー ト」の記事訂正

行自| 奴 |  

35頁左段上より 7 凶: 1位

| 名古@の計画| 名古; @の計画
18 1  :!j ，ｾｲＮ［ｵＮＢＮＮＮＢ＠ ＢｾＧｔＧｩ＠

1が き h
i  

/ 1 1/  11 251総台的な | 総合的!J

11 11 11 261公 開 |公悶

H 右段: l <3のうち 11 ' 1 : 位

川名古屋駅ー1 r名古屋駅ー

お頁ti. 段上より 21:tili下T
0 1

" ¥ I池下」

いからみ台わせ!カらみ合わせ

下より 3ドて |  

11 11 11 2 1しようという| しようという

H  右段上より 10 卜公団など | 公闘など

11 11 下より 2 卜場台も |場合も

rT頁ti. 段上より 4 卜場台が l場合が

グ グ 12ト収 翻 し て の 慨 を 予 却 し

1/  11 下より 4 卜公団 |公悶

H 右段下より 17 卜注 除

39頁左段上より 81;総台組: 陥合性

グ 右 段上より 1310. 03と 仰03を

4011左段上より 15卜分後 |今後

41頁右段上より 4113カカ村 113カ町村

11 / 1 / 1 6 1自然放住民 h自然l1i 任に

43頁友段上より 51.企てるため 陥るため

l越本計と衝後|端本計画と 1際

右段上より
16

1な 的 系 が 山 l援は関係が

44頁右段上より 11旧ともに H日とともに

45頁左段上より 30 1: および空白 ドおよぶ空白

1/  11 11 311あけられる 卜品 tずられる

H 右段下より 4名古屋市 工 水 線 師 工 業

47頁右段下よ り 41国道22号線 岡立1247号 線

48頁右段上より 61大きいので M、きいので

49頁左段下より 14 11司盗，l tI ! 域側1 11問主主地践例

H  布段上より引すぐれた Iすぐれて

51頁図ー1説明 引すでにすで'1<:: 1' すでに

52頁図- 3説明 | 公園住宅 | 公開住宅

52頁図ー5 1  1写真 上下逆

53頁右段上 よ り 引 350万坪 1250万py.

ＵＳ 頁図 ｾ 板中 | 公開 |会関

54頁左段上より 13 1当然だろらし|当然fごろうし

| 開地開発にも

J あったし，ま

17 1団地開発へ叫に地域開発へ

の

11 11 11 23 1投売分が | 役資分が

H  右段上 より 211固定資産の | 固定資産税の

55百左段下 より 31聞や瓜 |閃や瓜

H  右段下より 51もっとも殺到もっと政迎

57頁左段下より 161抱負として |規般と して

H  布段上より 81都の大都市 | 他の大都市

11 11 / 1 151計画の稲野 |肘闘の観野

11 11 11 18 1社会科など | 社会利学など

"/ 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“"“ 1111111111“111111“11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

正頁

11 

て

ことしの選挙のために，あらたに有

権者名簿l乙登録される乙とをホー望す

る人は，きたる 4 月30 日までに学術

会議中央選挙管理会 [ζ 登録用カード

を提出しなければなりません。

乙の登録用カ ー ドによる資絡答査

は 5 月に行なわれます。

登録用カ ー ド用紙はハガキで氏

名( ふりがな) ，住所，勤務機関

および1除名を書いて，東京占ifl 台東

区上野公園，日本学術会議会館内

中央選挙管理会へ請求されるとよ

3. 選挙期日( 投票締切日 ) は 11

月25日です。

4.  有権者は，氏名，住所，本悠

勤務機関および職名，勤務地のいづ

れかに移動があったときは，かなら

ず選挙管理会 lζ 「有権者異動届」を

提出しなければなりません。乙れを

怠ると有権者の権利を行使できない

ことがあります。

つ員 選 挙 に本 学 術 会 議 第 6期 会

口本学術会議は，わが国科学者の

杓外 lこ対する代表機関で，その会口

は選挙によって選ばれますが，乙と

しは 3 年ごとに行なわれる会員選挙

の年です。 会員 lζ 選挙され， または

会員を選挙するためには，日本学術

会議の有権者名簿 lζ 登録されなけれ

ばなりません。

乙としの選挙について，とくにつ

ぎの乙とに留意してほしいとの乙と

です。

1  前回( 昭和34年〉の選挙の有

稿者については，前回提出の笠録用

カード lζ より，昨年 12月 lζ 資格審査

が行なわれました。乙れに関し，中

央選挙yfs ! 会から特別の通知のなか

った人は，有権者名簿K 登録されま

すから，あらためて畳録用カ ードを

提出する必要はありません。

2  前回の選挙の有権者以外の人

および前回の選挙の有権者で，選挙

管現会から 特別の通知のあった人で

日

引 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I 111111111111t11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

第 2 回 大 会 開 催

C.  1. B. ( Cons ei  1  I nt ernot i onol  du Bot i ment  pour  10 Recher che， l 'Et川u吋de e剖t 10 
。

{ ) oc印U山『 問Y

{ にこおいてB開目{ 催佳される。

テー" ' 7 :  The Inf l uence of  Chong ing  Requi r ements ， ond of  Dev elo pment s in 

Mot er i ol s ond C o mponent s ， on Des ign and Const r uct i on 

と き : 1962年 9 月 5 日- 11日

ところ : ケンブリッジ( 英国) 大学工学教室 ・化学教室

( 国 際 建 築 研 究 会 議〉c.  1. B.  

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIII I11111111111111111 l1L  

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

社 大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

包 話 剛 7 4  1  8 ・6 0 9 ・6 5  7  5  

神戸市東灘区本圧町青木古堂町 53

fE二話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010

電 話 尾 道 2868 向 島 西 19

63 

キ充

所務工智武株式会社

本

場エ

首
Ｍ ｾＨ＠並留福取締役社長

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋ピノレ 3 階

電話 ( 202) 3233 ・3234



報 ( 2 月 分 〉

| 事 業 委 員 会 |

4

2

 

| 通 常 総 会 |

22日 4 11寺一一 4 1時半於会館集会室

出席者東畑副会長外 7 名

級 事 ( 1  ) 監事 11"，本部所属言平議員44千ノI 選挙の件

( 2  ) 役員室任7 j k 認の件

| 理 事 会 |

14日 3 時一一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者東畑，竹中両副会長外 5 理事

山内，栗林各支部長

殺 事 ( 1  ) 通常総会開催の件

(  2  ) 例人会民値上げに関する件

(  3  ) 創立45年記念行事 lζ 関する件

(  4  ) その他

( イ) 大阪府知事表彰候補者推せんの件

( ロ) 関西における私立大学に起築学科

の新設拡充並K 関西における官公

立大学の建築学科拡充 lζ 関する要

請書提出の件

(  5  ) 入退会者承認の件

(  6  ) 報告事項

2 日 11時半一一 4 時 半 見 学 会

6 11寺一一- 8 1時半 座談会

出席者海上委員長外 11委員

大阪府住宅主主設促進協議会と共催で服部緑地の民家

来絡を見学。更に関電会館 2 階グ リノレ会議室において

次の諮話( スライド併用) を聞き懇談。

「アメ リカの建売住宅とプ レハブにつ いて」

や11戸山手短大 竹内 さく氏

「ソ述のプレハフ'ア パー ト施工K ついて」

大 林 組 研 究 室 寺 沢 一 夫 氏

12日 5 11寺半一一 8 時 於 会 館 集 会 主

出席将岩崎委員長外 11委員

議 事 ( 1 )  3 月の事業企画について

( 2  ) 創立45年記念事業の内総務関係行事につ

いて

( 3 ) 次年度事業委員選 ! HC関する件

( 4 ) 報告事項

幹 事 会

20日 3 11寺- 6 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 橋 本 幹 事 外 4 幹事

6 月 m築工' l ' l 特集」号の企画K ついて協議。

委 員 会

23日 4 1時一一 7 11寺 於会f l 1¥; 会議室

出席者森，上林正副委員長外 3 委口

議 事 ( 1)  3 月「名古屋特集J 号経過報告

( 2 )  4 月「構造特集J 号経過報告

( 3 )  5 月 171 < . と設備特集」号企画について

( 4 )  6 月「建築工費特集」号の企画審議

( 5  ) 次年度委員長，委員の選任について

| 教 育 委 員 会 |

小委員会 (工高生デザインコンクール)

2 日 正午一一 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 杉本主査，吉田委員

入選者 lζ 与える 111博の図案について協議の上案を決

定。

-
w

，
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戸

時

制

単

一

h

f
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'

B

 

制

ト

-
r

合成樹 脂

塗 床材

壁材内装

-外 装 用

d bT 

トルギノールは合成樹脂の像装式( コテ仕上) の床材で継自がIJ

く衛生的で ， 圧力 Ｎ ｦｉ粍 ｉｾ 耐えて永 もち のする型組的床 材 で 保温

防音 ｉｾ も ｬｩ ｐ ，附む感じのよい適度の抑力をもっています。

女 不変色 色絢自在 * 総名記入カタログ御郁求下さい

コスミコートとは特殊合成位j Jl fl を主体とした高分子粒状主主料でありま す。

特 徴 通気性があるため ，コンヲ リートが生乾 きでも主主主主ができ ，制限する

己と があ りません。その上申乾z焼も極めて早〈し，従つて工即別j の短縮がで 主ます

製造元 大 元 工 業 株 式 会 社

l  … … 司 市 問 仰 …I球制恥梨肌刷…淀釧山川順区却羽一屋邸蜘通酌り m附 お前 叩T冗一E

i岱 苫 梁 所 大 阪 束 京 名 7内可邸

T E L(941)3012  T E L(561)4678 T E L (24) 中191
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(  6 ) ニ楽荘に関する件

( 7 ) 生野鉱業所の建物調査に関し報告の件

(  8 )  I写真東京の今昔」の紹介

給排水衛生設備図書出版打合会

15日 3 時一- 6 時 於 大 阪 建 設 会 航

出席者 田中主査外委員執筆者 15氏

出版三 I.j 函，編集内宮，執筆方針，執筆依頼者などに

ついて協議決定し，今後の作業工程を予定した。 一

会

一

一

回貝

一

一

委

一

一

業

一

一

事

一

一

念

-

一

コし

一

一

号
一
ロ

一

委員長会議

1 日 正午一- 2 1時 於 大 阪 ク ラ ブ

出席者 策畑，竹中正副委員長外 4 各委員長

住宅展の企画変更並 lζ 記念出版の予算憎額の件を協

議決定。

建築ハンドブ ック編集委員会

16日 正午一一 2 11寺 於 会 館 会 議 室

ｉｉｾｊ 前点 伊必委員長外 11委員

編集方針，編柴内容について協議。

総務委員会

小委員会 ( 特別見学会)

2 日 Ｖ Ｑ 時三 ｾＭ Ｗ 時半於会館会議室

山 席 者 岩 的 委 員 長，原田主主E外 2 委員

特別見学会の企画の大要を協議決定。

委 員 会

27日 3 時一- 6 11寺 於 会 館 会 議 室

出席者 中原委員長外 8 委員

亨 ( 1  ) 講習会の企聞について

(  2 ) 工高生デザインコンクーノレの: . t i : l 仰の件

(  3 ) 次年度委員会えの申し送り事項

( 4 ) 次年度委員の選任について

i連

19日 5 1時半一一 7 1時 於会館会議室

出 席 者 原 田 主 査 外 3 委員

特別見学会の会画について，具体的にその詳細を協

議。

小委員会 L余技作品展)

7 日 正午一一 2 1時 於会館会議室

出 席 者 三 品 主 査 外 3 委員

t1
1

1品の勧誘，事業予算，委員の作業分担などにつき

協議。

両 五会|

鉄骨鉄筋コンクリート徳造設計実例集編集委員会

20日 5 1時半一一 7 1侍 於 会 館 会 議 室

出席者 石崎主査外 4 委員

出版収支の見込を報告し，今後の販売方法を協議し

た上委員会を解散。

13日 4 1時半ー- 6 1時 於 阪 神 百 貨j苫

出席者 三品主査外 2 委員

会以椛成，会経'l'i などについて協議。

17日 正午一一 1 1時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 三品主査外 2 委員

印刷関係について協議。

於阪神百貨庖27日 11時半一一 1 1時半

出席者駒，楢崎別委員

展示切の実測その他会場構成につき協議。

16日 3 11寺- 4 1時半 於会官官会議室

出席者 滝沢委員長外 7 委員

'jl: ( 1) 報告事項

(  2  ) コンドノレ氏の設計図面を 4 月，

;1武の件

( 3 )  3 月号に発表予定であった神戸市庁合の

m物を後日発表K 変更の件

(  4  ) 桐敷民次郎氏 lζ 原稿依頼の件

(  5  ) 長崎の建物調査に関し依頼書: 発送の件

5 月lζ 述

近 代 建 築調 査 委 員 会

議

量孟］且ＮＮＮＮｾ旬、
5 0 0 0 級 ス ー パ

外 部 用 内 部 用

... ，?， 名i!.J. )，T.:

ｉｾ 与・ 金沢

l可・ 群 馬

台 ・ 礼申見

大 阪 ・ *

慌 |珂 ・ 広

新; 向 ・ if 争

ｪ 兵ＭｉＧｾ .  f山

ｾＭＮＮＮＮＮＮ，Ｎ及 ＵＰＰＰ
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小委員会 ( 運動会)

14日 6 時一一 8 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 滝 本 主 査 外 3 委員

迩動会の実施企画について協議。

出版委員会

21 日 2 時半一 一 8 11寺 於 会 館 会 議 室

出席者 浦辺， 足立正副委員長外 4 委員

議 事 ( 1  ) 図書の名称について

( 2 ) 表紙のデサ‘ インについて

( 3  ) 編集方法並に印刷工程の打合せ

住宅ポシンポジウム，講演会合同委員会

28日 21時一一- 5  1時 於会館会議室

出 席 者 塚 本，鷲尾両委員長外 4 委員

実施方針について協議打合せ。

| 職 場 グ ル ー プ 世 話 人懇 談 会 1

9 日 5 時半一一 81時 於 会 館 集 会 室

出席者 各職場グループ世話人 18氏

個人会費の値上 げの件について懇談。

| 座 談 会 |

「鉄骨鉄筋 コンクリート 様造計算規準」をめぐ

る諸問題についての座談会

15 日 2 1時一一 5 1時 於会館集会室

出 席 者 司 会 伴 潔 氏 外 10氏

編集委員企石，小阪両委員

会 誌 4 月「椛造特集」号企画として開他。

6会 長 午 餐 会 |

20日 正午一一 2 11寺於新阪急ビノレ

レストランノマレス

大阪府建築士会の当番で開催。 6 会よりの出席者 16

名。会食後関西の官公立大学の建築科拡充巡動1(. 関し

て協議。 なおその他の件Iζ っき懇談。

名

内

ぺ

》者

所

加

務

参

事築

半

会

往

時

半[子

士一

V

5

見

得

一

」

林

一

I

l

-

-

蔵

小

半

-
l

l

」

酉

時

一

会

一

配

計

引

一

一

本

一

E

一

臼

設

日

-

凶

苛

す

-

F

l

'

円

1'

一

見

一

| 若 い 会 員 の集 い |

「フランス美術展の観賞と講演の会」

28日 :21時半一一 5 時 参 加 者 59名

京都美術館において開催の「フランス美術展」を観

位した後，京郎会合i ' i第一会議室において， 京都工芸繊

維大学教授河本敦夫氏の「ノレーブノレを中心とするフラ

ンス美術の話j の講話を聞いた。

" ' 111"1111111 1111111111111111" ' 11"" ' 11111111111111"111111111111111111111 11 111 1111111111111 111 1111111111111111  

編 集 後 記

編集幹m会で， きめた総は . A グループとして . rrLl : 近の構法の可自首

位」を追求 してみようという E とで . PCj 持法. H型銅. mm. 鋼管構造

の四つをとりだした。しかし， そのうち「鋼材の筏合を中心としての限

接J は， 日本溶接協会m立部会 lζ お願いしたが， 辞退されて E られた。

B グループとしては， 先般刊行された「鉄骨鉄筋コンヲリート構造計

算税郁」をめぐって座談会形式で， 問問点をしぼってみようという己と

であった。

C グループと しては ， 構法専門家で外遊された方 ICお願いして， 軽い

説物として漫1 f f ー とくに栂逃についてーをふるって もらおうというわけ

である。 ζ のうち ， 残念なのは， 現在アメリカのカリフオルニ 7 大学1<:

留学中の小編鐸ニ氏より ， せっかくの承忽をもらっていながら ， 原稿が

未着な己とである 。石崎滋雄氏も E平退さ れた。

乙の号の企画 IC C協力いただいた幹事は ， 小泉昇氏( 竹中ヱ fh庖)

平田; 立男( 平田構造司1) . 鈴木計夫氏 (大林組) .  編集委貝より盆石禿

夫氏，小阪総夫氏，力面利夫氏，総本良介氏である。

きいと IC. 執1 l l 者ならびに ， 担当幹司Iの各位 IC厚くお礼を rll し上 げま

す。次りは「水と設備特集」の予定である。

ミ 冷 蔵 Fトー防熱工事 ー アスフ ァノレト 防水 工事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアノレ トタイノレ工事 選

議耐般モノレタ j レ工事 J 名 称 床 エ オ予選

大 阪 耐 臣 会 Z 業pf {

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪(371 )1333番
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5225 大阜化学のひふくτっlぎんさ

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

繍聴講義

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 h北 京 区 野 江 東 之 IIIJ 4 の 1 0 4 ( 931)  7071- 3  

支 底 新 川 浜 ・名 山 屋 . ｰｾ＠ ｵ 市 ・ 広Ａｾｾ

田中式穿113.V2312Fこ

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工 場 東 京 仰 織 田 区 綿 糸 町 1 - 25 

東 京 都ニ 工 場 東 京m品 四 区 古 郷 町 東 4 - 122 

4 、 合 工 場 問 岡 県 小 倉 市 赤 極上 の1( 137

川崎 工 場榊 菊 川県川崎市東 ｾ ＡＡ回 Ｓ - 43  

札 桃 山 '11 > 所 北 海 道 札 帆 市 北 大 通 東 4 T 白 4

塩基阿f ¥: Illi 応 岩 手 県 盛 I河 市 木 伏49 .  ｬｉＡ ｾ･ 迎紋Ｈ株ｽ

名古/ i l I 代理府 愛 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 ・岡田喧村 K K

米 子 代 雌 町 鳥 取 県 米 干 市 祇I田 町 2 - 93 ・吉 岡 工務 臨

a呆 式

会 i t

T E L 東 京 (623 ) 代 表0106 - 0108 ・(622 )0790 

T E L 東 京 (611 ) 2118 - 9  

T E L 小 骨 ( 52) 0653 ・ 2833

T E L 川 崎 0 0 15 9 4 - 5

T  E  L  ｾｌ＠ •. 見 ③ 6762 ・05 15

T E L 盛 岡 -7642

T E L 名 古 底 (53 ) 01 21 ・2057

T E L  対e弓乙 4683 

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (341) 207- 8・4836- 7

1  



議 器 産 : 護 実 設 計 施 工

盟 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・屯話大阪⑫7575( 代表)

京都市東山区大和大路正面上ノレ匂話京都⑥4945( 代表)

神戸市生回区下山手通六ノー ・包 話 神 戸 ④ 5 8 9  2  

水道 ・衛生 ・l唆冷房 ・其{也管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式/ レ ーフドレイシ製造販売

(1日斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支底

大 阪市南区l脱皮町通一丁 目四四番地

包話大阪｀代表 ＴＴＹＶＭＸ ・ ＴＹＹＳＭＴ ｾ

本 庄 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲 12号館 5 号

電 話( 281) 局6505- 8務

金沢営" " 所 金 沢 市 高 岡 田J 三 五 包括金沢⑦ 2074

福井出銭所 楠井市城之繍下町一 0 電話福井② 2436

高松山吸所 高 松 市 二 番 丁 九 電話高訟⑤ 5195

岡山出張所 岡山市大供給ノ木三八Oノ- ;rrn舌岡山@7O47 

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

一 機 工 業 大 阪 支 底

取 締 役 社 長 山 田 熊・男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大阪市東区高髭嬬 3丁目I 番地 市街大阪 (202)代表3071

本 広 東 京 都 千 代 悶 区 イi 楽 町 1 丁目 1 0 番地

支広 . !l ¥1Imi 名古屋 ・福岡 ・札快 ・広島 ・仙台 ・富山 ・金沢 ・高松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

2言西原衛生ヱ業所大阪j吉

大阪市大淀区小津l有通 n 目44 電話大阪⑩ 3415番
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電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備 |  

設 計 施 工 l

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 60番 地

屯 話 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1 務

広 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

出ｾ所 京古j ) ・事1
1
戸 ・岡山 ・高 松 ・!ム

j
ゐ ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金 沢 ・福井

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大 正 二 年 病院諸機械・給排水・衛生

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ピノレ 6 階 6 7 6 区

r[i J帝 京 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 大 同 ピ ル 714 号

i [ i 訴 大 阪 ⑭ 1 5 6 8 ・1569 ・2 5 9 4

机 幌 広 札幌市北四条西16丁目 1務地高問屋ピノレ二階

m話 中 し 似 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名 古 屋 唐 名古屋市中区南大津通- T目千代田 ピノレ522号

fll 話 中 局 @ 1  7  6  6  
I  

「一一一一一

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

鍛 計 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

ヒ阪市西区上佐wi 通 1 丁目 14器地

市 新 ⑪ 代 表 5 1  7  1 務

東 京 支 1.5 ＭＪ点郎港区芝田村 ｾｉｊ 6 丁目氾諮問1 ) 代表7121

名古屋支! 苫名古屋市中区材木町 l J 目 屯話@ 代表7856

京高日支広 京伺nli 下京区烏丸通松原下ノレ fG芯ー③9153，再

利l
戸 支 応 神戸市生田区北長狭通 2 丁 目 屯 話 ③ 代 表5101

福 岡 支 間 柄 岡 市 千 代 栄 IIIJ ｾ｛ｩ訴⑧代表 ＴＷＳＱ

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施 工

式

社

株

会建 キオ 社

大 阪 支 庖

大 阪 ili 北 区' 1 'ノ品二] 自( 新朝日ピノレ 5 断)

fE話大阪@ 6041 ・⑫ 7046(代)

本社及東京支出 東京; 初中央区八重洲三7 目じ

営 業 所 名古屋市中区西万 IIIJ ニT 目

連 絡 所 広 島 市 基 11汀一 ( 朝日ヒソレ)

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 宮 田 町 一 六 代 表 ⑩ 7031

支 庖 来京都中火区宝 11汀二・六( 村辛ピル211l'i) (561)5441 

出 張 所 名 古屋 市 中 区 新 栄 町 二 丁 目 ー ③1820

福井i I i 宝永上 l町 一 O 五 1596 

松 江 市 京 本 町 四 丁 目 一 四 九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 0 1158



一一特命叉J j : 指名の場合は本欄をど不1) J自 の ね お 闘 い 致 し ま す一一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・胞 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪市北区立砧船大工町五三番地( 毎 回大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑪ 局 8 3  5  6  ( 代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜II IJ 三丁目 二四者地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 閏 町J 3 6 0 器 地

社

底

場

本

支

エ

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ヒソレ 8 階)

包 括 大 阪 ( 31t) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 務地

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市 北 区 中 之島 Ｔ Ｍ ＳＹ 電⑪ ＶＶＷＱｾ Ｕ

東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2ー 7 m (431) 7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 百 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 11l②2203・③5374・5969

仙 台 文 応 仙台市元寺小路( 五械 ピJ レ) m② 8061・③ 9261

名古民支応ー 名古尾市中区東開町 6- 5 Hl @1270 ・1484

広 尚 文 ， 2 ] 広 島 市 大 手 町 8 ー 155 宿 ③ 7 9 4 9  

福 岡 支 応 稲 悶 市 策 研 町 3 泡 @ 0788・@02 96

生

置

暖

本

社株式会社

A

Q

Z

 

株式会社

広

本

支

神戸出強所

仙台出張所

温 湿 度 調 整 ・暖冷 房・換気給排水・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

温湿度調整装置、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 間 II IJ 30 " 間大阪⑩ jjQ総務。

本 社 東 京 都 千 代 回 区 メL ノ 内 2 ー 10

fE 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

屯 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 11町3 - 6

電 話 ⑤ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京都市中京区両径! 町通 991!i小路上ノレ

屯話@ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋 1-37(玉猫楠北詰)

電 話 ⑪ 8 8  2  9  

凶日市市浜田商末広町電話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

J4f  繁JI! 代表取締役

⑨ 

宇土本

大 阪 営 業 所仙 台 文 ! 万

四日市営業所

津 営 業 所

暖房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノ レ 六 階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) 9851 ｾ＠ 9 ・9951 ｾ＠ 9  

東 京 初 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ j

m 話 東 京 (291) 8  0  0  2  ｾ＠ 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

底 大 阪 市 福 烏 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番地

Ｚ忍話大阪⑪ ＳＳＹＱｾＵ 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

包 話 (351) 2  1  7  7  ｾ＠ 8 番

神戸市生同区下山手通八丁目 三三 ' rf i 結元町0 3035番

仙 台 市 東 四 百 子 丁 四 五 l K 府 ② 51361昏

社嘉大

大

⑤ 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才町50 北大阪ピ; ! -

電話大阪 ⑩ 代 ＸＶＷＵｾＹ ・ ＴＹＵＳｾＵ

東 京 支 広 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 l

電 話 ( 866) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4  

名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

包 話 ⑧ 4  6  9  0 ・4 3  1  7  

営業所・出強所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京郎

名古屋出張所

尽東
名古屋支庖

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市 北 区宗是 ｾ Ｈ大 Ａ ヒソレ 〉
電 大 阪 代 ( 441) 8  6  2  1 著書

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大間 ピノレ)

電 東 京 代 ( 501) 3  1  5  6 番

名 古 '崖 ・111， 台 連 絡 所 福 岡

出張所

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

本社・工湯

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

75 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 帯 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

所

3  

事量営



合 は 本 側 を ど 利 Jfl の桜お阪いf ' J : します一一一一特命 X は 1¥11' ，の場

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 一二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

来 京 初 港 区 赤 坂 溜 池 II IJ 1  

f E話 ( 481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 . Jlli 川 ・福 岡

浅 海 電

設 計 施 工電 気 工 事

本

東京支社

社

自十二

o  3  

・私i 1判

.6. .  

ｾ＠

大 阪 ili 北 限 野 附 IIIJ 六 九

f E 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1  - - 5  ff干

東 京 支 広 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁

: 屯話ー( 551) 8 3  :1 0 ・8 3  

名 古 屋 ・神 戸 ・|河 111 . J.ムぬ

式株

. e:  

ヌL電藤エ

営 業 所所3長

，、、"

1.1 

.-， 

電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社

.6. .  

τ E  式株業工原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

木 ';:1: 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 一冗孫i也

ＧｾｇＺ ｉ 前大阪代表⑪ Ｘ Ｑ ＳＱ Ｍ Ｔ ⑩ ＷＲＶＳ ・ ＲＱＴＴ

付業所 ｾｩ＠ ｊ［ｩ ・ Ｔ ン ＷＱ 屋 ・ ｾ符 ・ 街 ｬ 幼

村
ム
「
，

取締役社長

!}i; 

大阪市北区永業111]" 8 孫 地 ( 11 産 生 命 館 )
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? ( ! 一工業kk …- ・・・ H ・H ・. . . …… 3

大泉熱工業kk. …・…・・… H ・H ・3
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大 仏 組 ・・・・・…・・…・ …・ …・ 5

太建パイノレkk .. …・……・…… 8
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東洋レーヨン kk ・・.. ... . …- 前付

東邦商会 ...... ....... ぃ … … 13

ナ ナニワ瓦kk . . . . . …・・・・・・…・ー … ・17
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中本電気kk ・H ・H ・..… ・・ … … … 4
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日源化学工業kk ・・・・ ・・…・・市j 付

ｾｾ日本アス ＷＷ Jレト事業協同組合・ ・・・ ・・ 9  

kk 西原術生工業所・…. . . .・ H ・... 2  

ハ kk 林塗装J.s . . ……・・・ ・・… ・・ ・・5  

kk 平川鉄工所…. . . . . . . .・ ・・・・・・前付

平田タイノレ… .. ...・ H ・....・ H ・-… 13

フタパ黒板 …- …. . .・H ・. . …・… 13

福屋工業kk ...…・・・ ・・・…・ … … 6

平和工業kk ……・・・… .. ...・ H ・… 6

マ 水谷ペイント kk ・・・・…… ・・・ ・本文

kk 三高製作所. . . ・H ・... .・H ・- 前付

kk 室谷商庖・・ ・………・・・. . .・ H ・.13

森井電業kk. …・・・・・…. . . ・H ・..… 4

森延窯業 ....... ..... .... .....・ H ・18

ヤ 山田工業kk .…. . ・… ー…...・ H ・ 2

八幡製鉄… … ・… … ・… … ・前付

kk ヤマト電気商会… … ・ ・・… 4

八千代f E設工業kk …・・・ ・田… … 5

山宗化学kk .. … … …  ・・・市] 付

kk 山本建材社……・・… ・…・前十l

山本鉄工kk …  ・田…・・・・… ....17

kk 油脂化工社・… ・・・・・ … ・表3

kk 吉田芳雄耐 J.5.. ............ •…13 

吉野石膏:;kk ・・・ ・・………. . . ・H ・. 8  

kk 寄木商会……- ・… ・・…… 14

ラ 理研鋼機kk … ... ・H ・...・ H ・...・ H ・3

7  



国の厚紙でへ リ

折 り 被 覆 し た 強

制で美胞な新し

い耐火ボード

ｅｾ 彊ｾヨ

8  

特 殊 錨 ・ 特 殊 杭 先 金 具

カ タ ロ グ 附 塁

大建 J ｜Ｐ イ ｊｾ

太建パイル株式会紅

石 膏 ラスボード

を下地 にすれば

和 洋壁が 3 - 7

日で出来る

電話大阪 (921) 6  7  8  5 ・4 3 9 1番

工 場 京 都 府 相 楽 郡 山 城 町

電話( 井手局) 4  8 ・ 1 4  8  番

石 ff ラスボード

タイガートー ン

ア ー ト ボ ー ド

秋出杉耐火ボード



何よりも安心できる 年 限 仕 様

〈ぬ

地 区

近

薗量

!順

不

南j

)  

東

海

ヰヒ

陸

中

国

四

国

九

州|

組
メ広当ヨ、

民 名 f主 所 でtl: Mi 

( 株) 久 f呆 商 庖 大阪市北区其砂101 5 大阪 (341)0207- 8・4836- 7

( 株) 木 下 議 三 商 庖 大阪市西区江戸沼南通 5 / 35  大阪 (441 )5408 ・5486

( 株) 井 上 浄 夫 商 底 大阪市西区i L戸堀下通 1 /  7  大阪 (441)8531- 5  

( 株) 大 和 R話 fk 又 大阪市南区高渉開1 4 番丁73 大阪 (631 )6221 - 4  

( 株) 石 回 建 キオ 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大阪 (371 ) 3340 ・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町 1 / 51  大阪 (631 ) 3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大阪 (371) 6555- 7  

日 本 猿 背 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大阪市北区富田町40 大阪 (341 )  1804 

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町 1 丁目 神戸 ⑤2140 ・2697

( 株) 中 出 商
dZ2ミK  

神戸市兵庫区上沢通 6 / 9 神戸 ⑤4630

タ ア

，、e  

ヤ
y  商 底 京都市下京区四条大宮南入学校前 京都 ⑮4468 

回 品 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大阪市西区京田丁堀 1 / 74 大阪 (441) 5951代表

岡 田 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区西菊井町 2 / 12 名古屋⑧沼057 ・Oi '21

( 株) 名 建 商 fk 名古屋市中区宮出町41/ 2  名古屋@ 1329 ・2817 ・2106

高 締 建 4イ 庖 名古屋市中区材木町 1 / 12 名古屋@3 295

北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町 8 金 沢 ②4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 営 業 所 富山市奥田新田123 富 山 ②2218 ③ 1014

北 川 工 業 ( 株 ) 福 井 営 業 所 福井市大和中日T 70 福 井 ②4532

( 株) ム3 工 務 底 高岡市大坪旭町 2 丁目 32 / 1  高 岡 2463

( 株 ) 小 島 工 務 底 富 山 営 業 所 富山市神通町 3 区 1003 富 山 ②8221
， 

7守 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町108 中 ② 2281 - 4  

1 ! f 盛 建 材 ( 株 ) 間 山 営 業 所 岡山市東田町 3 間 山 ②7911 ・8169

( 有) 里子 主主 陶 底 岡山市内山下30/ 10 | 向山② 4272

( 株) r兵 原 盛 商 庖 尾道市若宮町 尾 道 2760

( 株) j兵 原 盤 商 庖 防 府 支 底 防府市大林寺 防 府 1037

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高松市宮脇町960 高 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松山市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

育 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 蛍 業 所 福岡市万行寺前町14

*  

③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大橋脚T l 38 長 崎 ④1726

建設省阪建22号認可 出 資 金 6 0 0 万 円

塁
西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 招 1 ー 7 4

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑩ 代 表 5951

T E  L ( 866) 代表 6101

9  
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角 形 鋼 管

角形鋼管は断面性能が著し〈すぐれておりますので、

形鋼を組み合わせて溶接した角形鋼などにくらべると、

溶 接 の 必 要 が な く 、 均 質 で 信 頼 度 に 岱 み 、 舷 盆 で 取 扱 い が

た や す く な り 、 そ の 上 経 済的 で あ る な ど 有 利 な 特 徴 を も っ

ております 。

。

住友金属工業株式会社

本 社 大 阪 ili * 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電話( 大代聾) 大阪也02) 2201

支 社 東京都千代図区 丸ノ内 1丁目 8ノ6(級住宜 ビル) 電飴{ 大代表} 東京位( 1) 2211

嗣 同 世 藁 所 偏 岡 市 天 神 町 5 8 昏 Ｈ天 神ピ ル Ｘ 階 Ｉ 電 甑 緬附 ｡ｾ 5190 お田

広 助 世 iIl 所 広 駒 市 眠 島 町 8 番 地 ( 広 電 ピ ル 内) 畦館広. 1( 2)7471 . 7596 

1民占 畠骨量所 名古屋市東区久島町5 9 ({主左商事名古屋ピル} 電話 名古監開14田 恒 詑

仙 台 世 量所 仙 台 市 東 l 番 町 1 1  JK I . T ピル内 電話f山吉1313501'15毘臼3

札 悦 官 軍所 札眺市北大通西4丁目 6(住友生命札椛 ピル 内) 世話 札帳 141 0  3  7  8  

雨 の 多 い 日 本 に は …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

二 |



7 7 1 - ( 1' 端ード

( 法 定 不 燃 材 ・ 軽 量 石 綿 耐 火 板 )

完全耐火性

軽盆 ・断熱性 ・吸音

変形は全くない

木材と同様の加工が出来る

室I打ち ・鋸引き ・孔あけ等

トムレ ' vI TX
(吹付石綿・責任施工)

吸 音 ・断 熱 ・結 露 防 止

耐 火 ・耐 娠 動 ・腐 食 防 止

ト 株 式 会 社

本 社 車車僻中央区銀座西 6 の3 電(512)0321 ・ω31 (代)

k 阪 支 臨 大阪市南区単町通 4の2 5 電船場 (251 5491 - 8  

名古屋宜庖 名古屋市中区下附埠町 117 電 南 (321) 6591 - 5

丸 州 支 宙桶関市灘院大通 り2の 8 1 電描岡 (141) 1141. 2821

4峨出張所 制服市北三岳西 2 T目西向 電 12刷 12 13)520 15)308 

繍義s

日 本 ア ス ベ ス

建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 ノ

同霊長

ドライアリベットZ置
P E ND )  

ド ラ イ ブ イ ッ 卜 ・ ド ラ イ ブ ピ ン

ドライブリベッター ・ドライブリ ベット

( P A T E NT .  

製 造 元

日 鳳 ド ラ .......7...，.・.， ト 株 式 会 本 主

東京・犬阪・名古屋

御

手

持

ち

の

ド

ラ

イ

.
フ

ィ

ッ

ト

(

三

三

O

型

及

四

回

O

型

)

に

ド

ラ

イ

ブ

リ

ベ

ッ

ト

用

ア

タ

ッ

チ

メ

ン

ト

を

取

付

け

る

だ

け

で

電

気

も

、

ド

リ

ル

も

、

コ

ン

プ

レ

ッ

サ

ー

も

使

は

ず

に

薄

鋼

板

金

属

板

に

、

瞬

間

に

、

強

固

に

経

済

的

に

リ

ベ

ッ

ト

打

ち

が

出

来

る

特

殊

リ

ベ

ッ

ト

法

が

完

成

致

し

ま

し

た

。

34 1  - 6 4  4  4  

T E L  
36 1  - 8  7  0  9  
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大 阪 市北 区 絹 笠岡Tl 1



(ア イクエオ)1闘〉

(301)  6437 ・6438

(661) 8861- 2  

(971) 4460 ・8288

(441) 5951 

(471)  3131- 2 

八尾 ( 2 ) 2 308 ・3039

(391)  0924- 5 ・2045

(531) 5281 - 3  

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁目 9 1

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1丁 目 7 4  

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 16 9 0

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 婿 上 通 3 丁目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1丁 目 1 8

k. k.  

社

社

大阪出ｾ所
業 k .k .

重量 k .k .  

k. k.  大阪営務所

大 阪 支 16

*  英

晴

揖

K

工

k

材

エ

エ

工

工 業

k  k  

4 製 造 業 社

協 和 建

k. k. エ

k. k. 工

田 島 応 用 化

大 恵

東 亜

日 遷 化 学

日 新 工 業

( 202)  2291代

(451) 7601- 5  

( 312)  0871- 8  

(391) 2080 ・2207 ・0238

(361) 5858- 9 ・5850

(531)  4520 ・8401

(791) 4427 

(368)  0774 

( 341)  4305 

(441) 5195- 6  

(231) 2771- 2  

(441) 5224  

(731) 2514 

(441) 0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 勧銀ピノレ)

大阪市福島区鷺州本通 1 丁 目48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 往 道 町 9 13

大 阪 市 北 区 絹 笠 町5O ( 堂ピル二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 奈 町 姻 上 通 3 丁目4 - 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 5 丁目 3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1丁目 13

庖

K

会

K

L

L

K

K

所

所

庖

K

腐

所

k

L

-

a

L

民

L

-

n

L単

品

L

臥

L

M

'

L

u

a

支

業

業

-

L

r

 

E

事

泊

膏

営

営

世軍

事

防

事

L

商

岩

需

大

商

J

阪

阪

E

商

ァ

大

大

k

商

石

町

湿

E

商

k

・

臣

フ

k

k

野

綾

二

L

民

b

民

商

困

ス

産

膏

建

国

社

通

国

本

松

田

ア

物

渥

長

井

文

業

京

友

崎町

西

4

4

宜

冗

k

r
東

池

内

梅

筏

一

朝

三

川

中

k

目

前

村

山

4

 

(3 m  6555- 7 

(441) 3520 ・4564 ・1005

( 301)  3340 ・3505

(371) 1333 

(931)  7071- 3  

(351) 2922 

(941) 5561- 2 

(441) 5408 ・5486

(341) 0207- 8 ・4836- 7

(341)  1105 ・ぉ40

(371) 0251- 3  

(261) 7195代

高微 ( 5 ) 1646- 7  

( 631) 6221- 4  

京都 ( 5 ) 9954

(351) 4779 ・ω9 7

(641)  3434 - 6  

(541)  3785- 6 

(341) 1804 

(451) ω 89  

(371) 3375 

(351) 9231 

(451) 23ω ・2030

(351) 2150 ・2030

神戸 ( 5 ) 2697

神戸 ( 5 ) 4630

神戸 ( 4 ) 6930 

神戸 ( 4) 5884 

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2)  4272 

尾道 27ω

広島 ( 2 ) 2881- 2  

高松 ( 3) 5034  

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 下 通 1 丁目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 5 丁目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 梅 田IJ 2 了目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 津 四 務 丁 7 3  

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 輪 田 町28

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁 目41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 田J 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北4 丁目 24

大阪市東淀川区木 川 西ノ町 2 丁目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 橋 筋 2 - 1  

神 戸 市 兵 庫 区 荒 閏 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 隊 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 図 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 事1
1
織共栄 ピノレ

神 戸 市 兵 陣 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 笠 町 2 丁 目 9 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 事院 k. k.

k. k， 井 上 浄 夫 商 后

k. k. 石 田 建 材 慮

大 阪 耐 強 工 * 所

大 島 応 用 化 学 工 事 院 k .k .

k .k . カ ナ ヱ 商 会

共 栄 涯 育 工 業 k. k.

k. k. 木 下 隆 三 商 庖

k. k. 久 保 衛 底

坂 口 興 ， . k. k.  

清 水 輿 ， . k. k.  

k. k. 新 光 、 商 庖

関 本 建 材 k .k .

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 業 k .k .

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k .k .

日 新 工 材 k .k.

日 本 理E 膏 工 業 k. k. 大 阪 支 広

フ タ パ 興 業 所

k. k. 双 葉 商 会

松 本 湿 育 工 業 k. k. 大 阪 支 后

マ ル ヱ ス 工 禦 k. k.

丸 藤 商 広

石 井 建 材 有 限 会 社

k .k . 中 出 荷 会

三 信 工 業 所

中 村 涯 育 工 鎌 椋 式 会 社

日 建 渥 膏 工 . k. k.  

有 限 会 社 小 野 甚 商 1苫

k. k. 浜 原 豊 商 庖

青 盛 建 材 k.k.

古 市 断 熱 工 業 k .k.

正 和 商 事 k. k.

k. k. 山 本 商 会

惨 賛 助 会 員

丸 善 (271)  1251(代)

i  干 - 人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 ペ l' 打 ii !Wl I I DDI I ω |  

12 

大 阪 市 南 区 長 編 機 筋 3 丁 目k.k. 泊石



吸

音
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の 新 建 材

』

;，; 

九徳夫J t . 弘

美 猿 八 本 "

g ・l fI

オ

プリ ン ト 合 板

守宮ピ

。

期

関

'1 ￃ Ｇ ム守噌ｾ

ス ー ｙ 町一 ｾョイナー

Zスロシqィl'

製 品 製 造 発 売 元

浪 速 合 板 株 式 会 社

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 の 3 の 20

T  E  L  (561 )  2  2  0 .1  (代 )

g ・s

⑥ 

ff:.Jヲz - ] ，

流し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 59

電 話 大 阪 (741 ) 1 2 9 6 - 7  

和 歌 山 市 新 潟 6 丁 目 13
出 i )&p，斤

東邦商会

(541) 8731- 3  

つ じ

大 阪 市 東 区 北 浜 ・電 ⑫ o1  4  1  
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網入光り波型ガラス (刀 二[ 議 ) 長サ9問 1間 協

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト 波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化 ポ リエ ステ ノレ板) 各種波，寸法( 長尺物有)

'"院，.，.. 倹d、'"供d、，.，.，、'"除d、，、，..，."、，切除4ヘ，、'"内，、，、内d、，、内d圏、

⑮ 製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

N. G. C或

ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

ュ D . M 38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ンド アスフ アルト 販 売

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

岩 元 式

lスカイライト並開lべシチレ+

寄 木 目占 床 板

フ ロ ー ン グ 施 工 5青 負

プ ロ .:; 
ク

ベニヤフラツゾユドアー
1、丘旦二

f乍 取 イ寸

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6夢 幻 寄 木 商

営 主 主 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 4 9  

電 話 ( 251)3 7  3  1  .  3 日6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

14 
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- 新しい建築資材ｱｾ 亨最高の品

置函匡董理ヨ. .  

バ ー ル タ イ ル ( ア ル ミ 吸 音 板 ) ・ 吸 音 板

イ ン シ ユ レ ー シ ョ ン ボ ー ド ・ ス ) ¥ ' : ン ド' レ l レ

) ¥ ー ド オて ー ド ・ 高 級 化 粧 合 板

ノ マ ー テ イ ク j レ ポ ー ト ニ ・ コ ペ ン ハ ー ゲ ン リ ア

つ ロ ー ソ ン グ ¥ モ ザ イ り ク 川 ー ヶ 、ν ト

ア ス ハ ル ト タ イ ル ・ リ ノ リ ユ ー ム

ア ラ ス タ ー ボ ー ド ・ 木 毛 セ メ L 卜 板

フ レ キ シ プ ル L ー ト ・ 石 稗 板

ヒ ッ タ ー ラ イ ト ・ メ ラ ミ ン ・ ビ ニ ー ル 合 板

樹 月 旨 ガ う ス ・ ヱ ン ピ 1 ) 7 ・ . ナ ミ 椋

リ フ 凶 ラ ス ・ ラ ス ボ ー ド

L ー ジ ン ク " ボ ー ド ・ ル ー フ イ ン グ

ボ ー ド サ ッ L ユ ・ レ ヂ ス タ

/ ン ス リ v フ ・ ・ コ ー ナ ー ピ ー

ｅｾ＠ . .  ］ョ・Ｎｾ圃

E調・・・・・・温

. 釘圃肱m・院ヨl I i・

. ，. 鴎= 磁玉置

ｅ 孟 週・ｾ岨 ｉｉｾ 圃
ｾ＠

ｅ 祖国圃 震 酒・・ ￭ｾＮ

田村商奮建材部
③ 

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材

.s 

古きｾｾ夫ヒ斬新な技術を Ｒ をむ大銀製品

本

主

， 

ステンレス製品

美 術 金 物

金庫金庫室扉

目

@  

鉄

営 業 品

製作

スチール??ユ

アルミr - r  

シャッター

社曾式様

戸パヱ阪大

‘  

松

大 阪 市 西 区 本 四 町一 丁 目 四 四 番 地 電 話 大 阪 (531) 1254 ・4615 (541) 0910 ・0919

津 守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 二 四 番 地 電 話 大 阪 (661) 1  4  1 8  

千 舟 工 場 大 阪 市 西 淀川 区f田町四丁目 五 七番 地 電話 大 阪 (471) 0  4  2  0  

旦重E

E呈
田

宮

田
取 締 役 社 長

15 



東京鋼板工業株式会社
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町

地

川

(

宝

屋

悉

j

絹

久

目

荒

諾

区

話

区

町

都

市

前

和

京

短

4
n
電

屋

市

阪

古

岡

東

大

名

福

本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出張所

カーテンウオール

アルミニウム

ズ

ス テ ン レ ス

ンロプ

一一一ムι E  

媛冷房温湿度調整

設 計 施 工

各 種 送 排 風 機 f  

設 計 製 作 E  

関明暗; 工業開制 i

堺工場

出張所

ィ・. ユ' . ・ 1・.・. Ｎ・ ￭ｾ τ マ .. ττ ・-.-:.・::::マ云す7'='"'!"ウ.

11 

の

最 高 水 準 を 行 く

てノメ石 綿 セ

@  
化学工場の構造物を

酸蝕から守れ/

アスベストパυャ

A sbesto. B arr iev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切、天井鹿、m気 室

耐アルカリ

ポリエステ) ( . . 系レヂンライニング

エ ポ キ ン 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ア 系 煉 五 百 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

耐油耐酸

発電所、配匂室、製鋼、ガラス工場

』島

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ート 壁 などに最適

エ

設 計 ・施工には是非弊社で

御相談願います

施任資場現

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

耐酸化学工業株式会社

8  

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 1 1  

電 話 ⑮ 3 4 4 2 ・4 0 7

( 呈カタログ〉

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80

包 話 大 阪 ⑩ 178 ( 代表) 4161 ⑪ 4957- 8 

16 



社本 鉄 工 株 式 会

大 阪 市 西 区 北 境 川 町 1 丁目 5 4 務 地

17E話 大 阪 ( 541) ( 代表) 627. 1. (531)  3724 

境 川 工 場 : 大 阪 市 西 区 北境川町 l の 54

八 尾 工 場 . 八 尾 市 神 武 111)" 1  6  

電話 Ｎ 八尾 Ｈ ＰＲＹ Ｉ Ｒ 局 ＶＶ Ｑ ＲｾＴ

山本鉄工会館 : 電話: 大阪 ( 571) 0963. ω64 

東 京 連 絡 所 電話 ・東京 (351) 5  6  7  6  

山

⑥ 

目

各種鉄構物製作

及び

工事請負

並 l乙

一般鋼材販売

c  

ロロ業""、昌

骨

筋

梁

:J}.J; 

鉄

鉄

橋

鉄

ナニワ緩勾 ｾＲ 頁

雨 水 浸 入 量IJ 落 防 止

ナ 耐震 耐 風

ニ 安 定 軽 量

ワ

瓦

株i

式

ｾ＠
コ民

宇土

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大阪市此花区四tt ぬ 旭 町 1- 3 T  E  L  (461)  3  5  9  4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 14. ) ゐ! l ! 1田T 1  

へ、 商 月 報 無 料 送 呈

. . 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西内手町一0 一七番地 淡町駅貨物八号門前

電 話 (562) 0  8  0  0 ， 0  8  0  8  - 9  

超 硬f f 材 に 顔 料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 剤 で そ の 他

水 練 リ 、 令 銭 仕 上 げ のXl 特 に 技 術 を 袈 せ ず 、 色 ム ラ 、

Ｏ口汚 ｦｬ 呼内政点がない 耐 ｬ 必粍性特に ｾ￱ｬ 大、表 ｔ 前す ｦｴ

ら か で 災 し < ?，'fi 紫 、 耐 水 性 に 日 み f田1特 (J 主 雌 で あ り ま

す 。 ( : 呼当 り材料代' " ＹＵＰ Ｉ 仕上リ ｊ Ａｪ｛きがｾ 2 明，;f" E皮

乍校、て土井、病院、 事 務 所 、 日 育 的 、 が レ ー ヂ 、 ガ ソ

リン スタ ン ド 、 住 宅 の 友 | 刻 、 流 し 、 浴 宅 等 に I泣 巡 で

あ り ま す .

( カタログ進呈)

"  

綜合建築設計への道

1. 各種鉄骨 ・鉄筋コンクリ ート 造建築

の設計監理

2. ダイヤ モンドト ラス ・ジグザグ i ラ

ス ・平 行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P AT . O式 ( 織本式) ヂペル及ク ラ ン ネd 八d

今、

建築物基礎工 六メ勾r

土 質調 査

設計部ｾ当

ミb

L  

地 質

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

(1日紙本建築設計々算事務所 ・織本特殊構造研究所 ・合体)

株式会社

E包括 (671) 6443 ・7007 ・7062

17 
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.  
四

e・

扉 ， 55 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快 ・

ビ胤・リトヒz，顎

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 l又 明 A: 柄11f T .  li . 一 帯 I也

大 阪 ( 74 1 )  4655 ・ 0189 (716)  0188 孫

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コンクソートノマイル・コンクソートフロック

助管・t: 豪瓦・ヒューム管・衛生i i J 容

を ｉｾ 守 ｉｴ 教ＱＧＢｲｊ什・スてーサ・各種コシヴリート製品ー長

⑪森延窯業株式会社

取 締 役 社 長 森下延幸・ 専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 田T三 一 電 話 (671 ) 2420 ・8217

ト〈わ| 浪建式

アルミサvシュ・ド?ー

スチールサ，リシュ・ド7-

シャ，リヲー・ it ベレーター

lトカライジ川畑I揚械

4 ・h 一製造販売ー

&回出りJ! 込

場建 士

浪速建牧Z業様式会社

12船首f!r'&lJI

E i e J 司圃

-・

J  



‘'  

Z  

- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 炉

新 日 本 壁 i議‘
- 繊 維 の 床 砂 材 一

一一一一…

- 塗 りつ け る織 物 壁 材 一 一 炉

揃・ 描 ω 維 の ｺ 色 ｓ 土 ｾか … →ぺ 喜覇 夫← 

- 吹付のできる 京砂 壁 材

翠日

- 御申越次第カタログ進呈

，ι 話 大阪 (54 1) 5756- 9  

屯 話 明 石 5  8  5 2  

電 話 綴 |間 ⑮ 7 3  7  3  

陸屋根防水には

特許 絶 縁 工 法 を

拘 Ｎｾｉ ←鮪 ＱＱＱ 帯

特許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅

東京都中央区銀凶西8の3 T E  L ⑪2703- 4・2370・4064・0264

名古屋出張所 名古屋市南区岩草町33 T E  L  @  



錆ぴない岩佐のサ・ッシ・ド- pー

当 社 の 製 品 は ボ ン デ ラ イ ト を し て 焼 付 塗 装 を して 居 ま す

株式会祉岩往鍛工所

本社 ・本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 2 - 3 1 電 話.代表 ( 471) 5123 ・3000

尼 崎 工 場 尼 崎 市 守 部 下 河 原 1 5 電 話 代表 (401) 6 7 5 1 - 3  

、1
、

、

， 

1 、

r  

'  

［ｾベ建築 ｴ 二ＮＮ .  

Zる{!l J邑吃戸む豊9

住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

建の 2重焼付塗装で

⑮ 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社 い l 回 制 で l 回

20  

本 社 工 場 跡 市 松 屋 町 1 の 6 電解(3)5241 - 9  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1  i!.i: ( 211)0836- 9  

名古屋営業所 名古屋市東区東新道凹T 2 の 7 電 名 (97) 7264 

‘' 

有



1 ] 日本建鉄の

PS型レデ: ィ〆ードサッシ

サ、ッシドア

? I l ミ

201 0341 n:: 

361 6758 I¥. 

日本ｾ鉄株式会社

京 ｬ［ｾ 1¥'11 f  (¥:1111>< 人 Nlf2 8  n ミし呼l .i ;t
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フ ト な 弾 力

ソ フ ト ン タ イ ル は ， まるで美しい織物のように，

複 雑 な 絵 模 織 を 出 す の に 成 功 し ま し た それに，

姉 妹 品 プ ラ ス タ イ ル P に 比べ ，弾力もつよく，す

べ り も 少 くな りました

ご家庭やホテル・喫茶庖，会祉 ・官 庁 などに，・

. 三星プラスタイル . 三星アスフアルトタイル

. 三 星 P タ イ ル . 三 星 マ チ ス タ イ ル

王曙， ι ーヲＮｦｾ今 Ｇ 町

田 島 応 、 用 化 工 株 式 会 社
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